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第１章 資料編 
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資料１ 災害救助法の適用基準 
 

（１）適用基準の内容 

  災害救助法（以下「本法」という。）による救助は、市町村の区域単位に、原則として同一原因の災害による

市町村の被害が一定の程度に達した場合で、かつ、被災者が現に救助を要する状態にあるときに行われるもので

ある。 

ア 原則として同一原因の災害によるものであること。 

イ 本法による救助の要否は、市町村の区域単位に判定するものであること。 

ウ 市町村の区域を単位とする被害が次の（ア）か（イ）に該当するものであること。 

 

（ア）市町村の区域内の世帯の住家の滅失した数が次の（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）いずれかに該当する場合 

Ａ 住家が滅失した世帯の数が当該市町村の区域内の人口に応じ、次の世帯数以上であること。（令第１条第

１項第１号） 

（令別表第１） 

市 町 村 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

   ５，０００人未満 

   ５，０００人以上  １５，０００人未満 

  １５，０００人以上  ３０，０００人未満 

  ３０，０００人以上  ５０，０００人未満 

 ◎ ５０，０００人以上 １００，０００人未満 

 １００，０００人以上 ３００，０００人未満 

 ３００，０００人以上 

    ３０世帯 

    ４０世帯 

    ５０世帯 

    ６０世帯 

 ◎   ８０世帯 

   １００世帯 

   １５０世帯 

    （注）令：災害救助法施行令（以下「令」という。） 

 

Ｂ 当該市町村の区域を包括する都道府県の区域内の被害世帯数が、その人口に応じ、それぞれ次の令別表第

２に示す数以上であって当該市町村の区域内の被害世帯数が、その人口に応じ、それぞれ次の令別表第３

に示す数以上であること。（令第１条第１項第２号） 

（令別表第２） 

都 道 府 県 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

1,000,000 人未満 

◎ 1,000,000 人以上   2,000,000 人未満 

2,000,000 人以上   3,000,000 人未満 

3,000,000 人以上 

   １，０００世帯 

 ◎  １，５００世帯 

   ２，０００世帯 

   ２，５００世帯 

         

（令別表第３） 

市 町 村 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

   ５，０００人未満 

   ５，０００人以上   １５，０００人未満 

  １５，０００人以上   ３０，０００人未満 

  ３０，０００人以上   ５０，０００人未満 

 ◎ ５０，０００人以上  １００，０００人未満 

 １００，０００人以上  ３００，０００人未満 

 ３００，０００人以上 

１５世帯 

    ２０世帯 

    ２５世帯 

    ３０世帯 

 ◎   ４０世帯 

    ５０世帯 

    ７５世帯 

 

Ｃ 当該市町村の区域を包括する都道府県の区域内の被害世帯数が、その人口に応じ次の表に示す数以上であ

って、当該市町村の区域内の被害世帯数が多数であること。（令第１条第１項第３号前段） 

（令別表第４） 

都 道 府 県 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

1,000,000 人未満 

◎ 1,000,000 人以上   2,000,000 人未満 

2,000,000 人以上   3,000,000 人未満 

3,000,000 人以上 

   ５，０００世帯 

 ◎  ７，０００世帯 

   ９，０００世帯 

  １２，０００世帯 

 

Ｄ 災害が隔絶した地域に発生したものである等、被災者の救護を著しく困難とする内閣府令で定める特別の

事情がある場合で、かつ、多数の世帯の住家が滅失したものであること。（令第１条第１項第３号後段） 
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府令で定める特別な事情とは、被災者に対する食品若しくは生活必需品の給与等について特殊の補給方法

を必要とし、又は被災者の救出について特殊の技術を必要とする場合（内閣府令第 68 号第１条）であ

り、具体的には、次のような場合であること。 

ａ 被害地域が他の村落から隔離又は孤立しているため、生活必需品等の補給が極めて困難な場合で、

被災者の救助に特殊の補給方法を必要とする場合 

ｂ 有毒ガスの発生、放射性物質の放出等のため、被災者の救助が極めて困難であり、そのために特殊

な技術を必要とする場合 

 

（イ）多数の者が生命又は身体に危害を受け、又は受けるおそれが生じた場合であって、厚生労働省令で定める基

準に該当すること。（令第１条第１項第４号） 

Ａ 災害が発生し、又は発生するおそれのある地域に所在する多数の者が、避難して継続的に救助を必要とす

る場合（内閣府令第 68 号第２条第１号）で、具体的には、次のような場合であること。 

ａ 火山噴火、有毒ガスの発生、放射線物質の放出等のため、多数の住民が避難の指示を受けて避難生

活を余儀なくされる場合 

ｂ 大地震の発生により、多数の住民が避難して継続的に救助を必要としている場合 

ｃ 船舶の沈没、交通事故により多数の者が死傷した場合 

 

Ｂ 被災者に対する食品若しくは生活必需品の給与等について特殊の補給方法を必要とし、又は被災者の救出

について特殊の技術を必要とする場合（内閣府令第 68 号第２条第２号）で、具体的には、次のような場

合であること。 

ａ 交通路の途絶のため多数の登山者等が放置すれば飢餓状態に陥る場合 

ｂ 火山噴火、有毒ガスの発生等のため多数の者が危険にさらされている場合 

ｃ 群衆の雑踏により多数の者が死傷した場合 

ｄ 豪雪により多数の者が危険状態となる場合 

 

（２）本法適用基準 

市町村名 人口 

(R2 国勢調査集計) 

全 壊 

全 焼 

流 失 

半 壊 

 

半 焼 

 

床上浸水 

 

県の被害世帯数

が 1,500 以上に

達した場合 

むつ市 ５４，１０３人 ８０ １６０ ２４０ ４０ 

 

ア．本法適用基準 

市 町 村 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

   ５，０００人未満 

   ５，０００人以上   １５，０００人未満 

  １５，０００人以上   ３０，０００人未満 

  ３０，０００人以上   ５０，０００人未満 

 ◎ ５０，０００人以上  １００，０００人未満 

 １００，０００人以上  ３００，０００人未満 

 ３００，０００人以上 

    ３０世帯 

    ４０世帯 

    ５０世帯 

    ６０世帯 

 ◎   ８０世帯 

   １００世帯 

   １５０世帯 

 

イ．本法外援護適用基準 

市 町 村 の 区 域 内 の 人 口 住家滅失世帯数 

２万人未満 

   ２万人以上      ５万人未満 

 ◎  ５万人以上     １０万人未満 

  １０万人以上 

    ２０世帯 

    ３０世帯 

 ◎   ４０世帯 

    ５０世帯 

 

ウ．滅失世帯算定基準 

区分 算 定 基 準 

  全 壊 、全 焼 、流 失 世 帯     １ 世帯 

  半 壊 、半 焼    １/２ 世帯 

  床 上 浸 水    １/３ 世帯 

 

  



 

-4- 

（３）被害程度の認定基準 

種       類 統   一   基   準 

死   者 

 

当該災害が原因で死亡し、死体を確認したもの、又は死体を確認する

ことができないが死亡したことが確実なものとする。 

行方不明者 

 

当該災害が原因で所在不明となり、かつ死亡の疑いのあるものとす

る。 

重 傷 者 

軽 症 者 

 

 

災害のため負傷し、医師の治療を受け、又は受ける必要のあるものの

うち、「重傷者」とは１月以上の治療を要する見込みの者とし、「軽

症者」とは、１月未満で治療できる見込みのものとする。 

住   家 

 

現実に住家のため使用している建物をいい、社会通念上の住家である

かを問わない。 

非 住 家 

 

 

住家以外の建築物をいうものとする。なお、官公署、学校、病院、公

民館、神社仏閣等は非住家とする。ただし、これらの施設に、常時、

人が居住している場合には当該部分は住家とする。 

住 家 全 壊 

（全焼・全流失） 

 

 

 

 

住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの、すなわち、住家

全部が倒壊、流失、埋没、焼失したもの、または住家の損壊が甚だし

く、補修により元通りに再使用することが困難なもので、具体的に

は、住家の損壊、焼失もしくは流失した部分の床面積がその住家の延

床面積 70％以上に達した程度のものまたは主要な構成要素の経済的被

害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が 50％以

上に達した程度のものとする。 

住 家 半 壊 

（半  焼） 

 

 

 

 

住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの、すなわ

ち、住家の損壊が甚だしいが、補修すれば元どおりに再使用できる程

度のもので、具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の 20％以上

70％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全

体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が 20％以上 50％未満

のものとする。 

床 上 浸 水 浸水がその住家の床上以上に達した程度のもの。 

床 下 浸 水 浸水がその住家の床上以上に達しない程度のもの。 

一 部 破 損 住家の損壊程度が半壊に達しない程度のもの。 

 

（４）急迫事態における救助の実施 

  市長は、災害の事態が急迫して知事の指揮を待ついとまがないと認めたときは、本法第４条第１項及び第２項

に規定する救助の実施に着手することができる。（青森県災害救助法施行細則第１条の２） 
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資料２ 災害救助法適用以外の災害援護の取扱要綱（青森県） 
 

１．目     的 

 災害救助法の適用に至らない災害が、県内の市町村に発生したときは、この要綱により応急的に被災者を援護す

ることを目的とする。 

 

２．適 用 基 準 

(1) この要綱による援護は、災害のため住家の全壊、全焼、流失又は半壊、半焼、床上浸水（土砂のたい積等によ

り一時的に居住することができない状態となったものを含む。以下同じ。）により被災世帯が次の世帯数以上に達

したときに行うものとする。ただし、住家の半壊、半焼した場合の世帯は、２分の１世帯、床上浸水した場合の世

帯は、３分の１世帯として、被害世帯とみなす。 

人         口 被災世帯数 

     ２万人未満        ２０世帯以上     

    ２万人以上   ５万人未満        ３０世帯以上     

 ◎   ５万人以上  １０万人未満   ◎    ４０世帯以上  

   １０万人以上         ５０世帯以上    

 

(2) (1)の基準に達しない場合であっても零細な困窮世帯あるいは、要保護世帯であって、特にその応急の援護が

必要と認められる場合 

 

３．援護の基準 

 この要綱による被災世帯に対する援護は、被服、寝具等を給与することとし、援護の基準は、災害救助法施行細

則（昭和 30 年 4 月 19 日青森県規則第 40 号）第２条第１項に定める別表第１の三の３の基準とする。 

 

４．援護物資 

 給与する物資は、災害援護用物資をもってこれにあてる。 

 

   附   則 

この要綱は、昭和 53 年 8 月 17 日から適用する。 

 

  （参   考） 

災害救助法施行細則第２条第１項に定める、別表第１の三の３の基準は、災害救助法適用時の被服、寝具等

の給与基準である。 
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資料３ 「災害救助法による救助の程度、方法及び期間等」 
 

 災害救助法が適用された場合の救助の程度、方法及び期間等は災害救助法施行細則（昭和 30 年４月 19 日青森県

規則第 40 号）によるものとする。 

 参考（災害救助法施行細則（昭和 30 年４月 19 日青森県規則第 40 号）別表第１（第２条関係）） 

１ 避難所及び応急仮設住宅の供与 

１ 避難所 

⑴避難所には、災害により現に被害を受けている者及び災害により被害を受けるおそれのある者に供与す

る。 

⑵避難所には、原則として学校、公民館等の既存建物を利用することとするが、これらの適当な建物を利

用することが困難な場合は、仮小屋の設置、天幕の設営その他の適切な方法によりこれを設ける。 

⑶避難所を設けるため支出できる費用は、避難所の設置、維持及び管理のための賃金職員等雇上費、消耗

器材費、建物の使用謝金、器物の使用謝金、借上費又は購入費、光熱水費並びに仮設便所等の設置費と

し、１人１日当たり 330 円以内とする。 

⑷高齢者、障害者等(以下「高齢者等」という。)であって避難所での避難生活において特別な配慮を必要

とするものに供与する避難所を設置した場合は、当該特別な配慮のために必要な経費について当該地域

において平常時に要すると認められる額を(３)の額に加算する。 

⑸避難所での避難生活が長期にわたる場合等においては、避難所で避難生活している者への健康上の配慮

等により、ホテル、旅館など宿泊施設の借上げを実施し、これを供与する。 

⑹避難所を開設できる期間は、災害発生の日から７日以内とする。 

２ 応急仮設住宅 

⑴応急仮設住宅は、住家が全壊し、全焼し、又は流失し、居住する住家がない者であつて、自らの資力で

は住宅を得ることができないものに、建設型応急住宅（建設して供与する応急仮設住宅をいう。以下同

じ。）の設置、借上型応急住宅（民間賃貸住宅を借上げて供与する応急仮設住宅をいう。以下同じ。）

の提供その他適切な方法により供与する。 

⑵建設型応急住宅の設置については、次に掲げるところによる。 

①建設型応急住宅の設置に当たっては、原則として公有地を利用することとするが、適当な公有地を利用

することが困難な場合は、民有地を利用する。 

②建設型応急住宅の１戸当たりの規模は、地域の実情、世帯構成等に応じて設定し、その設置のため支出

できる費用は、設置に係る原材料費、労務費、附帯設備工事費、輸送費及び建築事務費等の一切の経費

とし、5,714,000 円以内とする。 

③同一敷地内又は近接する地域内に設置した建設型応急住宅の戸数が、おおむね 50 戸以上の場合にあつて

は居住者の集会等に利用するための施設を設置し、50 戸未満の場合にあってはその戸数に応じた小規模

な施設を設置することがある。 

④高齢者等であつて日常生活において特別な配慮を必要とするもののため、老人居宅介護等事業等を実施

しやすい構造及び設備を有する施設であつて複数の当該者に供与するもの（以下「福祉仮設住宅」とい

う。）を建設型応急住宅として設置することがある。この場合における福祉仮設住宅の部屋数は、建設

型応急住宅の設置戸数とみなす。 

⑤建設型応急住宅は、災害発生の日から 20 日以内に着工し、速やかに設置する。 

⑥建設型応急住宅を供与できる期間は、当該建設型応急住宅の完成の日から建築基準法（昭和 25 年法律第

201 号）第 85 条第３項又は第４項の規定による許可に係る期間内とする。 

⑦建設型応急住宅の供与の終了に伴う解体撤去及び土地の原状回復のため支出できる費用は、当該地域に

おいて平常時に要すると認められる額とする。 

⑶借上型応急住宅の提供については、次に掲げるところによる。 

①借上型応急住宅の１戸当たりの規模は、世帯の人数に応じて⑵の②に定める規模に準ずることとし、そ

の借上げのため支出できる費用は、家賃、共益費、敷金、礼金、仲介手数料、火災保険料等その他民間

賃貸住宅の貸主又は仲介業者との契約に不可欠な経費とし、当該地域の実情に応じた額とする。 

②借上型応急住宅は、災害発生の日から速やかに民間賃貸住宅を借り上げ、提供する。 

③借上型応急住宅を供与できる期間は、⑵の⑥に定める期間と同様の期間とする。 

２ 炊き出しその他による食品の給与及び飲料水の供給 

１ 炊き出しその他による食品の給与 

⑴炊き出しその他による食品の給与は、避難所に避難している者又は住家への被害若しくは災害により現

に炊事のできない者に対して行う。 

⑵炊き出しその他による食品の給与は、被災者が直ちに食することができる現物によるものとする。 
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⑶炊き出しその他による食品の給与を実施するため支出できる費用は、主食、副食及び燃料等の経費と

し、１人１日当たり 1,160 円以内とする。 

⑷炊き出しその他による食品の給与を実施できる期間は、災害発生の日から７日以内とする。 

２ 飲料水の供給 

⑴飲料水の供給は、災害のため現に飲料水を得ることができない者に対して行う。 

⑵飲料水の供給を実施するため支出できる費用は、水の購入費並びに給水及び浄水に必要な機械器具の借

上費、修繕費及び燃料費、薬品費並びに資材費とし、当該地域において平常時に要すると認められる額

とする。 

⑶飲料水の供給を実施できる期間は、災害発生の日から７日以内とする。 

３ 被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与 

１ 被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与は、住家の全壊、全焼、流失、半壊、半焼若しくは床上浸

水(土砂の堆積等により一時的に居住することができない状態となつたものを含む。以下同じ。)又は船

舶の全島遭難等により、生活上必要な被服、寝具その他生活必需品を喪失し、又は喪失したこと等によ

り使用することができず、直ちに日常生活を営むことが困難な者に対して行う。 

２ 被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与は、被害の実情に応じ、次に掲げる品目の範囲内におい

て、現物をもつて行う。 

⑴被服、寝具及び身の回り品 

⑵日用品 

⑶炊事用具及び食器 

⑷光熱材料 

３  被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与のため支出できる費用は、季別(災害発生の日による。)

及び世帯区分により、１世帯当たり次の額の範囲内とする。 

 

⑴住家の全壊、全焼又は流失により被害を受けた世帯 

季別 期間 １人世帯 2 人世帯 3 人世帯 4 人世帯 5 人世帯 
6 人以上１人増す

ごとに加算する額 

夏季 4 月から 9 月まで 18,800 円 24,200 円 35,800 円 42,800 円 54,200 円 7,900 円 

冬季 10 月から 3 月まで 31,200 円 40,400 円 56,200 円 65,700 円 82,700 円 11,400 円 

⑵住家の半壊、半焼又は床上浸水により被害を受けた世帯 

季別 期間 １人世帯 2 人世帯 3 人世帯 4 人世帯 5 人世帯 
6 人以上１人増す 

ごとに加算する額 

夏季 4 月から 9 月まで 6,100 円 8,300 円 12,400 円 15,100 円 19,000 円 2,600 円 

冬季 10 月から 3 月まで 10,000 円 13,000 円 18,400 円 21,900 円 27,600 円 3,600 円 

 

４  被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与は、災害発生の日から 10 日以内に完了するものとす

る。 

４ 医療及び助産 

１ 医療 

⑴医療は、災害のため医療の途を失つた者に対して、応急的に処置する。 

⑵医療は、救護班によつて行う。ただし、急迫した事情があり、かつ、やむを得ない場合においては、病

院又は診療所(あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律(昭和 22 年法律第 217 号)に

規定するあん摩マッサージ指圧師、はり師若しくはきゆう師又は柔道整復師法(昭和 45 年法律第 19 号)

に規定する柔道整復師(以下「施術者」という。)を含む。)において医療(施術者が行うことのできる範

囲の施術を含む。)を行うことがある。 

⑶医療は、次の範囲内において行う。 

①診療 

②薬剤又は治療材料の支給 

③処置、手術その他の治療及び施術 

④病院又は診療所への収容 

⑤看護 

⑷医療のため支出できる費用は、救護班による場合は、使用した薬剤、治療材料及び破損した医療器具の

修繕費等の実費とし、病院又は診療所による場合は、国民健康保険の診療報酬の額以内とし、施術者に

よる場合は、当該地域における協定料金の額以内とする。 

⑸医療を実施できる期間は、災害発生の日から 14 日以内とする。 

２ 助産 

⑴助産は、災害発生の日以前又は以後７日以内に分べんした者であつて、災害のため助産の途を失つたも

のに対して行う。 
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⑵助産は、次の範囲内において行う。 

①分べんの介助 

②分べん前及び分べん後の処置 

③脱脂綿、ガーゼその他の衛生材料の支給 

⑶助産のため支出できる費用は、救護班等による場合は、使用した衛生材料等の実費とし、助産師による

場合は、慣行料金の 100 分の 80 以内の額とする。 

⑷助産を実施できる期間は、分べんした日から７日以内とする。 

５ 被災者の救出 

１ 被災者の救出は、災害のため現に生命若しくは身体が危険な状態にある者又は生死不明の状態にある

者を捜索し、又は救出するものとする。 

２ 被災者の救出のため支出できる費用は、舟艇その他救出のための機械器具等の借上費又は購入費、修

繕費及び燃料費とし、当該地域において平常時に要すると認められる額とする。 

３ 被災者の救出を実施できる期間は、災害発生の日から３日以内とする。 

６ 被災した住宅の応急修理 

１ 住宅の応急修理は、災害のため住家が半壊、半焼若しくはこれらに準ずる程度の損傷を受け、自らの

資力では応急修理をすることができない者又は大規模な補修を行わなければ居住することが困難である

程度に住家が半壊した者に対して行う。 

２ 住宅の応急修理は、居室、炊事場、便所等日常生活に必要最小限度の部分に対し、現物をもつて行う

ものとし、その修理のため支出できる費用は、１世帯当たり次に掲げる額以内とする。 

イ ロに掲げる世帯以外の世帯 595,000 円 

ロ 半壊又は半焼に準ずる程度の損傷により被害を受けた世帯 300,000 円 

３ 住宅の応急修理は、災害発生の日から１月以内に完了するものとする。 

７ 生業に必要な資金の貸与 

１ 生業に必要な資金の貸与は、住家が全壊し、全焼し、又は流失し、災害のため生業の手段を失つた世

帯に対して行う。 

２ 生業に必要な資金は、生業を営むために必要な機械器具又は資材を購入するための費用に充てるもの

であつて、生業の見込みが確実な具体的事業計画があり、かつ、償還能力のある者に対して貸与する。 

３ 生業に必要な資金として貸与できる金額は、次の額以内とする。 

⑴生業費 １世帯当たり 30,000 円 

⑵就職支度費 １世帯当たり 15,000 円 

４ 生業に必要な資金の貸与には、次の条件を付する。 

⑴貸与期間 ２年以内 

⑵利子 無利子 

⑶保証人 確実な者 1人以上による連帯保証人 

５ 生業に必要な資金の貸与は、災害発生の日から１月以内に完了するものとする。 

８ 学用品の給与 

１ 学用品の給与は、住家の全壊、全焼、流失、半壊、半焼又は床上浸水により、学用品を喪失し、又は

損傷したこと等により使用することができず、就学上支障のある小学校児童(義務教育学校の前期課程及

び特別支援学校の小学部の児童を含む。以下同じ。)、中学校生徒(義務教育学校の後期課程、中等教育

学校の前期課程及び特別支援学校の中学部の生徒を含む。以下同じ。)及び高等学校等生徒(高等学校、

中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、高等専門学校、専修学校及び各種学校の生徒をい

う。以下同じ。)に対して行う。 

２ 学用品の給与は、被害の実情に応じ、次に掲げる品目の範囲内において現物をもつて行う。 

⑴教科書 

⑵文房具 

⑶通学用品 

３ 学用品の給与のため支出できる費用は、次の額以内とする。 

⑴教科書代 

①小学校児童及び中学校生徒 

教科書の発行に関する臨時措置法（昭和 23 年法律第 132 号）第２条第１項に規定する教科書及び当該教

科書以外の教材で、教育委員会に届け出、又はその承認を受けて使用するものを給与するための実費 

②高等学校等生徒 

正規の授業で使用する教材を給与するための実費   

⑵文房具費及び通学用品費 

①小学校児童 １人当たり 4,500 円 

②中学校生徒 １人当たり 4,800 円 
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③高等学校等生徒 1 人当たり 5,200 円 

４  学用品の給与は、災害発生の日から、教科書については１月以内、その他の学用品については１５日

以内に完了するものとする。 

９ 埋葬 

１ 埋葬は、災害の際死亡した者について、死体の応急的処理程度のものを行う。 

２ 埋葬に当たつては、棺又は棺材等の現物を埋葬を実施する者に支給する。 

３ 埋葬のため支出できる費用は、１体当たり、大人 215,200 円以内、小人 172,000 円以内とする。 

４ 埋葬は、災害発生の日から 10 日以内に完了するものとする。 

10 死体の捜索及び処理 

１ 死体の捜索 

⑴死体の捜索は、災害により現に行方不明の状態にあり、かつ、各般の事情により既に死亡していると推

定される者に対して行う。 

⑵死体の捜索のため支出できる費用は、舟艇その他捜索のための機械器具等の借上費又は購入費、修繕費

及び燃料費とし、当該地域において平常時に要すると認められる額とする。 

⑶死体の捜索は、災害発生の日から 10 日以内に完了するものとする。 

２ 死体の処理 

⑴死体の処理は、災害の際死亡した者について、死体に関する処理（埋葬を除く。）を行う。 

⑵死体の処理は、次の範囲内において行う。 

①死体の洗浄、縫合、消毒等の処置 

②死体の一時保存 

③検案 

⑶検案は、原則として救護班によつて行う。 

⑷死体の処理のため支出できる費用は、次に掲げるところによる。 

①死体の洗浄、縫合、消毒等の処置のための費用は、１体当たり 3,500 円以内とする。 

②死体の一時保存のための費用は、死体を一時収容するために既存の建物を利用する場合は、当該施設の

借上費について平常時に要すると認められる額とし、既存の建物を利用できない場合は、１体当たり

5,400 円以内とする。ただし、死体の一時保存に必要なドライアイスの購入費等の経費については、当

該地域において平常時に要すると認められる額を加算する。 

③救護班により検案ができない場合は、当該地域の慣行料金の額以内とする。 

⑸死体の処理は、災害発生の日から 10 日以内に完了するものとする。 

11  災害によつて住居又はその周辺に運ばれた土石、竹木等で、日常生活に著しい支障を及ぼ しているも

の(以下「障害物」という。)の除去 

１  障害物の除去は、居室、炊事場等生活に欠くことのできない場所又は玄関に障害物が運び込まれてい

るため一時的に居住できない状態にあり、かつ、自らの資力をもつてしては、当該障害物を除去するこ

とができない者に対して行う。 

２  障害物の除去のため支出できる費用は、ロープ、スコップその他の障害物の除去のために必要な機械

器具等の借上費又は購入費、輸送費、賃金職員等雇上費等とし、当該市町村内において行つた障害物の

除去につき１世帯当たりの平均 137,900 円以内とする。 

３ 障害物の除去は、災害発生の日から 10 日以内に完了するものとする。 

12 救助のための輸送費及び賃金職員等雇上費 

１ 救助のための輸送費及び賃金職員等雇上費として支出できるのは、次に掲げる場合とする。 

⑴被災者の避難 

⑵医療及び助産 

⑶被災者の救出 

⑷飲料水の供給 

⑸死体の捜索 

⑹死体の処理 

⑺救済用物資の整理配分 

２  救助のため支出できる輸送費及び賃金職員等雇上費は、当該地域における平常時に要すると認められ

る額とする。 

３  救助のための輸送及び賃金職員等の雇用を認められる期間は、当該救助の実施が認められる期間以内

とする。 

 

 参考（災害救助法施行細則（昭和 30 年４月 19 日青森県規則第 40 号）別表第１（第１３条関係）） 

１ 災害救助法施行令第４条第１号から第４号までに規定する者 

１ 日当（午前８時 30 分から午後５時までの間において業務に従事した場合の報酬） 
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⑴医師及び歯科医師 １人１日当たり 24,100 円以内 

⑵薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士及び歯科衛生士 １人１日当たり 15,800 円以

内 

⑶保健師、助産師、看護師及び准看護師 １人１日当たり 15,300 円以内 

⑷救急救命士 一人一日当たり 14,500 円以内 

⑸土木技術者及び建築技術者 １人１日当たり 15,700 円以内 

⑹大工 １人１日当たり 25,300 円以内 

⑺左官 １人１日当たり 25,500 円以内 

⑻とび職 １人１日当たり 23,600 円以内 

２ 時間外勤務手当 

１人１時間当たり１に定める限度額の７．７５分の１に相当する額に、100 分の 125 から 100 分の 150

までの範囲内で知事が定める割合(午後 10 時から翌日の午前５時までの間に業務に従事した場合にあつて

は、その割合に 100 分の 25 を加算した割合)を乗じて得た額(業務(知事が定める業務を除く。)に従事した

時間が１月について 60 時間を超えた場合にあつては、その６０時間を超えて従事した時間に対して 100 分

の 150(午後 10 時から翌日の午前５時までの間に従事した場合にあつては、100 分の 175)を乗じて得た額)

以内の額 

３ 旅費 

⑴車賃 １キロメートルにつき 25 円 

⑵宿泊料 １夜につき 9,800 円 

⑶旅行雑費 １日につき 1,200 円 

２ 災害救助法施行令第４条第５号から第 10 号までに規定する者 

業者のその地域における慣行料金による支出実績に手数料としてその 100 分の３の額を加算した額以内と

する。 
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資料４ むつ市災害救護条例 
 

 

（昭和 35 年４月１日  条例第６号）   

 

 （目 的） 

第１条 この条例は、災害救助法（昭和 22 年法律第 118 号）並びに災害救助に関する青森県の規則、規程及び要

領の適用を受けない災害が発生したとき、応急的に必要な救助を行い、災害にかかった者の保護と社会の秩序の保

全を図ることを目的とする。  

 

 （適用の基準） 

第２条 この条例による救護は災害のため住家の全焼、全壊、流失又は半焼、半壊によって被害を受 けた世帯が

15 世帯以上に達したときに行うものとする。ただし、住家の半焼、半壊した場合の世 帯は２分の１世帯、店舗

のみの全焼、全壊及び床上浸水した場合の世帯は３分の１世帯として被害世帯とみなす。 

 

 （救護の範囲） 

第３条 この条例によりり災世帯に対する救護は、次の範囲で行うものとする。 

 １ 収容施設の供与 

 ２ たき出しその他の食品の給与 

 ３ 生活必需品の給与 

 ４ 医療及び助産 

 ５ 災害にかかった者の救出 

 ６ 学用品の給与 

 ７ 前各号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めるもの 

 

 （委任事項） 

第４条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

 

   附  則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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資料５ むつ市の気象【平成 15(2003)年～令和５(2023)年】 
 

 当市の気温、湿度、風向、風速、降水量と積雪について、むつ特別地域気象観測所（むつ市金曲）の平成 15 年

から令和５年までの観測値の月別平均値等を示した。 

(1) 気  温 

当市の月別の平均気温、最高及び最低気温の観測値は、次のとおりである。 

 

月平均気温 （℃） 

     月 

年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 -1.4 -1.3 1.6 8.0 12.0 15.5 15.8 19.8 17.5 11.9 7.8 3.0 9.2 

H16 2004 -0.5 0.4 2.3 7.5 13.0 17.7 21.2 21.8 18.4 12.4 9.0 2.0 10.4 

H17 2005 -0.9 -2.2 1.4 7.5 10.5 16.4 18.8 23.3 18.8 13.4 7.0 -0.7 9.4 

H18 2006 -2.1 -1.2 2.1 5.4 12.5 15.0 18.5 23.0 18.1 12.8 7.4 1.8 9.4 

H19 2007 0.6 1.0 1.9 6.6 12.5 17.8 18.0 23.1 19.6 12.6 6.1 1.2 10.1 

H20 2008 -2.1 -1.1 3.7 8.1 11.8 15.4 20.4 20.3 18.6 13.4 6.4 2.8 9.8 

H21 2009 0.2 0.1 2.4 7.8 12.9 15.7 19.5 20.5 17.5 13.0 6.6 1.2 9.8 

H22 2010 -0.7 -1.8 1.1 5.9 10.9 17.3 22.2 24.7 19.8 13.4 7.2 2.6 10.2 

H23 2011 -2.6 -0.1 0.8 7.2 11.2 16.9 21.0 22.6 19.3 12.5 7.2 -0.2 10.5 

H24 2012 -3.0 -3.1 1.0 6.6 12.2 15.3 20.3 23.6 22.2 13.9 7.1 -0.2 9.7 

H25 2013 -2.9 -2.2 1.8 7.1 10.9 16.3 20.2 23.1 19.2 13.6 6.8 2.4 9.7 

H26 2014 -2.0 -1.9 1.4 7.7 13.8 16.7 21.7 22.0 18.0 11.6 7.4 0.2 9.7 

H27 2015 -0.2 0.8 4.3 8.9 13.9 16.3 21.4 21.7 17.9 11.4 8.1 2.7 10.6 

H28 2016 -1.1 -0.3 3.6 8.6 14.4 15.9 19.8 23.3 19.3 11.8 4.5 2.0 10.2 

H29 2017 -0.8 -0.3 3.1 8.7 13.6 15.7 22.4 19.7 18.0 11.8 6.3 0.2 9.8 

H30 2018 -0.7 -2.5 4.1 8.6 12.7 16.6 21.1 21.0 18.7 13.7 7.9 1.1 10.2 

R1 2019 9 -0.7 3.2 7.7 14.7 16.2 20.0 22.7 20.1 14.3 5.6 1.5 10.4 

R2 2020 0.4 0.0 4.5 6.9 13.2 17.9 19.4 23.4 19.7 12.8 7.7 0.4 10.5 

R3 2021 -2.5 -0.8 5.1 8.5 13.4 17.7 22.2 21.8 18.3 13.0 8.7 1.6 10.6 

R4 2022 -1.6 -1.2 3.2 9.3 13.7 16.8 21.5 22.3 19.7 13.0 8.1 1.0 10.5 

R5 2023 1.6 -0.5 5.4 9.9 13.4 18.6 23.6 26.1 21.7 13.8 8.2 1.4 13.0 

平 均 -0.6 -0.8 2.8 7.6 12.4 16.1 19.8 21.7 18.6 12.7 7.4 1.8 10.2 
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日最高気温の月平均 （℃） 

     月 

年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 1.6 2.0 5.0 11.0 15.4 19.3 23.4 24.3 22.9 17.8 9.8 5.3 13.3 

H16 2004 2.8 3.3 6.4 13.2 16.9 20.6 26.8 25.0 21.7 16.7 13.2 5.9 14.7 

H17 2005 -0.1 2.2 7.8 14.3 19.4 19.0 23.0 23.7 24.0 18.6 8.9 4.1 13.4 

H18 2006 1.4 2.1 4.8 12.0 17.9 22.3 24.4 28.2 24.0 17.5 11.3 4.7 13.5 

H19 2007 3.0 1.8 4.7 11.5 16.9 21.6 26.1 27.4 23.2 17.5 9.7 3.4 14.3 

H20 2008 0.6 1.9 7.7 13.5 16.8 20.3 24.8 24.0 23.5 18.2 10.7 6.1 14.0 

H21 2009 3.1 3.2 6.9 13.0 18.1 20.3 23.9 24.7 22.4 18.1 10.9 4.5 14.1 

H22 2010 1.9 1.8 4.4 10.5 15.4 22.9 26.3 29.0 24.5 18.0 11.4 6.0 14.3 

H23 2011 0.4 3.7 4.8 11.7 16.3 22.1 25.4 26.6 23.2 17.6 11.7 2.9 14.7 

H24 2012 0.0 0.2 4.1 11.4 17.0 19.5 24.3 28.0 26.6 18.5 10.3 3.2 13.6 

H25 2013 0.2 0.8 5.6 11.8 16.3 21.2 24.0 27.7 23.9 17.7 11.3 5.3 13.8 

H26 2014 1.3 1.8 5.4 13.7 20.0 21.2 26.3 25.4 23.2 17.0 11.6 3.1 14.2 

H27 2015 2.8 3.7 8.5 14.0 19.8 21.0 25.8 25.0 22.1 16.4 11.6 5.9 14.7 

H28 2016 1.3 3.0 8.2 13.1 20.1 20.3 23.7 27.8 23.0 16.6 8.5 5.5 14.3 

H29 2017 2.0 2.9 6.3 13.9 18.8 20.4 27.1 22.7 23.3 16.6 9.8 3.2 13.9 

H30 2018 2.1 0.8 8.3 13.3 17.9 21.5 25.1 24.8 23.1 18.7 12.2 4.2 14.3 

R1 2019 1.9 2.5 7.6 13.1 20.8 20.9 23.9 26.6 24.7 18.7 10.2 5.1 14.7 

R2 2020 3.3 3.2 9.2 11.4 18.2 22.4 23.0 27.6 23.4 17.5 11.6 3.3 14.5 

R3 2021 0.8 2.8 9.6 13.6 18.2 22.3 26.3 25.3 23.5 18.3 12.6 5.0 14.9 

R4 2022 1.6 1.9 7.0 15.3 19.8 21.1 25.2 26.2 24.6 18.1 12.8 4.3 14.8 

R5 2023 1.5 2.7 10.9 15.1 18.7 23.2 28.0 30.1 26.1 19.1 12.8 4.8 16.1 
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日最低気温の月平均 （℃） 

     月 

年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 -5.2 -5.5 -2.7 3.0 7.1 11.9 13.7 16.9 13.1 5.8 2.9 -0.3 5.1 

H16 2004 -4.5 -3.6 -2.1 2.7 8.8 13.2 17.3 17.4 13.9 7.2 4.5 -2.1 6.1 

H17 2005 -4.7 -6.1 -2.3 2.6 6.8 12.8 15.5 20.0 13.7 7.9 3.0 -4.4 5.4 

H18 2006 -6.1 -5.5 -1.8 2.1 7.3 11.5 15.9 19.5 13.2 7.4 2.9 -1.8 5.4 

H19 2007 -3.0 -3.3 -2.0 2.1 8.4 13.1 14.9 18.8 15.4 6.5 1.3 -2.5 5.8 

H20 2008 -5.8 -4.4 -0.4 3.2 7.1 11.6 16.9 16.4 13.5 8.2 1.5 -1.1 5.6 

H21 2009 -3.5 -4.0 -1.9 2.1 8.3 12.1 16.6 17.2 12.3 6.5 2.2 -2.8 5.4 

H22 2010 -4.0 -6.1 -2.7 2.0 7.3 12.8 19.2 16.9 14.9 8.5 2.6 -1.0 6.2 

H23 2011 -6.4 -4.6 -3.8 2.8 7.2 12.5 17.7 17.4 15.6 6.5 1.8 -4.1 6.2 

H24 2012 -7.3 -7.3 -3.1 1.8 8.4 11.7 16.9 20.0 17.9 7.5 2.9 -4.2 5.4 

H25 2013 -7.0 -6.6 -2.1 2.9 6.5 12.6 17.1 19.5 13.9 8.9 1.6 -1.0 5.4 

H26 2014 -6.4 -6.8 -3.1 1.7 8.7 12.9 17.6 18.8 12.5 4.8 2.4 -3.6 5.0 

H27 2015 -4.0 -2.3 0.1 4.1 8.7 12.0 17.5 19.1 13.5 5.5 4.1 -0.8 6.5 

H28 2016 -4.2 -4.6 -1.7 3.8 8.9 12.2 16.9 19.3 15.6 5.6 -0.1 -2.5 5.8 

H29 2017 -4.9 -4.7 -2.6 3.6 8.7 11.2 18.1 17.2 12.2 6.3 2.1 -3.2 5.3 

H30 2018 -4.1 -7.4 -0.7 4.3 8.0 12.5 17.9 17.7 14.0 8.3 2.8 -2.1 5.9 

R1 2019 -4.9 -5.1 -1.6 1.7 8.7 12.0 17.1 19.3 14.5 8.8 0.5 -2.5 5.7 

R2 2020 -2.9 -4.4 -0.2 2.6 8.4 13.9 16.4 19.9 16.5 7.4 2.5 -3.4 6.4 

R3 2021 -6.9 -5.3 0.6 2.8 9.1 13.5 19.2 19.1 13.0 7.2 3.9 -2.3 6.2 

R4 2022 -6.4 -5.6 -1.2 3.5 8.0 12.7 18.6 18.5 14.2 7.2 2.5 -2.3 5.8 

R5 2023 -5.4 -4.3 -0.4 4.8 8.3 14.3 19.8 22.7 17.2 8.1 3.7 -1.9 7.2 

 

平均気温は７月、８月に高く、１月、２月は氷点下となる。総体的に夏季が短く、冬季が長いこと がよく

わかる。 
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(2) 湿  度 

月別の平均相対湿度は、次のとおりである。 

 

月別平均相対湿度 （％） 

   月 

年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 73 75 69 73 76 83 88 88 83 75 75 74 78 

H16 2004 78 75 67 67 77 76 84 80 83 77 74 72 76 

H17 2005 78 76 71 69 76 85 86 86 80 77 75 76 78 

H18 2006 73 75 72 77 73 86 87 86 81 79 79 75 79 

H19 2007 75 70 75 74 79 83 86 82 83 75 74 79 78 

H20 2008 75 70 78 71 78 84 88 87 81 79 74 77 79 

H21 2009 77 72 73 69 77 86 88 86 83 77 80 79 79 

H22 2010 78 76 71 71 83 84 88 85 81 82 79 79 80 

H23 2011 77 75 75 74 81 81 85 83 84 77 76 73 79 

H24 2012 73 74 74 73 80 84 85 85 83 74 76 70 78 

H25 2013 72 69 69 69 79 84 88 83 79 80 73 73 77 

H26 2014 72 71 71 59 71 87 83 88 81 78 75 76 76 

H27 2015 74 71 75 71 71 82 83 86 84 71 78 75 77 

H28 2016 77 75 70 68 72 85 88 86 87 71 73 74 77 

H29 2017 73 75 75 70 76 84 85 88 80 79 75 79 78 

H30 2018 74 78 70 71 79 81 88 86 82 79 74 76 78 

R1 2019 73 72 71 68 70 83 89 85 77 81 71 76 76 

R2 2020 75 79 74 75 78 82 90 87 87 80 74 72 79 

R3 2021 80 74 75 68 78 84 88 88 83 81 80 79 80 

R4 2022 80 78 76 67 75 85 90 87 84 79 78 80 80 

R5 2023 78 79 74 63 74 80 81 84 84 77 75 75 77 

 

全年値の 21 年間平均は 77%で、年毎の大きな差はない。３月中旬から５月中旬が低く、６月の梅雨の頃か

ら夏場にかけて高い傾向にある。 

  



 

-16- 

(3) 風向・風速 

月別の平均風速を次のとおりである。 

 

月別平均風速 （m/s） 

     月 

年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 2.9 2.1 2.8 2.7 2.4 2.4 2.3 2.1 2.2 2.3 2.6 2.7 2.5 

H16 2004 2.8 3.1 3.3 3.1 2.7 2.5 2.2 2.4 2.4 2.2 3.0 3.0 2.7 

H17 2005 2.8 2.9 3.2 3.0 2.9 2.2 2.3 2.1 2.1 2.2 2.8 2.8 2.6 

H18 2006 2.5 2.8 3.4 2.8 2.8 2.4 2.2 2.0 2.1 2.5 2.4 2.2 2.5 

H19 2007 2.3 2.7 2.8 2.8 3.0 2.3 2.3 2.2 2.4 2.4 2.9 1.9 2.5 

H20 2008 2.1 3.0 2.4 2.7 3.0 2.3 1.9 2.2 2.0 2.3 2.7 2.9 2.5 

H21 2009 2.5 3.0 3.2 3.1 2.8 2.3 2.3 1.9 2.0 2.6 2.4 2.6 2.6 

H22 2010 2.9 2.4 3.2 3.3 2.5 2.2 2.3 2.1 2.2 2.1 2.7 3.4 2.6 

H23 2011 2.7 2.5 2.5 3.3 2.9 2.5 2.3 2.1 2.1 2.5 2.4 2.8 2.6 

H24 2012 2.4 2.8 2.8 2.6 2.6 2.3 2.2 2.0 2.1 2.7 2.9 3.2 2.6 

H25 2013 2.5 3.0 3.5 3.4 2.5 2.3 2.2 2.1 2.1 2.4 2.8 2.7 2.6 

H26 2014 2.9 2.8 3.0 3.1 2.9 2.4 2.5 2.4 2.1 2.3 2.8 3.0 2.7 

H27 2015 2.6 3.1 3.3 2.9 3.1 2.6 2.4 2.3 2.4 3.0 2.5 2.8 2.8 

H28 2016 2.7 2.8 2.7 3.4 2.8 2.6 2.2 2.4 2.2 2.7 2.5 2.8 2.7 

H29 2017 2.8 2.7 2.3 3.2 2.8 2.3 2.2 2.2 2.5 2.2 2.9 2.6 2.6 

H30 2018 3.0 2.8 3.2 2.9 2.7 2.7 2.1 2.3 2.2 2.5 2.4 2.7 2.6 

R1 2019 2.9 2.7 2.9 2.7 3.0 2.4 2.2 2.5 2.3 2.4 2.9 2.9 2.7 

R2 2020 2.3 2.5 2.9 3.0 2.8 2.4 1.9 2.4 2.4 2.3 2.5 2.6 2.5 

R3 2021 2.5 3.3 2.8 2.9 2.7 2.3 2.2 2.4 2.1 2.1 2.7 2.7 2.6 

R4 2022 2.5 2.8 2.7 2.8 2.7 2.7 2.2 2.2 2.1 2.3 2.2 2.6 2.5 

R5 2023 2.5 2.5 2.5 3.4 2.6 2.4 2.5 2.5 2.0 2.2 2.8 2.3 2.5 

 

全年平均値でみると、この21年間は大きい差がないことがわかる。３月から５月が一年を通じて強 く、梅雨

から夏場にかけて穏やかである。風向は、梅雨時期に偏東風（ヤマセ）が吹く以外は、西よりの風となるが、観

測地点の西から北西側に釜臥山がそびえ、南側が陸奥湾として開けているため、幾分南に傾く傾向がある。 
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(4) 降水量と積雪 

月別の降水量を示すと次のとおりである。 

 

月別降水量 （mm） 

    月 

年 
1 2 3 4 5 6 

H15 2003 95.0 54.0 81.5 100.5 41.0 130.0 

H16 2004 157.0 136.5 72.0 90.5 107.0 70.5 

H17 2005 148.0 126.0 123.0 72.5 85.0 42.0 

H18 2006 41.5 59.5 114.0 108.5 102.0 77.5 

H19 2007 133.0 76.0 72.5 74.0 122.5 64.0 

H20 2008 46.0 29.0 37.5 43.5 40.5 101.5 

H21 2009 114.5 118.0 93.5 183.5 68.0 87.5 

H22 2010 189.0 76.0 110.0 57.0 160.0 93.5 

H23 2011 99.5 35.5 74.5 107.0 136.0 27.0 

H24 2012 77.0 137.5 115.5 63.0 92.0 67.5 

H25 2013 63.5 98.5 73.0 94.0 70.5 17.5 

H26 2014 128.0 76.5 132.5 16.5 66.0 146.0 

H27 2015 42.0 37.5 100.0 104.5 56.5 102.0 

H28 2016 127.0 91.0 38.5 103.0 87.5 79.0 

H29 2017 81.0 88.5 63.5 99.0 61.5 101.5 

H30 2018 94.5 116.5 143.0 107.0 178.0 116.5 

R1 2019 75.5 63.0 74.5 52.0 41.5 122.5 

R2 2020 135.5 100.0 110.5 109.0 80.5 113.5 

R3 2021 158.5 85.0 140.5 127.0 115.0 77.5 

R4 2022 125.5 66.5 94.0 33.5 63.5 111.5 

R5 2023 93.5 58.0 66.5 104.5 84.5 88.0 
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   月 

年 
7 8 9 10 11 12 全年 

H15 2003 104.0 203.5 168.0 64.0 112.0 120.5 1,274.0 

H16 2004 133.0 159.5 261.5 79.5 119.0 159.0 1,545.0 

H17 2005 185.5 50.5 189.0 114.0 118.0 123.5 1,377.0 

H18 2006 123.0 93.0 114.0 193.5 202.5 137.0 1,366.0 

H19 2007 81.5 140.0 263.0 55.5 237.0 130.0 1,449.0 

H20 2008 182.0 147.5 35.0 67.0 114.5 135.0 979.0 

H21 2009 375.5 97.5 97.0 112.0 134.0 148.5 1,629.5 

H22 2010 208.5 141.5 213.0 138.0 111.0 198.0 1,695.5 

H23 2011 56.5 149.0 257.0 71.5 99.5 137.5 1,250.5 

H24 2012 82.5 70.0 67.5 91.5 205.0 65.0 1,134.0 

H25 2013 66.5 270.0 179.0 240.0 102.0 76.5 1,351.0 

H26 2014 31.5 305.5 50.5 132.0 67.5 157.5 1,310.0 

H27 2015 107.0 157.0 193.5 74.0 231.0 89.5 1,294.5 

H28 2016 89.0 421.0 119.0 93.0 63.0 174.5 1,485.5 

H29 2017 105.5 224.0 150.0 181.0 149.5 151.5 1,456.5 

H30 2018 125.0 315.0 131.5 150.5 60.0 130.0 1,667.5 

R1 2019 32.0 142.0 105.0 195.5 62.5 107.0 1,073.0 

R2 2020 138.5 178.0 207.0 86.5 66.0 60.0 1,385.0 

R3 2021 50.0 351.0 26.5 127.0 254.5 110.5 1,623.0 

R4 2022 134.0 565.0 74.5 115.5 80.0 159.0 1,622.5 

R5 2023 86.5 70.5 252.0 107.5 127.0 78.0 1,216.5 

 

この21年間の年間降水量をみると、平成21、22年、30年、令和3、4年が特に多く、平成20年、令和元年が少

ない以外は、ほぼ一定している。 

平成22年は、台風発生数、上陸数ともに少ない年であったが、年間を通して降水量が多かったことによる。 
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次に、積雪の深さの月最大値を示すと次のとおりである。積雪期間が11月から４月のため、当年の11月､12月及

び翌年の１月から４月の値で示した。 

 

月別最深積雪深  （cm） 

                 月 

年 
11 12 1 2 3 4 

H15～H16 2003 ～ 2004 7 25 65 79 48 24 

H16～H17 2004 ～ 2005 － 29 41 71 70 4 

H17～H18 2005 ～ 2006 4 49 52 73 40 3 

H18～H19 2006 ～ 2007 － 7 19 16 53 － 

H19～H20 2007 ～ 2008 4 8 21 20 20 － 

H20～H21 2008 ～ 2009 10 19 30 19 10 － 

H21～H22 2009 ～ 2010 1 49 74 68 54 － 

H22～H23 2010 ～ 2011 8 8 64 70 23 2 

H23～H24 2011 ～ 2012 8 66 71 108 98 50 

H24～H25 2012 ～ 2013 － 11 41 77 60 － 

H25～H26 2013 ～ 2014 3 15 57 76 64 － 

H26～H27 2014 ～ 2015 － － 41 34 10 － 

H27～H28 2015 ～ 2016 － 18 70 61 25 － 

H28～H29 2016 ～ 2017 5 13 37 40 53 － 

H29～H30 2017 ～ 2018 20 37 52 73 63 1 

H30～R1 2018 ～ 2019 2 19 35 46 10 7 

R1～R2 2019 ～ 2020 6 14 17 28 6 1 

R2～R3 2020 ～ 2021 - 18 76 52 29 - 

R3～R4 2021 ～ 2022 - 30 33 81 42 2 

R4～R5 2022 ～ 2023 1 30 27 32 4 - 

  

最深積雪深は、年により変動が大きいが、ここ 21 年間は１ｍを超える積雪は、豪雪災害に見舞われた平成

24 年に１度記録されている。厳冬期の積雪は少なくなったが、春先に重い雪がまとまって降ることが多くな

った。 

参考のため、過去の１ｍを超える積雪を記録した年を示すと、昭和 11 年 (148cm)、22 年 (113cm)、 32 年 

(108cm)、43 年 (145cm)、50 年 (110cm)、52 年 (170cm)、59 年 (122cm)、60 年 (113cm)及び 平成 24 年

（108cm）である。昭和 52 年の積雪が突出しているが、これは同年２月 14 日の 50cm、翌 15 日の 93cm の降

雪によるものである。 
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資料６ むつ市の災害 
 

むつ市で起きた気象災害、地震津波等の災害について、明治以来のものについてまとめた。 

市制施行以前の記述は、むつ測候所が昭和 61 年８月に発行した「下北の気象 50 年」の中の「Ⅲ下北の災害史年

表」より、当市に関係した部分を抜き出したものである。市制施行以後については、前述の「下北の気象 50 年」

の他、市の災害調査記録、青森県あるいは青森地方気象台の報告書を参考にまとめた。 

なお、むつ測候所が「災害史年表」をまとめるにあたり利用した文献を市も間接的に活用させていただいたこと

になる。これらの文献名を記載し、紙面を借りてお礼申し上げたい。 

 

（文 献） 

「青森県 60 年間の異常気象」                        気  象  庁 

「異常気象報告」                                               仙台管区気象台 

「青森県災害史」                                               青森地方気象台 

「青森県気象月報」                            同     上 

「青森県気候誌」                                                同      上 

「災害記録」                                                   青  森  県 

「下北現代史略年表」（明治、大正編）（昭和編）                 鳴 海 健太郎 

「下北半島史」「宇曾利百話」「田名部町史」「東通村史」「大畑町史」   笹 沢  魯  羊 

「東奥日報年鑑」「新聞記事に見る青森県日記百年史」            東 奥 日 報 社 

「下北の気象 50 年」                                                  む つ 測 候 所 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1868 

(明１) 

 

 

５月～６月 

 

 

 

洪   水 

 

 

 

５月 17 日からの連日の降雨が、27、28 日大雨となり、６月１日

まで続き、諸川出水。６月 20 日から降雨があり、22 日大雨とな

った。23 日夜半から田名部川氾濫、柳町を除く町々に河川水漲

り溢れ、船に棹さして往来したという。 

1870 

(明３) 

 

９月 18 日 

～19 日 

強   風 

 

 

18 日夜から 19 日昼頃まで、アイの下も風(北北東風)に雨も加わ

り大風雨となった。塀は倒され、屋根は剥がれ、妙見平(斗南ヶ

丘)に建築中の斗南藩屋敷の 80 棟全部の屋根が吹き飛ばされた。 

1886 

(明 19) 

４月６日 

 

火   災 

 

城ヶ沢村角違の原野から出火し、角違部落に延焼し、民家 22 戸

を焼失した他、小回船１隻、漁船４隻を焼失した。 

1890 

(明 23) 

 

10 月 14 日 

 

 

火   災 

 

 

田名部本町で出火、196 戸の他警察署、小林区署、郵便局公立病

院、郷社等を焼失した。（1893 年 10 月 14 日とする資料もあ

る。） 

1894 

(明 27) 

 

４月 24 日 

 

 

火 山 鳴 動 

 

 

６時 30 分頃、恐山が鳴動し、一時人心恟々としたが、この日は

この１回、翌朝また１回あっただけで、その後異常は起きなかっ

た。 

1896 

(明 29) 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 28 日 

 

 

 

 

 

６月 15 日 

 

 

 

火   災 

 

 

 

 

 

津   波 

 

 

 

０時 40 分頃、田名部新町で出火、火は大川を越して本町、小川

町に延び 249 戸を焼失した。外に小学校、村役場、収税署、登記

署、病院、郵便局等を焼払い、田名部は一面の焼け野原となっ

た。 

この日青森市での最大風速は西南西 13.8m/s、平均湿度は 43％で

あった。 

19 時 33 分、三陸沖でマグニチュード 8.2 の地震が起き宮城県か

ら青森県尻屋さらに下北北部沿岸まで津波が襲来した。このため

全域で死亡 27,122 人、負傷 5,451 人に到り、そのうち青森関係

では死亡 345 人、負傷 211 人を数えた。 

1897 

(明 30) 

10 月８日 

 

大雨・洪水 

 

下北に豪雨あり、死者 9 名、行方不明 11 名、家屋の浸水 2,000

戸余に達した。 

1898 

(明 31) 

４月 20 日 

 

火   災 

 

田名部本町から出火し、同町内 52 戸と郵便局を焼失した。 

1904 

(明 37) 

 

９月 17 日 

 

 

大雨・洪水 

 

 

下北一円に大雨があり、大湊地区では終日豪雨となり、大平の大

荒川、大湊の大沢川と川守の河川などが氾濫し、十数年来の大洪

水となった。 

1907 

(明 40) 

４月 19 日 

 

火   災 

 

移動性高気圧の中心が東北地方中部を通過した。田名部横迎町で

出火し、45 戸を焼失した。 

1916 

(大５) 

９月 17 日 

 

洪   水 

 

低気圧が能登半島の沖にあり、下北では南風の場で雨が降ってい

た。大湊の上町、下町が洪水に見舞われた。 

1922 

(大 11) 

 

２月 16 日 

～17 日 

 

８月 24 日 

 

大雪・強風 

 

 

大雨・洪水 

 

低気圧が房総沖から太平洋沿岸に北上し雪と風によって各地に被

害をもたらした。大湊線の電柱の大部分が倒れ、電信等が不通と

なり、陸奥湾内の船舶も多数の被害があった。 

太平洋から張り出した高気圧の縁辺にあたり、北陸から北海道に

かけての日本海側で雨が降っており、田名部でも大雨となり田名

部川が氾濫し、200 戸が浸水した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1924 

(大 13) 

 

 

12 月 22 日 

～23 日 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

日本海沿岸を北上してきた低気圧が津軽海峡から北海道東方海上

に抜けた。田名部で 70mm の雨に加え融雪による増水もあり、田

名部川が氾濫し、約 300 戸が床下浸水の被害を受けた。 

（昭和 14 年 12 月 21 日にも同様の災害記事がある。） 

1929 

(昭４) 

６月 11 日 

 

火   災 

 

オホーツク海に高気圧があり、弱い南東風で北海道では雨が降っ

ていた。大湊町城ヶ沢で出火し、31 戸が全焼した。 

1931 

(昭６) 

 

 

 

３月９日 

 

 

４月 27 日 

 

地   震 

 

 

火   災 

 

12 時 29 分頃、強い地震を感じ、下北地方にも被害があった模

様。震源地は青森県東方沖でマグニチュードは 7.6 であり青森

と盛岡で震度４を観測した。 

低気圧が北海道東岸にあり、北西の風がやや強い場であった。 

２時 40 分、田名部本町から出火し、46 戸を焼失した。 

1935 

(昭 10) 

 

８月 21 日 

～24 日 

 

大雨・洪水 

 

 

梅雨前線の活動で県南主体に雷雨性豪雨があった。田名部、大湊

ともに洪水が起き農作物をはじめ各方面に被害があった。 

３日間の総降水量は田名部で 160mm であった。 

1936 

(昭 11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 28 日 

 

 

 

 

 

 

10 月３日 

～４日 

 

 

強風・大雨 

洪   水 

沿 岸 波 浪 

 

 

 

 

大雨・洪水 

沿 岸 波 浪 

 

 

低気圧が日本海を北上し、風雨が強まった。田名部川支流は 28

日２時の満潮時に、本流は 10 時頃氾濫し、路上１ｍ～２ｍ近く

の水位となり、行方不明４名、床上浸水 185 戸、田畑冠水 835 町

歩、橋流失４箇所、船舶流失１隻などの被害があった。 

下北郡北通りでは波浪がうち寄せ、人家の倒・決壊があった。 

大湊線の近川－横浜間で鉄道が幅 50ｍ、高さ 15ｍにわたって決

壊した。田名部の最大風速東北東 17.8m/s、日降水量 121.9mm。 

３日夜半、中心気圧 933mb の台風が三陸沖を北上した。 

城ヶ沢では海岸が決壊し、大湊では小松野川の氾濫により町道が

決壊した。田名部の最大風速は、４時５分西風 19.3m/s､降水量

は 68.2mm であった。 

1940 

(昭 15) 

 

 

７月 15 日 

 

 

 

強   風 

 

 

 

台風が 13 日、日本海に入り、15 日朝 973mb で青森県西方沖を通

過した。15 日朝から風が強まり夜半まで続いた。このため水

田、畑に被害があった。田名部の最大風速は 18 時 20 分に西の風

23.3m/s､降水量は 14.3mm であった。 

1942 

(昭 17) 

 

11 月 19 日 

 

 

大雨・洪水 

 

 

低気圧が 18 日朝津軽海峡の西にあり、北海道東岸に移動した

が、津軽海峡には低圧部が残った。田名部では 17 日午後から雨

となり、19 日までの総雨量は 103.5mm となった。このため、田

名部川が氾濫、洪水となった。 

1946 

(昭 21) 

 

３月 30 日 

 

 

融雪・洪水 

 

 

29 日、津軽海峡を低気圧が通り南西の風が強く気温も上がった。 

30 日は西風に変わったが気温は下がらず融雪が進んだ。 

このため、各地で出水し、大湊線の近川－田名部間が不通となっ

た。 

1953 

(昭 28) 

 

 

 

３月３日 

 

 

 

 

着   雪 

 

 

 

 

日本海にあった低気圧が３日東北地方中部を通って太平洋に抜け

た。 

このため東よりの風で湿り雪が降り、着雪のため田名部－近川間

で 400 本の電柱が倒壊した。田名部の降雪量は 19cm、最大風速

は北西 7.8m/s､日平均気温－0.7℃、平均湿度 96％であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1955 

(昭 30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 20 日 

 

 

 

 

 

 

10 月７日 

～８日 

 

 

 

大雨・洪水 

強   風 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

強   風 

 

 

 

秋田沖と関東中部に低気圧があり、前者は青森県を通って室蘭沖

で後者とまとまり発達しながら、津軽西方に副低を発生させ、各

地に強風をもたらした。 

田名部では 20 日日中、雨まじりの雪となり田名部川の堤防が決

壊し、120 戸が浸水した。 

田名部の最大風速は、21 時 30 分西の風 24.1m/s､降水量は 38mm

であった。 

低気圧が発達しながら北東に進み、7日夜深浦沖に達し、これに

伴い、温暖前線が北上し、青森県北部に停滞し７日夜から８日朝

にかけて大雨をもたらした。 

下北各所に多大な被害をもたらし、田名部川も氾濫し、大きい被

害が発生した。田名部の最大風速は、8日 16 時 20 分西南西

23.2m/s で、総降水量は 114.1mm であった。 

1956 

(昭 31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月６日 

 

 

 

 

 

10 月 31 日 

 

 

 

 

強   風 

 

 

 

 

 

高   潮 

 

 

 

 

黄海から日本海西部に入った低気圧が 6日 9 時には北海道西方沖

にあり、これから南に伸びる寒冷前線の前面で南よりの強風が吹

いた。 

下北地方各地で家屋や建造物の損壊が続出し、近川にあった田名

部第三中学校（現近川中）の建築中の体操場が倒壊した。 

田名部の最大風速は、17 時 40 分西南西 23.5m/s であった。 

31 日朝低気圧が秋田沖にあり、日本海を北上して、間宮海峡に

向かった。その間、寒冷前線が通過し、南東後北西の風が特に強

く、陸奥湾沿岸に高潮をもたらした。 

大湊では石垣決壊、桟橋流失等の被害があり、その他、漁具が多

数流失した。 

田名部の最大風速は、10 時 20 分南東 19.6m/s であった。 

1957 

(昭 32) 

 

 

２月 11 日 

 

 

 

強   風 

船 舶 遭 難 

 

 

低気圧が樺太南部にあって、寒冷前線が太平洋に伸び、冬型の気

圧配置で季節風が強まった。 

陸奥湾の田名部町奥内沖合で磯舟が強風のため転覆し、3名が死

亡した。また、吹雪のため大湊線が運休した。 

田名部の最大風速は、17 時 40 分西南西 23.5m/s であった。 

1958 

(昭 33) 

２月２日 

～３日 

 

 

 

 

 

 

 

３月 18 日 

着   雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

着   雪 

台湾付近に発達した低気圧が本州を縦断して八戸付近を通過し

た。 

２日夕刻から東よりの風が強まり、雨混じりの湿雪を伴い下北地

方では電線に着雪し、通信施設の電柱折損 98 本、傾斜 350 本、

その他の被害があり、国鉄大湊線は一時不通となった。田名部で

は午後から雪が降り出し、夕刻にかけて強まり 22 時頃から霙と

なり、夜半過ぎ雪、朝になって雨となった。２日から３日にかけ

ての降雪量 10cm、最大風速は、３日４時 20 分北西 12.9m/s であ

った。低気圧が南岸沿いに北上し、千島に向かった。 

17 日夜から湿り雪が降り、18 日朝には東よりの風も強まり電線

等に着雪の被害を受けた。田名部での積雪量は 20cm、最大風速

は、18 日 8 時 30 分西北西 10.5m/s であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1958 

(昭 33) 

８月 18 日 

～19 日 

 

 

 

９月 17 日 

～18 日 

 

 

 

９月 26 日 

～27 日 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日 

大雨・洪水 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

大雨・洪水 

強   風 

 

 

 

 

 

 

強風・波浪 

17 日高気圧が北日本を通過し、後面の谷の接近で前線活動が活

発となり、18 日前線上の低気圧が日本海に入り、夜になって雨

が強まり、次の低気圧で 10 日午後再び強い雨となった。 

大湊で床下浸水５戸の被害があった。 

２日間の降水量は、田名部で 85mm に達した。 

台風 21 号が 18 日早朝神奈川県に上陸し、関東地方を縦断して三

陸沖に抜け、夜半にはオホーツク海に去った。 

田名部川が氾濫し、床下浸水 350 戸となった他、水田の冠水、

浸水が田名部 600 町歩の被害となった。 

２日間の降水量は、田名部川上流の砂子又で 123mm であった。 

台風 22 号(狩野川台風)は陸上から仙台湾に抜けて沿岸を北上

し、八戸沖から北西に進路を変え、27 日夜津軽海峡から千島南

東沖に去った。下北半島は 27 日夕刻まで暴風雨となった。 

田名部川が氾濫し、床上浸水 207 戸、床下浸水 636 戸、住家全壊

１戸、半壊３戸、冠水田畑 600 町歩があった。 

降水量は大間 220mm、佐井 176mm と半島北部から恐山山地を含め

田名部まで 150mm 以上あり、その他の所でもほとんど 100mm を超

え、少ない所でも 90mm 近いという大雨であった。 

日本海西部から東進してきた低気圧が発達しながら、10 日朝に

は北海道中部に達し千島南東沖へ向かった。 

10 日朝から暴風雨となり、陸奥湾沿岸の一部に強風と高波によ

って、護岸、堤防の破損、家屋の倒壊などの被害を出した。 

田名部の最大風速は、16 時 50 分西北西 24.1m/s で、11 日朝まで

10m/s 以上の強風が続いた。 

1960 

(昭 35) 

 

 

５月 24 日 

 

 

 

津   波 

 

 

 

前日(５月 23 日)、南米チリ沖で発生したＭ8.5 の巨大地震に伴

い発生した津波が、太平洋を渡って押し寄せ八戸で 4.7ｍの潮位

を記録した。 

この津波は陸奥湾内にも押し寄せ、当市では 1.8ｍほどの海面上

昇をもたらした。大湊地区の海岸沿いの低地と田名部川河口付近

一帯で住家 95 戸が浸水被害に見舞われた。 

1961 

(昭 36) 

 

 

５月 29 日 

 

 

 

 

９月 16 日 

～17 日 

 

強     風 

 

 

 

 

沿岸波浪 

中国大陸に上陸後一旦衰えて温低となった台風４号は、日本海に

出て再び発達し北東に進んで北海道を通過した。 

青森県では記録的な暴風となり、田名部高校、大平小学校の屋根

が飛び、住宅の一部破損等が発生した。 

田名部の最大風速は、19 時 40 分西南西 28.7m/s であった。 

台風 18 号（第 2 室戸台風）が日本海を北上して青森県西方約

80km 沖を通過し、県下各地に被害があった。大湊浜町に波浪が押

し寄せ、また河川が氾濫して浸水被害が発生した。 

住家全壊３戸、半壊 30 戸、床上床下浸水 60 戸、耕地冠水等

200ha、河川護岸決壊５箇所等の被害があった。 

田名部の最大風速は 17 日１時 50 分西の風 17.0m/s であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1961 

(昭 36) 

10 月５日 

～６日 

大雨・洪水 日本海の停滞前線上の低気圧が青森県西海岸を北上し、大雨をも

たらしたが、特に上北、下北地方に多かった。 

床下浸水 72 戸の被害が発生した。 

1963 

(昭 38) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月６日 

～８日 

 

 

４月８日 

～９日 

 

 

 

 

 

 

６月 14 日 

 

沿 岸 波 浪 

 

 

 

着   雪 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

日本海西部と四国沖に低気圧があり、四国沖のものが発達しなが

ら三陸沖を通り 962mb までになった。 

烏沢海岸で被害が発生した。 

田名部の最大風速は、８日３時 50 分北の風 13.3m/s であった。 

８日朝低気圧が四国沖と若狭湾にあって北東へ進んでいた。 

全般に南東風となり、湿り雪が昼頃から降りだし９日朝まで続き

電線着雪の被害があった。 

通信関係では、裸線切断が大湊で 10km、田名部で 30km にわた

り、大湊－川内９回線、市内 18 回線など下北一円が不通となっ

た。電力関係でも、電柱倒壊、傾斜及び断線等の被害が多数発生

した。田名部の降雪量は 13cm、降水量は 43mm、最大風速は９時

40 分東北東 8.3m/s であった。 

台風 3 号は四国、中国地方を横断後、日本海に入り北東へ進んだ

が、佐渡沖で分裂して温帯性低気圧となった。一つは青森県南部

を 16 時過ぎに八戸沖に抜けた。雨は 14 日早朝から降り始め、13

時から 14 時にかけて最も強く夕方には収まった。 

住家床下浸水 10 戸、非住家浸水 6 棟、道路決壊 1箇所、耕地冠

水 20ha 等の被害が発生した。むつの降水量は 75mm であった。 

1964 

(昭 39) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 31 日 

～２月２日 

 

 

 

 

２月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着   雪 

 

 

 

 

 

大雪・強風 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 31 日から２月２日にかけて低気圧が日本海から東北中部を

通り太平洋に抜けた。31 日午後から東よりの風雪が強まった。

東北電力むつ営業所管内では、着雪のため、電線の切断が 1,240

箇所に上った。 

降雪量の合計は、田名部で 40cm であった。田名部の最大風速は

１日９時 40 分Ｅ 15.8m/s であった。 

大陸の高気圧が北日本に張り出し、一方低気圧が東シナ海から、

10 日には関東沖に進んだ。９日午後から雪が降り出し 10 日夜日

本海にも低気圧が発生し、東に伸びる前線が東北北部に停滞し、

北東気流による降雪が 12 日まで続いた。 

11 日、国鉄大湊線で吹き溜まりのため列車が立ち往生し、大湊

線、大畑線とも全面運休となった。道路も交通不能となり下北バ

スの各路線も運休となった。小中学校のすべてが休校となり、各

地で停電があった。 

田名部での最大風速は、20 時 40 分南の風 20.0m/s であった。 

10 日から 11 日にかけての降雪量は 47cm であった。 

1965 

(昭 40) 

 

 

７月 10 日 

～11 日 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

10 日夜から 11 日にかけて梅雨前線上を低気圧が北東に進み青森

県では大雨となった。住家床上浸水１戸等の被害が発生した。

又、国鉄大湊線の路盤が欠損し、列車２本が運休した。 

降水量は恐山山地の南側で多く、田名部では 77mm であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1965 

(昭 40) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 10 日 

～11 日 

 

 

 

 

 

９月 18 日 

～19 日 

 

竜   巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

沿 岸 波 浪

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

上空に寒気が入り、大気の状態が不安定となっており、４日か

ら各地で発雷した。むつ市大平地区で竜巻が発生した。11 時 25

分頃、山田開拓部落に発生、南下して一本松、松ケ丘の住宅地

域をへて荒川沿いに蛇行しながら、同 35 分荒川河口に達した。  

被災範囲は幅 20ｍ、距離 1.5km、面積は 3 万㎡に及んだ。負傷

者 11 名、住家全壊 31 戸、半壊 17 戸、一部破損 26 戸、非住家

全壊８棟、半壊６棟、電柱傾斜 26 本、電線切断 236 ヶ所、農作

物２ha 等の被害が発生、また 11 時 40 分から 17 時 20 分まで停

電となった。 

田名部測候所では 11 時 39 分から 11 時 40 分にかけて釜臥山の

中腹の積乱雲から地上付近に垂れ下がる漏斗雲を観測した。こ

の漏斗雲は山の北側から南側に移動して消滅した。 

日本海沿岸近くを北上した台風 23 号は、10 日夜津軽半島をかす

めて北海道へ向かった。下北半島では、10 日朝から夜まで雨が

強く、東よりの風が夕方から強い南よりの風に変わった。 

大湊では、波浪のために住家床上浸水 40 戸、床下浸水 14 戸住

家破損 26 戸、海岸線損壊 50～60ｍ、桟橋、非住家等の土台等の

破損や船等物資の流失する被害があった。 

田名部の最大風速は、11 日１時南西 19.0m/s であった。 

台風 24 号は 18 日 3 時頃、東北南部に達しさらに日本海沿岸に

沿って北上し、５時頃秋田付近から再上陸し、７時頃津軽海峡

の東方海上に抜けた。降水量は 16 日と 18 日に多かったが被害

は 18 日夜になって起きた。18 日、田名部川の水位が上がり、20

時頃の満潮と重なり、支流の小河川が各所で溢れ、田名部川も

氾濫した。住家床上浸水 135 戸、床下浸水 575 戸、非住家浸水

115 棟、 被災者数は 2,920 名に上った。降水量は、田名部で

85mm、田名部川上流の砂子又で 121mm であった。 

1966 

(昭 41) 

 

 

 

 

 

 

１月４日 

～５日 

 

 

 

１月 18 日 

～19 日 

 

大雨・強風 

 

 

 

 

強風・低温 

 

四国沖と日本海中部にあった低気圧が宮古付近で一つにまとま

り、青森県沿岸を通過する時には 978mb と台風並に発達し県下

全域で暴風雨となった。床上浸水３戸、床下浸水２戸、非住家

破損 2 棟、港湾施設損壊、電柱の折損１本及び傾斜 20 本の被害

があった。田名部の最大風速は、東北東 19.0m/s であった。 

17 日から冬型の気圧配置が続き、連日強い季節風が吹き、低温

や風雪による被害が出た。18 日、国鉄大湊線は野辺地－横浜間

の吹き溜まりのため、８時から夜まで運休となった。19 日、水

道管の破裂が 40 件に達した。また市内の変電所で碍子が塩害を

受け、下北の全域と上北の一部 25,000 戸で停電となった。 

田名部の 18 日の平均風速は 8.9m/s､最大風速は 13.3m/s で 19 日

の平均気温は－10.5℃、最高気温は －8.9℃、最低気温は 

－13.3℃で、2 日間の降雪量の合計は 20cm であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1966 

(昭 41) 

 

３月 29 日 

～30 日 

 

 

 

 

 

 

 

６月 29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 18 日 

～20 日 

 

 

 

 

 

 

11 月 21 日 

 

 

強風・着雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

雷   雨 

 

 

 

 

 

 

強風・波浪 

船 舶 遭 難 

 

本州南岸沿いに北上した低気圧は 29 日発達しながら三陸を北東

に進み、30 日朝は根室の南でさらに発達した。 

29 日昼頃まで雨で、その後雪に変わったが、気温は０℃以上で

一時雨を混じえて、30 日過ぎまで続いた。 

通信施設で、電柱の倒壊、傾斜等 334 本、支線 232 条、裸線

1,152km に被害があった。また、電力関係で電柱倒壊 22 本、 

折損３本、傾斜 297 本、支線 125 条、その他の被害があった。 

田名部の最大風速は、29 日 11 時 50 分北北西 12.3m/s であっ

た。 

台風４号が 28 日夜関東沖にあり、29 日早朝三陸沖、30 日には

千島に達した。雨は 27 日夜半から降りはじめ、29 日朝まで続

いた。 

29 日 11 時頃から田名部川上流の蛇行部分が各所で氾濫し、13

時頃には満潮時と重なり、田名部川の水はさらに増水し田名部

の市街地が濁流に浸った。 

住家床上浸水 810 戸、床下浸水 583 戸、道路損壊 11 箇所、河川

護岸等決壊 10 箇所、耕地冠水等 985ha、その他公共施設、農業

施設、水道施設、農作物に甚大な被害を受けた。 

また、国鉄大湊線は 29 日 13 時から 30 日１時まで不通となっ

た。 

田名部での 27 日からの総降水量は 148.8mm で、最大風速は 29

日０時 30 分の北西 13.5m/s であった。 

田名部川上流の砂子又では、130mm を記録したあと雨量計故障

のため測定不能となったが、小田野沢 181mm、泊 177mm 及び六

ヶ所 177mm の雨量より、160～170mm 程度は降ったものと推定さ

れた。 

15 日から 20 日にかけて、東西に伸びる前線上を低気圧が次々

に通り、連日強い雷雨をもたらした。  

20 日１時 15 分、市内の送電線に落雷し、下北地方の 27,000 戸

が停電した他、市内では 10 箇所でトランスが焼失した。田名部

での観測では、１時から３時 20 分まで雷が続いた。 

各地の降水量は１日で 50mm 前後であったが、この期間中２～３

日は 40～50mm の降水があり、16 日から 20 日までの総降水量

は、恐山山地及びその周辺で 150mm 前後となった。 

急激に発達した低気圧が日本海から青森県東方沖に進み、冬型

の気圧配置となり季節風が強まった。 

16 時過ぎ、芦崎湾で磯舟とともに１名が行方不明となった。 

田名部の最大風速は、15 時 40 分南西 20.3m/s であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1968 

(昭 43) 

５月 16 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 20 日 

～21 日 

 

地震・津波 

（1968 年十勝

沖地震） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

９時 49 分、強い地震があり、大きい被害となった。 

当市は震度５で、地震の規模はマグニチュード 7.9 であった。

震源地が北海道十勝沖のため「十勝沖地震」と命名された。 

災害発生と同時に、電話不通、停電となり、また、国鉄大湊

線、大畑線の軌道に路盤陥没、決壊等が発生し、長期間不通と

なった。 

電気、電話が使用不能となったほか、国鉄大湊線、大畑線が不

通、さらに国道 279 号と 338 号が通行不能となり、むつ下北地

方は陸の孤島と化した。 

死者１、負傷 16、住家全壊 185 戸、同半壊 285 戸、同一部損壊

409 戸、非住家被害 342 棟その他に市役所、学校、病院等公共

建物、土木施設港湾施設、農業施設、水産業施設、上水道施

設、農作物、商工業品に甚大な被害を受けた。 

また、早掛沼、一里小屋及びカッタイ沢の溜池の堤防決壊によ

り、大湊線土砂堆積、大畑線路盤流失、耕地冠水した。 

低気圧が日本海から青森県東方海上に抜け、東北地方北部では

大雨となった。田名部では、20 日朝から弱い雨が降り、夜に入

って強まり、22 日午前中まで降り続いた。 

住家全壊４戸、半壊８戸、床上浸水 504 戸、床下浸水 968 戸、

避難世帯 32、耕地冠水 431ha、農業施設 20 箇所、水道施設４箇

所、道路損壊 11 箇所、橋流失５箇所、河川堤防等決壊 23 箇所

の被害の他に農作物や商工業関係に多大な被害を受けた。 

総降水量は、むつで 121mm、恐山で 204mm、田名部川上流の砂子

又で 301mm を記録した。 

1969 

(昭 44) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 23 日 

～24 日 

 

火   災 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

25 日、本州を東西に延びる前線が徐々に南に下り、北日本を移

動性高気圧が通過した。このため 26 日から晴天が続き、空気が

非常に乾燥し、東北各地で火災が頻発していた。 

29 日 10 時 20 分頃、金谷沢海岸の松林付近から出火し、国鉄の

防風林 18ha を焼き 13 時に鎮火した。松林の中を通る鉄道の枕

木も燃え、国鉄大湊線と国道が２時間半にわたって不通となっ

た。 

田名部の最大風速は、11 時西南西 18.3m/s､平均湿度 51％、最

小湿度 29％であった。 

台風９号は、福島県、宮城県、岩手県を縦断し 23 日夜半青森県

東方海上に抜け北海道に向かった。雨は 23 日夜になって強まり

24 日未明に止んだ。 

住家床上浸水 73 戸、床下浸水 291 戸、河川堤防等決壊 14 箇

所、上水道施設２箇所、その他農地農業用施設、商工業関係林

業関係、農作物等に被害を受けた。 

総降水量は田名部 127mm、恐山 180mm、田名部川上流の砂子又 

113mm を記録した。また、田名部で 24 日１時から２時までの１

時間雨量は 37mm に及んだ。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1970 

(昭 45) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 31 日 

～２月２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

融雪・洪水 

強   風 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 日夜、発達した低気圧が紀伊半島に上陸し、二つに分かれて

東北地方を縦断し、31 日午後に青森・岩手両県から海上に抜け

更に発達しながら北東に進んだ。 

30 日夜から雨となり 31 日いっぱい降り続き、夜半過ぎには雪

となった。田名部の降水量は、30 日 36mm、31 日 40mm であった

が、山岳地帯の融雪も加わり、更に満潮時が重なって田名部川

が氾濫した。 

住家床上浸水５戸、床下浸水 110 戸、非住家の浸水３棟、海岸

護岸決壊１箇所の他に国鉄大湊・大畑線は 31 日から１日にかけ

運休となり電力、通信施設にも被害を受けた。 

田名部で最低気圧 962.4mb を記録したが、これはそれまでの記

録の極値となった。最大風速は南の風 18.2 m/s に達した。 

1973 

(昭 48) 

 

９月 22 日 

～25 日 

 

大雨・洪水 

 

22 日、四国沖と能登半島に低気圧がありゆっくり北東に進んで

いた。一方、北海道東北海上に高気圧が停滞していたため、こ

の間で気圧傾度が大きくなり、東よりの風が卓越した。 

22 日から東北地方の太平洋側で降りはじめ、24、25 日に下北・

上北地方で雷雨性の豪雨となり、田名部川の堤防決壊をはじめ

各地で河川が氾濫した。 

住家の床上浸水 1,981 戸、床下浸水 1,146 戸の他に土木、農

業、畜産、上水道、電力、通信等の施設の損壊及び農作物や森

林等に多大な被害を受けた。同様の状況は下北・上北の他の町

村でも発生したため、下北半島は孤立状態となった。 

23、24 日の総降水量は、田名部川上流の砂子又で 461mm であっ

た。また、むつでは 24 日に１時間降水量 51.5mm を観測した。 

1974 

(昭 49) 

 

 

 

５月 11 日 

 

 

 

 

ボート遭難 

 

 

 

 

移動性高気圧の中心が佐渡付近にあり、やや強い西よりの風が

続いた。 

10 時 20 分頃、下北埠頭突堤から 150ｍ西の大湊湾内で田名部高

校ボート部のナックルフォア艇２隻が転覆沈没し、11 名のうち

３名が死亡した。むつの９時の風は南西 7.8m/s であった。 

1975 

(昭 50) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月５日 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 21 日 

～22 日 

 

着   雪 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

融   雪 

 

太平洋沿岸を低気圧が北上してきたため、青森県の太平洋側で

は湿り雪をまじえた風雪が強まった。 

むつでは４日夕刻から雨が降り、夜には雪に変わり、５日夜ま

で風雪が続いた。 

近川地区で下北送電線が着雪のため切断し、むつ市でも  3,800

戸が停電した。 

むつの最大風速は 8時 50 分北東 17.6m/s で２日間の降雪量は

12cm であった。 

21 日朝、低気圧が秋田沖と関東にあり、日本海の低気圧が 22

日にかけて津軽海峡を通過した。むつでは 20 日夜半から雨とな

り 21 日には風雨が強まり、低気圧の通過後の 22 日早朝まで続

いた。 

金谷沢で国道が 200ｍにわたって冠水し、一時通行止めになっ

た。むつの 20､21 日の降水量は 77mm であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1976 

(昭 51) 

９月 13 日 

～14 日 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

台風 17 号は 14 日温帯低気圧となり日本海を北に進み、15 日に

は北海道に去った。 

むつでは 13 日夜から雨が降り、14 日夕刻まで続いた。９日か

ら 11 日にかけての先行降雨もあり、住家床上浸水 6戸、床下浸

水 162 戸、道路決壊 15 箇所、橋流失１箇所、堤防決壊 6 箇所等

の被害がでた。 

降水量は恐山山地で多く、障子山では 152mm であった。 

平地のむつ測候所では 73mm であった。 

1977 

(昭 52) 

２月 13 日 

～15 日 

 

 

大   雪 13 日、低気圧が能登半島付近にあり、14 日は東に抜けたが 15 

日には津軽海峡の西に低気圧ができた。下北地方は記録的な大

雪に見舞われ、鉄道、バス、その他交通・輸送機関は麻痺状態

となったほか、全ての学校が休校となった。 

落雪による死亡１名、住家の一部損壊 32 戸、非住家損壊 43

棟、漁船沈没５隻、その他教育施設の損壊、農林、畜産商工関

係施設の倒壊が相継ぎ、多大な被害が発生した。 

むつ測候所観測では、日降雪量が 14 日 50cm、15 日 93cm、13～

15 日の３日間の降雪量の合計は 156cm となり、最深積雪深は

170cm に達した。 

1978 

(昭 53) 

 

 

 

 

５月 16 日 

 

 

 

 

 

地   震 

 

 

 

 

 

16 時 35 分と 17 時 24 分に、かなり強い地震を感じた。 

震源地は青森県東部沿岸で、むつは震度４であった。 

落下物による負傷者、公共施設・文教施設のガラス、モルタル

壁の破損及び商店等に被害があった。 

また、国鉄大湊線では一部でレールに湾曲が発生し、列車運休

となった。 

1979 

(昭 54) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１日 

 

 

 

 

３月 30 日 

～31 日 

 

 

 

 

 

 

９月４日 

～５日 

 

 

 

大雨・融雪 

 

 

 

 

強風・波浪 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

冬型の気圧配置がゆるみ、日中の気温が上昇したのと、31 日か

らの雨のため、雪が急激に融けだし、河川や排水溝が溢れ、道路

は各所で冠水状態となった。住家床下浸水６戸の被害があった。 

むつの最高気温 6.4℃、最低気温 1.1℃、日降水量(雨)は

30.5mm であった。 

30 日、日本海に入った低気圧は、発達しながら東北東に進み、

夜、津軽海峡の西、31 日早朝には北海道南部に達した。 

むつでは 30 日午後から雨が強まり、31 日朝に風が西よりに変

わって強まり、午後にはあられ混じりの風雪となった。 

負傷者１名、住家一部破損３戸、公共施設・文教施設破損、小

型船舶３隻、農業用ビニールハウス倒壊４棟の被害があった。 

むつの降水量は 40.5mm、最大風速は 31 日 21 時 40 分西の風

18m/s であった。また、最大瞬間風速 34.5m/s を記録した。 

台風 12 号は若狭湾から酒田沖を通り、５日朝、盛岡の南で温帯

低気圧となって八戸沖へ去った。４日から５日にかけて前線活

動による大雨が青森県北部に降った。 

むつでは４日朝、強い雨が降り、日中は弱まったが、夜半頃から

再び強まり５日朝まで続いた。 

住家床下浸水９戸のほか、各地で道路冠水が発生した。 

むつの降水量は４、５日の両日で 70mm であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1979 

(昭 54) 

９月 30～ 

10 月１日 

 

 

 

 

 

 

10 月 19 日 

～20 日 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

強風・波浪 

 

台風 16 号は、９月 30 日夜半頃大阪付近に上陸し、本州を縦

断、10 月１日山形県から岩手県に入り、９時頃八戸南方から太

平洋へ抜けた。秋雨前線が東北南部から台風とともに北上し、

１日午前中青森県北部に達した。 

住家床上浸水５戸、床下浸水 287 戸、非住家浸水 24 棟、道路８

箇所、河川５箇所、農業施設６箇所の被害があったほか耕地冠

水 38ha のため農作物に被害を受けた。 

降水量は、むつ 147mm、障子山 119mm であった。 

台風 20 号が 19 日朝、紀伊半島に上陸し、速度を速めて本州を

縦断、19 時頃三陸沖に抜けた。 

むつでは 18 日夕刻から雨が降り始め、19 日午後から夜半過ぎま

で続いた。また、強風のため臨時休校する小中学校もあった。 

住家床下浸水７戸、小型船舶沈没１隻、漁港防波堤沈下１箇

所、その他公園等で倒木被害があった。耕地冠水も各所で発生

したが、稲刈り等が終わっていたため実害は少なかった。 

むつの降水量は 78mm、最大風速は西北西 16.5m/s であった。ま

た、最大瞬間風速 27.4m/s を記録した。 

1980 

(昭 55) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 27 日 

～31 日 

 

 

 

 

 

 

 

９月 10 日 

～11 日 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大雨・洪水 

 

低気圧が 29 日から 31 日午前中まで秋田沖に停滞し、29 日山陰

付近にあった低気圧は 30 日朝には関東沖に進み、オホーツク海

高気圧が 26 日頃から勢力を強め、北日本を覆ったため、北東気

流による雨の降りやすい状態が続き、多量の雨をもたらした。

山間部の雨量が多く、河川が増水し、百人以上の消防団員が水

防活動に当たった。 

住家床上浸水３戸、床下浸水 10 戸、非住家浸水２棟、農業施設

10 箇所、道路 10 箇所、河川 14 箇所に被害があった。 

５日間の総降水量は、むつ 131mm、障子山 403mm であった。 

沖縄の北東海上を北上中の強い勢力を持った台風 13 号が前線を

刺激し、県内全般に 10 日から雨が降り始め 11 日午前中まで続

いた。市内の小河川の増水、低地への滞水のため被害が発生し

た。住家床下浸水 30 戸、非住家浸水 2棟の被害があった。 

むつの 10、11 日両日の降水量は 83.5mm であった。 

1981 

(昭 56) 

 

8 月 21 日 

～23 日 

 

大雨・洪水 

強   風 

 

22 日夜から温暖前線が青森県を東西に伸びて停滞していた。一

方、台風 15 号は 23 日早朝房総半島に上陸、北上して午後には

青森県から津軽海峡を経て宗谷海峡へ向かった。むつでは 21 日

午後から雨となり、22 日には雷を伴う暴風雨となって 23 日夕刻

まで続いた。 

住家床上浸水 35 戸、床下浸水 237 戸、耕地冠水 41ha、潮風害

520ha の被害があり、更に鉄道の冠水や路盤崩れのため国鉄大湊

・大畑線が全面運休したほか、河川・排水路の氾濫等により、

護岸や路肩の決壊等土木施設、農業施設、上水道施設に被害を

受けた。また、強風により学校等文教施設にも多大な被害が発

生した。 

むつの最大風速は、23 日 15 時 10 分西南西 18.2m/s､最大瞬間風

速は 23 日 15 時５分に 32m/s を記録した。また、総（連続）降

水量はむつ測候所開設以来最高の 264mm を記録した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1981 

(昭 56) 

 

９月３日 

～４日 

大雨・洪水 

 

朝鮮半島から日本海に入った台風 18 号は４日に日本海で温帯低

気圧となり、青森県西海岸付近を通って北海道に達した。 

むつでは、３日午前中に雨が降り出し、４日昼過ぎまで続い

た。 

住家床上浸水２戸、床下浸水 35 戸、非住家浸水５棟、河川護岸

決壊等 10 箇所などの被害があった。 

むつの３、４日両日の降水量は 115mm であった。 

1982 

(昭 57) 

 

 

 

 

９月 12 日 

～13 日 

 

 

 

 

大雨・洪水 

暴風・波浪 

(台風 18 号) 

 

 

 

 

大型の台風 18 号は 12 日静岡県に上陸し、関東地方から東北に

向かって内陸部を北上し、13 日朝青森県中央部を縦断し、津軽

海峡を経て北海道に抜けた。 

むつでは 12 日午後から雨が降り始め、夜半に激しくなり､13 日

朝まで続いた。 

農業施設、漁港施設及び稲倒伏等農作物に被害を受けた。 

むつの 12、13 両日の降水量は 81.5mm であった。 

1983 

(昭 58) 

 

 

 

 

５月 26 日 

 

 

 

 

 

地   震 

 

 

 

 

 

12 時頃、強い地震を感じた。震源地は日本海の青森・秋田県境

付近の沖で、マグニチュード 7.7 であった。むつは震度 5 であ

った。この地震は「日本海中部地震」と命名された。 

住家の基礎等に被害を受けたもの（一部破損）７戸、その他公

共施設、文教施設、土木施設、港湾施設、農業施設､ 商工関係

に被害を受けた。 

1984 

(昭 59) 

 

 

 

 

 

２月～３月 

 

 

 

 

 

 

低温・大雪 

 

 

 

 

 

 

 

１月中旬から、しばしば強い寒気が流入して、県下全般に低温

となり、風雪や大雪に見舞われた。むつでは２月 13 日から 14

日にかけ 30cm、15 日にかけ 23cm の降雪があり 14 日９時の積雪

が１ｍを超えた。 

市では、14 日９時に「豪雪警戒体制連絡本部」を設置（４月 14

日解散）し対応した。 

14 日８時 20 分頃、国鉄大畑線の踏切で列車が吹き溜まりに乗り

上げて脱線し運休となった。また、大湊線も吹き溜まりのため

運休となった。この大雪のため小中高校で授業の短縮等が相次

いだ。 

この後、三月にかけ、積雪のため、農業、畜産、水産、商工関

係施設の倒壊等の被害が発生した。 

負傷４名、住家の半壊１戸、一部破損 23 戸、非住家全壊 31

棟、半壊 5 棟、その他商品農産物等に被害が発生、また国鉄大

湊・大畑線の 2 月中旬から 3 月にかけての運休は 64 本に及ん

だ。 

また、２月 18 日最低気温－22.4℃を観測した。これは測候所開

設以来の最低気温で青森県の最低気温ともなった。 

このため各所で水道凍結被害が発生した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1984 

(昭 59) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 22 日 

～23 日 

 

融   雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強   風 

(台風 10 号) 

３月の気温が低く（月平均－1.6℃､1951 年～1980 年の 30 年間

の３月の平均は 1.0℃)雪解けが遅れた。４月１日の積雪が 93cm

あり４月としては観測史上の最深積雪となった。 

４月４日には、日中の気温が 10℃近くまで上がり、12 日からは

暖かい日が続いて、雪が急激に融けだし、市内の小河川が氾

濫、排水施設で融雪水を処理しきれなくなり、浸水被害等が発

生した。 

また、建設途中の金谷沢畜産基地建設事業現場では斜面の雪が

急激に融けだし、大量の土砂が周辺の耕地や河川に流入した。 

河川堤防決壊５箇所、農業用水路の損壊 22 箇所に被害が発生し

た。 

21 日午後朝鮮海峡にあった台風 10 号は日本海を北東に進み 22

日午後青森県西方海上を通り、夜には渡島半島西方海上で温帯

低気圧に変わった。 

この台風接近に伴い、22 日午後より風が強くなり、14 時 20 分

最大風速、東の風 14.7m/s（最大瞬間風速、東の風 23.9m/s）を

記録した。 

水稲、スイートコーン倒伏、葉タバコの損傷など農作物に被害

を受けた。 

1985 

(昭 60) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 1 日 

 

 

大雨・洪水 

強   風 

(台風６号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強風・波浪 

(台風 13 号) 

台風６号は、６月 30 日和歌山県南方海上を北東に進み、夜半過

ぎに静岡県に上陸した。７月１日朝には茨城県を通過し、太平

洋に出て、東北地方太平洋沖合を北上した後、昼には青森県東

方約 120km の海上を通り、北太平洋へと去った。 

この台風の影響により、１日朝から雨となり９時から 14 時は特

に強い雨となった。正午前後は時間雨量 20mm を超し道路冠水が

各所で発生した。 

住家床下浸水 10 戸、耕地冠水 176ha、耕地への土砂流入

5.5ha 、道路路肩決壊１箇所、農業水路損壊４箇所、その他農

作物に被害が発生した。 

むつの降水量は 111mm、１日 11 時から正午までの１時間雨量は

25.5mm に達した。 

台風 13 号は、九州を縦断後、日本海を北東に進み、１日９時に

は青森県西方約 360km の海上に達し、15 時頃、北海道渡島半島

を横切り、夕方には太平洋に抜けた。 

この台風の影響でむつでは昼前から次第に南よりの風が強くな

り、14 時から 17 時にかけて特に強い風となった。 

このため、公共施設等の破損４箇所、河口への砂の堆積３箇

所、農作物及び飼料作物の倒伏・潮風害 600ha などの被害があ

った。 

むつの最大風速は南西 15.3m/s（最大瞬間風速 29.4m/s）を記録

した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1985 

(昭 60) 

 

 

 

10 月 12 日 

～13 日 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

低気圧の接近に伴い、天気が下り坂となり、12 日夕方から 13 日

まで雨が降り続き、特に 13 日６時から 10 時にかけて強い雨が

降り、市内各所で小河川や排水路が氾濫した。 

住家床下浸水 41 戸、路面流失３箇所の被害があった。 

むつの総降水量は 93mm、また 24mm の時間雨量を記録した。 

1986 

(昭 61) 

  

 

 

 

７月 12 日 

 

 

 

 

 

雨・洪水 

 

 

 

 

 

12 日梅雨前線を伴って低気圧が近づき、大気が不安定となり、

８時頃から雨が降り出し、昼前から夕方にかけて断続的に強く

降った。 

このため、道路決壊１箇所、河川・農業用水路６箇所に被害を

受けた。 

むつの降水量は 82.5mm であった。 

1987 

(昭 62) 

 

 

 

 

 

４月 22 日 

 

 

 

 

 

 

強風・波浪 

 

 

 

 

 

 

22 日、日本海にあった低気圧が台風並に発達して北上し、県西

方海上を通過し北海道北部に達した。 

このため、９時頃から風が強くなり夕方まで吹き荒れた。 

住家、非住家及び公共施設の屋根等に被害を受けるとともに漁

船２隻が転覆した。 

むつの最大風速は西南西 18.0m/s、最大瞬間風速 32.0m/s を記録

した。 

1988 

(昭 63) 

 

 

 

 

 

６月９日 

 

 

 

10 月６日 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

梅雨前線を伴った低気圧が通過し、終日雨が降り続き、特に７

時から１時間ほど断続的に強く降った。 

このため、住家、道路、河川、農業用水路等に被害を受けた。 

降水量は 160mm に達し、24mm の時間雨量が記録された。 

朝から降り始めた雨は夜半まで続き、柳町の小川周辺で河川氾

濫、排水路が溢水し、住家及び道路に被害が発生した。 

むつの降水量は 67.5mm、障子山では 128mm であった。 

1990 

(平 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 20 日 

 

 

 

 

 

11 月４日 

～５日 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

強風・波浪 

 

台風 19 号は９月 19 日夜、和歌山県に上陸し、本州を縦断、20

日 11 時過ぎ、岩手県宮古市付近から三陸沖に抜けた。 

当市では夜間に強い雨が降り、住家床上浸水８戸、道路決壊２

箇所、河川護岸崩壊等５箇所、農業施設４箇所の被害があった

ほか、崖崩れが発生し２世帯を避難させた。 

降水量は、むつ 94.5mm、障子山 94mm であった。 

発達した低気圧の接近により、４日午後より降り始めた雨は、

風を伴い激しくなり、５日夕方まで続いた。 

このため、住家床下浸水７戸、漁業施設２箇所、漁船２隻に被

害があった。 

むつの降水量は 110mm であった。 

1991 

(平 3) 

 

２月 16 日 

～17 日 

 

強風・波浪 

 

 

 

台風並に発達した低気圧により、高潮が発生した。北よりの暴

風となり津軽海峡に面した地区に高波が押し寄せた。 

このため、関根地区で漁港防波堤の損傷、護岸及び船揚場の崩

壊、ワカメ養殖施設の破損・流失、住家等の屋根の損傷被害が

発生した。また、同地区国道２箇所が海水で冠水したほか大量

のゴミが打ち上げられるなど通行不能状態となった。消防団員

が出動し、交通整理、ゴミの片づけを行うなどの活動をした。 

むつの最大風速は 14.5m/s(17 日)、最大瞬間風速は 27.0m/s 

(16 日)であった。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1991 

(平 3) 

 

９月 28 日 

 

強風・波浪 

 

大型で非常に強い台風 19 号は、27 日 16 時過ぎ、佐世保南部に

上陸し、日本海に抜けたあと、速度を上げて北東に進み、28 日

６時頃青森県に再接近し、８時前に渡島半島に再上陸した。 

この台風の影響により、28 日４時頃から市内各所で強風による

被害が発生した。 

住家、非住家の屋根の破損、教育・福祉・農林畜産・商工関係施

設及び漁船に小被害が相ついだ。また、観光施設、公園での倒木

被害が発生したほか、交通機関の運休、ダイヤの乱れが生じた。 

むつの最大風速は 17.1m/s、最大瞬間風速は 34.7m/s であった。 

1993 

(平 5) 

 

１月 15 日 

 

 

地   震 

 

20 時６分頃、強い地震を感じた。震源地は北海道釧路市沖で、

地震の規模はマグニチュード 7.8 であった。当市では震度４であ

った。 

住家半壊１戸、公共施設、農業関係施設に軽微な被害があった他

商品等の落下による破損被害が発生した。 

1994 

(平 6) 

 

 

９月 15 日 

～16 日 

 

 

 

９月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 30 日 

大雨・洪水 

 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強風・波浪 

(台風 26 号) 

東北地方に停滞していた秋雨前線の活動が活発になり、雨は 15

日 10 時頃から降り始め、夕方から翌朝まで激しく降り続いた。 

このため、住家床下浸水９戸、河川護岸決壊、路肩流失等の道路

被害、農業関係施設被害が発生した。 

むつ測候所での総降水量は 122mm を記録した。 

22 日夕方から 23 日夜にかけて、日本海中部の低気圧と強いオホ

ーツク海高気圧に挟まれて大気の状態が不安定になっていた。こ

のため雷雲が発達し、23 日上北郡に大雨を降らせたあと下北郡

を縦断し、津軽海峡を渡って北海道南部に上陸し、各地に大きな

被害をもたらした。 

当市では、23 日の 15 時から 18 時にかけて市内全域で強い雨が

降った。中でも大平地区から西側では豪雨状態となり時間雨量

60mm を超えた。また、釜臥山裏側に源を発する小川は山間部に

降った豪雨により氾濫し、下流域で大規模な浸水被害をもたらし

た。 

住家床上浸水 131 戸、床下浸水 244 戸、その他土木、農林、上水

道等の施設の損壊及び商工業関係に被害が発生した。  降水量

は、むつ測候所で 86.0mm、大湊（海上自衛隊気象班観測）で

171.7mm、大湊の時間雨量（16 時から 17 時）は 63.1mm を記録し

た。 

台風 26 号は、29 日 19 時 30 分頃和歌山県に上陸し、30 日早朝石

川県から日本海に抜けたあと、速度を上げ昼頃に本県西方海上に

達した。このため、雨風が強くなり、住家床下浸水２戸、一部破

損１戸、水産施設破損等の被害が発生した。 

むつ測候所では、総降水量 33mm、最大風速 14.4m/s、最大瞬間

風速 27.6m/s を記録した。 

 

 

 

 



 

-36- 

年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1994 

(平 6) 

 

12 月 28 日 

 

地   震 

(平成６年三陸

はるか沖地震) 

 

21 時 19 分強い地震があった。震源地は三陸はるか沖で地震の

規模はマグニチュード 7.5 であった。むつは震度５であった。 

負傷者５名（重傷者１、軽傷者４）、住家の一部破損５戸、

非住家被害 50 棟、市役所・学校等の公共建物、土木・上水道

施設に被災した。商工関係では、店舗等の建物、商品、原材

料、什器及び備品類に大きな被害があった。その他農業施

設、水産業施設に被害を受けた。 

1996 

(平 8) 

 

６月 15 日 

 

 

落   雷 

 

 

昼頃から 14 時頃まで、雷雲が西から東に移動するに伴い市内

各所で落雷が相次いだ。110 世帯でテレビ 41 台、電話機 46 台

など 200 件の被害を出した。 

1997 

(平 9) 

 

 

 

 

 

２月３日 

～4日 

 

 

 

 

 

大雪・着雪 

 

 

 

 

 

 

東北地方太平洋側に発達した低気圧が位置したため、湿った

空気が低気圧に向かって吹き込み、大量の濡れ雪を降らせ

た。当市は３日の昼頃から小雨が降りはじめ、夕方より濡れ

雪に変わり、４日９時頃まで降り続いた。 

人的被害、住家被害はなかったが、雪の重みで倒れた樹木が

電線を切断したことに伴う停電(約 3,800 戸)、除排雪の遅れ

に伴う交通混雑が発生した。 

むつ測候所で 45cm の 24 時間降雪を記録した。 

1998 

(平 10) 

 

 

８月 16 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 16 日 

 

 

 

 

 

 

10 月１日 

 

 

 

 

 

 

11 月 14 日 

～15 日 

大雨・洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水 

強   風 

（台風５号） 

 

 

 

 

大雨・洪水 

（台風９号） 

 

 

 

 

 

落   雷 

日本海にあった低気圧の影響で、15 日夜より雨が降り始め 16

日７時頃より強い降りとなり 10 時頃まで続いた。 

むつ特別気象観測所の総降水量は 62mm で、市街地での被害は

皆無であったが、西通りの角違地区及び城ヶ沢地区で、道

路、河川及び耕地の区別がつかぬほどに水位が高くなり、床

下浸水１戸のほか、道路、河川、橋梁に流失、決壊、破損等

の被害を生じた。 

これは山間部に降った雨による災害と判断され、裏手の障子

山のロボット雨量計で 183mm が観測されている。 

台風５号の接近に伴い、11 時頃から 14 時頃まで強い雨が降り

続き、田名部地区市街地を中心に浸水被害が発生した。  

床上浸水２戸、床下浸水 55 戸、店舗等浸水被害９件、その他

道路・河川等土木施設、農業関係施設、漁港施設、福祉施設

等に被害があった。 

むつ特別気象観測所の総降水量 143mm、最大時間雨量 41mm、

最大風速 11.2m/s、最大瞬間風速は 24m/s を記録した。 

台風９号から変わった温帯低気圧の影響により、９月 30 日よ

り雨が断続的に降り続き、特に南通りの山間部で激しい降雨

となったと推測される。 

中野沢地区畑沢川の水位が上がり、国道 279 号の法面が洗わ

れ、路肩が崩落する被害が発生した。このため埋設してあっ

た水道管が破損し、10 世帯が断水した。総降水量は、むつ特

別気象観測所で 93mm、大湊で 114.7mm であった。 

14 日未明から 9 時頃まで、また、15 日 10 時頃から夕方まで市

内各所で落雷があった。このため、金谷二丁目、大曲一丁目、

若松町を中心に家電製品を中心に 24 世帯(事業所を含む。）が

被災した。特に事業所等の電話回線を利用したオンラインシス

テムの被災が目立った。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

1999 

(平 11) 

 

 

 

 

３月５日 

～６日 

 

 

 

 

 

 

 

３月 21 日 

～22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 24 日 

～25 日 

 

 

10 月２日 

 

 

 

 

 

10 月 27 日 

～28 日 

 

 

 

 

11 月 13 日 

 

強風・波浪 

 

 

 

 

 

 

 

 

大   雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴風・波浪 

（台風 18 号） 

 

 

大     雨 

 

 

 

 

 

暴      風 

 

 

 

 

 

 原子力 

 施設火災 

 

日本海中部にあった発達中の低気圧が近づくにつれ、５日夜

より次第に風が強くなり、６日夕方まで続いた。風は真西か

ら吹いたため、西向きの奥内地区海岸はまともに波浪を受け

る形となった。 

この強風による波浪のため、築造中の浜奥内漁港防波堤のコ

ンクリートブロック約 50ｍに出入りが生ずる被害が発生し

た。 

むつ特別気象観測所では、最大風速 16.2m/s（６日、2:10）、

最大瞬間風速 33.0m/s（６日、0:52）を記録した。 

発達中の低気圧を含む深い気圧の谷が日本海と関東沖付近に

あり、22 日朝方には青森県を挟む形で北上したため、21 日夕

方より湿り気の多い雪が降り始め、22 日９時頃まで続いた。 

降雪は市内全域に及び、緊急車両等の通行確保のため市内の

除雪車を総動員して除排雪作業を行ったが、降雪の激しさ及

び重い雪のために作業が追いつかない状況であった。 

このため、22 日朝になっても作業が捗らず交通混雑を極め

た。また、各所で雪の重さによる倒木があり、道路閉鎖や電

線切断被害が発生し、下北全域で約 7,500 戸が停電した。 

むつ特別気象観測所の積雪情報によると、20 日の積雪０cm が

22 日９時には 70cm に達し、２日間の降水量は 61.5mm であっ

た。 

台風 18 号の北上に伴い「台風第 18 号むつ市警戒対策本部」

を設置し、警戒態勢のなか、吹き返しのため 25 日に西よりの

風が強くなり、最大瞬間風速 27.3m/s をむつ特別気象観測所

で記録した。 

日本海中部にあった低気圧が北東に進み、前線の接近ととも

に雨足が強まり、２日昼ごろには豪雨となった。２日の総雨

量は下北消防本部の観測で 101.5mm に達し、３日昼ごろまで

続いた。 

市内のいたるところで道路が冠水し、旭町、金谷、下北町で

計６戸に床下浸水被害が発生した。 

低気圧が急速に発達し、最大瞬間風速は大湊航空隊の観測で

31.9m/s を記録した。この風の影響で西通り地区を中心に住家

５戸、非住家２棟の屋根トタン剥離の被害が発生し、釜臥山ス

キー場リフトでも被害を受けた。県内では死者１名行方不明者

１名、住家 1500 世帯に迫る被害を受け、八戸市に災害救助法

が適用された。 

日本原子力研究所むつ事業所の機材・排水管理棟にある放射線

管理区域の境界に設置された出入り管理装置１台が焼損した。

周辺環境には影響はなかった。 

2000 

(平 12) 

７月 17 日 

～18 日 

大      雨 

 

活発化した梅雨前線が北上し、むつ特別気象観測所で 1 時間雨

量 34mm を記録し、旭町で床下浸水 1 戸のほか低地での滞水が

発生した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2001 

(平 13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 10 日 

 

 

 

 

９月 11 日 

 

 

 

 

強      風 

 

 

 

 

 大      雨 

（台風 15 号） 

 

 

 

 

発達した低気圧の影響で西よりの風が強まり、大畑消防署の風

速計による観測で 13 時 44 分に西の風、最大瞬間風速 32.7m/s

を記録した。むつ地区の文京町で住家２戸、小川町と柳町で住

家各１戸と非住家１棟、大畑町地区で住家３戸、非住家１棟に

屋根トタン板剥離等の被害が発生した。 

９月 11 日に神奈川県に上陸した台風 15 号が北上し、11 日か

ら 12 日にかけ東北地方太平洋沿岸を東北に進んだ影響により

東通村で降り始めからの降水量が 234 ㎜、一時間雨量が 11 日

21 時時点で 32.0 ㎜を観測した。むつ市ではむつ特別気象観測

所で 171.5mm、一時間降水量は 11 日４時 30 分に 22.0mm を観

測した。大畑地区では低地や畑が約２アールにわたって冠水

し、農作物の被害が発生、可搬ポンプで排水作業が行われ

た。この台風 15 号では栃木県日光市において 895mm の降水量

を記録した。 

2002 

(平 14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 11 日 

 

 

 

 

 

 

８月 11 日 

 

 

 

 

10 月２日 

 

 

 

 

大      雨 

 

 

 

 

 

 

 大      雨 

 

 

 

 

 強      風 

（台風 21 号） 

 

 

台風６号が東北地方の太平洋沿岸を北上し、10 日夕方に青森

県に最接近した。下北地方では東よりの風が強く大雨となり

降り始めからの総雨量は尻屋崎で 110mm を観測し、国道 338

号線が旭町から山田町にかけて冠水したほか、九艘泊小学校

体育館裏で多量の雨水が傾斜地から流れ出て、付近の住宅に

被害が及ぶ恐れがあり仮設排水路をつくり対応、住宅への床

下浸水被害を免れた。 

東北地方に停滞した前線の影響で、一時間雨量 19.0mm 降り始

めからの総雨量 80.5mm を観測した。この雨により川内住家２

戸の床下浸水、道路の冠水３箇所、脇野沢で崖崩れ４箇所本

村地区で堤防の一部決壊１箇所、むつ地区大曲で低地の冠水

が発生した。 

台風第 21 号が北日本を縦断したことにより、県内は明け方ま

で雨が強く降り、下北地方では局地的に強い雨が降った。当

市では吹き返しの西よりの風が強く最大瞬間風速 31.6m/s、総

雨量 91mm を観測した。県内は明け方まで雨が強く降り、下北

地方では局地的に強い雨が降った。 

2003 

(平 15) 

８月 22 日 

～23 日 

 

 

 

９月 26 日 

大   雨 

（台風 11 号） 

 

 

 

地   震 

23 日未明に台風 11 号が北上し青森県に最接近した。 

当市では、最大瞬間風速 19.2m/s、降り始めからの降水量

39.5mm を観測した。当市ではこの台風による影響は少なかっ

たが、近畿、四国地方を中心に 12 都道府県で７名の死者と 40

名以上の負傷者が発生した。 

26 日４時 50 分頃に釧路沖を震源としてマグニチュード 8.0 の

地震が発生し、北海道の釧路町で震度６弱、当市では震度４を

観測した。この地震により青森県日本海沿岸と太平洋沿岸に津

波注意報が発表され、北海道では４ｍを超える遡上高となり津

波が観測された。同日、６時 08 分に余震と思われるマグニチ

ュード 7.1 の地震が発生し当市では震度５弱を記録した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2004 

(平 16) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 19 日 

～20 日 

 

 

 

 

 

８月 21 日 

 

 

 

 

９月８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 26 日 

～27 日 

 

 

 

 

 

暴 風 大 雨 

(台風 15 号) 

 

 

 

 

 

崖  崩  れ 

 

 

 

 

暴      風 

(台風 18 号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴      風 

 

 

 

 

 

台風 15 号が日本海を北上し、20 日６時過ぎに津軽半島に上陸

した。当市ではむつ特別気象観測所で 20 日４時 05 分に東の

風、最大瞬間風速 21.3m/s を観測した。 

大畑漁港で離岸堤決壊し、奥内の今泉川と小川町の小川で河

岸が決壊する被害が発生した。 

道路の法面崩壊が脇野沢の国道 338 号線で２箇所、川内町の

県道で２箇所発生した。 

一般県道九艘泊・脇野沢線で、寄浪地区から蛸田方面へ約 200

ｍの地点で岩盤崩落が発生し、一時通行不能となる。 

 市道九艘泊・源藤城線を迂回路として設定し、九艘泊、芋

田、蛸田地区の孤立を回避した後、下北県民局地域整備部に

より仮設道路設置に着手した。 

７日 16 時に日本海にぬけた台風 18 号が、８日１時には弘前

市の西約 150 ㎞の海上を北東に進み、宗谷海峡で温帯低気圧

に変わった。台風の北上に伴い東よりの風が強まり、後に南

西の風が強くなり、むつ市では 31.7m/s の最大瞬間風速を観

測した。むつ市市街地を中心に住家８戸、非住家６棟に屋根

トタン板剥離等の被害が発生し、金谷の店舗防水シート剥離 1

棟関根中学校やむつ市民体育館で窓ガラス破損、田名部漁業

協同組合で漁船転覆１隻、むつ漁業協同組合でシャッター破

損６箇所と外壁破損３箇所、農業ハウス全壊１棟小破 26 件、

ながいも被害収量 50ｔ等、当市では合計金額 3千 2百万円以

上の被害となった。 

千島近海で低気圧が猛烈に発達し、26 日から 27 日にかけて暴

風が吹き荒れ大しけとなり、日本海側を中心に潮位が数 10cm

高い状態となった。 

この強風により 27 日７時 01 分にむつで西南西の風、最大瞬 

間風速 31.8m/s を観測し、住家の一部破損がむつ市で２戸、

川内町で１戸、大畑町で５戸、脇野沢村で９戸、その他田名

部高等学校や公営住宅等の建物の一部を損壊する被害が発生

し、川内町で漁船１隻が沈没した。 

2005 

(平 17) 

 

 

９月７日 

～８日 

 

 

暴      風 

(台風 14 号) 

 

 

台風 14 号が強い勢力を保ちながら日本海を北東に進み、７日

21 時頃に青森県に最も接近した。当市では８日４時 43 分に南

西の風、最大瞬間風速 24.9m/s を記録した。 

関根中学校の屋根トタン板が剥離する被害が発生した。 

2006 

(平 18) 

 

１月１日 

 

交 通 事 故 

（負傷者多） 

 

１日５時 45 分ごろ、むつ市関根の国道 279 号で、リヤカーに

みこしをのせて引いていた地元の神楽会の歩行者の列に乗用

車が突っ込み、10 人が足や肩の骨を折るなどの重傷、５人が

軽いけがを負う事故が発生した。現場は片側１車線で神楽会

はリヤカーにみこしをのせて 16 人で神社から近くのほこらに

向かう途中で、左側車線の中央付近を進んでいた。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2006 

(平 18) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月６日 

～８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 27 日 

大雨・洪水 

暴風・波浪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨・洪水  

暴風・波浪 

 

発達した低気圧の影響で、市内では関根地区から大畑地区の

沿岸部を中心に漁港等に大きな被害を受けた。当市では降り

出しからの総雨量は 135mm で、最大瞬間風速 は 20.9m/s を観

測した。 

８日未明から早朝にかけての高潮により、関根漁港の第２防

波堤ケーソン 11 基が滑動傾斜し、漁網の破損 13 箇統、漁船

の損傷３隻等の被害を受けた。大畑漁港では、第２外北防波

堤が 285ｍ、第４東防波堤が 565ｍに渡り移動及び倒壊したほ

か、船外機の損傷 119 隻、漁船の損傷７隻、漁網の破損８箇

統等、その他海浜公園にも被害が及び、被害総額は 100 億円

を超えるものとなった。また、宇曽利山湖、今泉、畑、むつ

朝比奈岳、荒沢岳で警戒基準雨量を超える降雨量を観測し、

土砂災害警戒避難情報が青森県河川砂防課から発表され、桂

沢や袰川で傾斜地の崩落が発生した。 

発達した低気圧が太平洋沿岸を北上し、当市では降り出しか

らの総雨量 92mm、最大瞬間風速 27.8m/s を記録し、道路の冠

水や水路、側溝の溢水が多数発生した。また、屋根トタン板

の剥離が３件発生した。 

2007 

(平 19) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月６日 

～８日 

 

 

 

１月 13 日 

 

 

 

８月 ９ 日 

 

 

 

 

８月 17 日 

 

 

 

11 月 11 日 

～13 日 

暴風・波浪  

暴 風 雪 

 

 

 

津波注意報 

 

 

 

大雨・洪水 

 

 

 

 

津波注意報 

 

 

 

大雨・洪水  

暴風・波浪 

低気圧が日本の南岸を急速に発達しながら、９日夜に東北地

方の太平洋沿岸付近を北上し、７日に北海道に達し、当市で

27.2m/s の最大瞬間風速を観測した。このため脇野沢や川内、

大畑地区で８件の屋根トタン板の剥離し、第二川内小学校で

は約 300 ㎡にわたって屋根トタン板が剥離した。 

13 時 24 分北西太平洋でマグニチュード 8.3 の地震が発生した

ことにより、北海道に津波警報、青森県から三重県南部まで

の太平洋沿岸に津波注意報が発表された。むつ市関根浜で約

10cm の津波を観測した。当市では被害はなかった。 

発達した雨雲が県内を通過し、下北地方を中心に大雨に見舞

われた。当市では、総雨量は湯野川で 73mm となり、１時間最

大雨量では 29mm を湯野川とむつで観測した。品ノ木で住家３

戸が床下浸水、中央一丁目の店舗内に水が浸入、横迎町保育

所が床下浸水した。 

16 日８時 40 分頃に南米西部（ペルー沖）で発生したマグニチ

ュード 7.9 の地震により青森県の太平洋沿岸部に津波注意 報

が発表された。観測された津波高さは下北で 17 日９時 24 分

に８cm を観測した。 

三陸沖で発達した低気圧と県内にあった低気圧の影響で、11

日夜から 12 日にかけて大雨が降り、降り始めからの雨量が湯

野川で 212mm となった。この大雨により下北町で住家１戸が

床下浸水し、消防ポンプ車両による排水作業を行った。ま

た、大畑町で屋根トタンの剥離が１棟発生した。青森市と野

辺地では記録的な雨量を観測し、避難勧告が出された。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2008 

(平 20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 14 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 24 日 

 

 

 

 

９月 11 日 

 

大雨・落雷 

 

 

 

 

 

 

 

 

地      震 

 

 

 

 

地震・津波 

 

上空に寒気を伴った低気圧が北日本を通過し、大気の状態が

不安定となり、下北地方を中心に大雨となった。 

当市では１時間雨量が 29.5mm の強い雨を観測し、むつ市と佐

井村に土砂災害警戒情報が発表された。 

大きな土砂災害は発生しなかったが、総雨量は脇野沢で

76.5mm を記録し、下北町で床上浸水１戸、床下浸水２戸、中

央一丁目で床下浸水１戸が発生した。 

また、落雷による停電のためアックスグリーンでバーナー７

本を損傷する被害が発生した。 

岩手県沿岸北部を震源とするマグニチュード 6.8 の地震が発

生し、当市で震度４を観測した。当市内では被害は無かった

が、岩手県洋野町と八戸市等で震度６弱を記録し、岩手県を

中心に死者１名、負傷者 210 名、家屋の損壊 309 棟の被害と

なり、８県から合計 80 隊の緊急消防援助隊が出場した。 

十勝沖でマグニチュード 7.0 の地震が発生し、青森県太平洋

沿岸部に津波注意報が発表された。津波による潮位変化はむ

つ関根浜で微弱であり、当市では被害はなかった。 

2009 

(平 21) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 20 日 

～21 日 

 

 

 

３月 14 日 

 

 

 

 

10 月 12 日 

 

暴  風  雪 

 

 

 

 

暴  風  雪 

 

 

 

 

土 砂 崩 れ 

 

東海沖と日本海中部に低気圧があり北東に進み急速に発達し

た。当市では西よりの風が強まり、むつで 21.2m/s、脇野沢で

25.8m/s の最大瞬間風速を記録した。 

脇野沢地区で住家の一部破損７戸、非住家の半壊 13 棟、中央

一丁目で非住家の半壊１棟の被害が発生した。 

低気圧が発達しながらオホーツク海を北東に進み、西風が雪

を伴って非常に強まり、青森海上保安部からは海難防止指導

情報が発表された。 

脇野沢地区で住家１戸に屋根トタン板剥離、小川町と宇田町

で非住家２棟に屋根トタン板の剥離が発生した。 

脇野沢地区蛸田地区の蛸田漁港付近で崖崩れが発生し、蛸田

漁港内を迂回路として使用した。 

2010 

(平 22) 

 

 

９月 17 日 

 

 

 

道 路 損 壊 

（大雨関連） 

 

 

脇野沢小学校と脇野沢中学校の遠足で、市道九艘泊・源藤城

線の道路が決壊しているのを発見し、９月 22 日に脇野沢庁舎

で現地を確認し、車両通行に危険性ありと判断され、即時バ

リケードを設置し車両通行止めの措置を行った。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2011 

(平 23) 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 11 日 地震・津波 

(東北地方 

太平洋沖地震) 

14 時 46 分に三陸沖を震源とするモーメントマグニチュード

9.0 の海溝型地震とそれに伴う 30ｍを超える巨大な津波が発

生した。この地震は国内観測史上最大規模の地震であり、東

北地方を中心に死者・行方不明者約 18,500 人、建築物の全壊

半壊合わせて約 40 万棟、一部損壊約 73 万棟という戦後最大

の被害をもたらした。 

当市において人的被害は免れたものの、地震発生から 44 分後

に津波第一波が津軽海峡に面した関根漁港、大畑漁港や川代

烏沢地区沿岸に襲来し、最大で 279cm の高さに達し、港湾施

設の一部が被害を受けた。 

この地震により、当市では長時間の停電等ライフラインが影

響を受け、更には燃料や生活用品、食料等の物流網が滞った

ことにより、生活への影響と混乱が生じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 

(平 23) 

９月 21 日 

～22 日 

 大      雨 

（台風 15 号） 

 

 

 

 

 

 

台風 15 号が東北地方太平洋沿岸を北東に進み、22 日未明から

明け方にかけ青森県に接近した。台風の接近に伴い雨が強ま

り、太平洋側の海上や海岸付近を中心に暴風となり海上は大

しけとなった。 

当市では、大畑川小目名水位観測所で 22 日０時 45 分、脇野

沢川脇野沢水位観測所で 22 日２時 30 分、田名部川鹿橋水位

観測所で 22 日３時 00 分、大畑川大畑水位観測所で 22 日３時

10 分に水防団待機水位を超え水防指令通知が発令された。 

2012 

(平 24) 

２月１日 

～２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月４日 

～５日 

 

 

 

 

 

 

 大      雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 強   風 

 

 

 

 

 

 

 

発達した低気圧が青森県を通過した影響で、１日夕方から２

日にかけ猛吹雪になり、各地で交通障害が発生した。 

国道 279 号線では横浜町から当市にかけて大型車両のスリッ

プに加え、吹き溜まりにより 400 台以上の車両が移動不能と

なった。横浜町では自衛隊に災害派遣要請し、車両の掘り起

こしや閉じ込められた人の救助を行い、２日 16 時 30 分に通

行止めを解除した。この災害では、横浜町の町民により自主

的に避難所が開設され、ドライバーの休憩場所として暖房や

食料等の提供が行われた。 

当市内においても、吹き溜まりが多数発生し、いたるところ

で車両の通行が不能となり、大畑川導流堤付近では、漁船 2

隻が転覆する被害が発生した。この被害により、むつ市と横

浜町に災害救助法が適用となった。 

低気圧が急速に発達しながら日本海を北東に進み、４日未明

に東北北部を通過した。このため３日夜から南よりの風が強

まり、４日未明には西の風に変わって非常に強い状態が４日

夕方にかけて続いた。 

 当市では４日 11 時 34 分に西北西の風、最大瞬間風速

23.6m/s を観測し、文京町と大畑地区で各１戸、脇野沢地区で

２戸の住家に屋根トタン板剥離やガラスの破損、柳町と脇野

沢地区で非住家各１棟の合計６件の被害が発生した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2012 

(平 24) 

５月４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大   雨 発達した低気圧の影響で３日朝から雨が降り始め、東青下北

地方を中心に総雨量 150mm を超える大雨となった。 

大畑川小目名では４日０時 06 分に「氾濫注意（警戒）水位」

の 2.8ｍに達し警戒態勢となった。同日１時 00 分に大畑観測

所で大畑川水防団待機水位の 1.55ｍに到達し、同日３時に小

目名で 3.46ｍ、大畑で 1.83ｍの水位を観測した。３時 15 分

に大畑川で「氾濫注意（警戒）水位」の 1.85ｍに到達した。 

水位はその後、徐々に下がり４日７時 50 分に警戒態勢を解除

した。この大雨で薬研・小目名線で土砂崩れが発生し一時通

行止めとなり、４日３時 55 分に復旧した。 

2013 

(平 25) 

４月７日 

 

 

 

 

 

 

 

８月 23 日 

 

 

 

 

 

10 月 16 日 

大   雨 

 

 

 

 

 

 

 

 

大   雨 

 

 

 

 

 

暴風・大雨 

（台風 26 号） 

日本海で発達した低気圧と三陸沖で前線を伴った低気圧の影

響により太平洋沿岸部で強い風と局地的な大雨が観測され

た。 

大畑川では雪解けによる増水と重なり、７日６時 20 分に小目

名で避難判断水位である 3.55ｍを超える水位を観測し、氾濫

警戒情報が発表された。市では小目名地区の 56 世帯に７時 05

分に避難勧告を出し、高橋川コミュニティセンターと小目名

地区生活改善センター及び神楽殿を避難場所として開設し

た。水位が低下し 13 時 05 分に避難勧告を解除した。避難者

は０名であった。 

朝鮮半島から日本海に前線が延びており、低気圧が沿海州付

近にあり北日本が気圧の谷となった。南から暖かく湿った空

気が流れ込み、降り続く雨により 23 日 15 時 54 分にむつで一

時間雨量 29.5mm を観測した。また、23 日 15 時 20 分には下北

に土砂災害警戒情報が発表された。この大雨により、中央一

丁目と緑町で床下浸水３棟が発生した。 

台風 26 号が北上し青森県に暴風と大雨を伴い接近した。大畑

地区で住家２戸に屋根トタン板剥離、むつ地区１棟、大畑地

区６棟、川内地区１棟の非住家に屋根トタン板剥離の被害が

発生した。また、大雨の影響で佐井村野平と脇野沢源藤城間

の国道 338 号かわうち湖西側付近で約 30ｍに渡って路肩が崩

落し、当該路線が全面通行止めとなった。 

2014 

(平 26) 

２月 14 日 

～16 日 

 

 

 

大   雪 

 

 

 

日本の南海上を発達しながら三陸沖に進んだ低気圧の影響に

より、15 日昼前から北東の風が湿った雪を伴って強く、16 日

朝にかけ吹雪となり、15 日から 16 日にかけての 48 時間積算

降雪量はむつ市で 34cm となり、積雪は 76cm を観測した。 

この降雪により大畑川で係留中の船外機船２隻が沈没する被

害が発生した。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2014 

(平 26) 

４月２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 10 日 

～11 日 

 

 

 

 

 

 

 

11 月３日 

～４日 

 

 

 

 

 

11 月５日 

～９日 

津   波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大   雨 

（台風 11 号） 

 

 

 

 

 

 

 

暴   風 

 

 

 

 

 

 

断   水 

４月２日日本時間８時 46 分頃に南米西部チリ北部沿岸でマグ

ニチュード 8.2 の地震が発生し、翌３日３時 00 分に青森県太

平洋沿岸に津波注意報が発表された。 

むつ市では津波警戒対策本部を設置し、３時 55 分に大畑、む

つ地区の太平洋沿岸地域に避難勧告を発令し、避難所９箇所

を開設した。６時の時点で合計避難者数 51 名を収容した。む

つ関根浜では最大約 20cm の潮位の上昇を観測したが、市内で

は被害の発生は無かった。 

３日 18 時 00 分に津波注意報解除に伴い、避難勧告を解除し

た。 

暴風域を伴ったまま日本海を北上した台風 11 号が、11 日未明

から明け方にかけ青森県に接近した。東よりの強い風を伴い

短時間に強い雨を観測した。 

川内銀杏木線が倒木により通行止めになり、薬研から奥薬研

に向かう道路で土砂崩れが発生し一時通行止めとなった。 

大畑川で 2.8ｍの避難判断水位を超過、正津川では 1.45ｍの

水防団待機水位を一時超過した。 

川内ダムでは、ダムへの流入量が 50.72 ㎥/s となり洪水量に

達したことから、放流量増加による洪水調節を行った。 

発達中の低気圧が北海道の北にあり、前線が東北地方の東に

延びている影響で、３日は北海道や東北地方北部で強風が吹

き荒れ、むつ市では３日 12 時に南西の風 30.6m/s を観測し

た。 

このため、市内全域で屋根や壁のトタン板の剥離、小屋の倒

壊、シャッターの破損等、住家 10 戸、非住家 14 棟が建物の

一部破損の被害を受けた。 

11 月３日から４日にかけむつ市内で強風が吹き、この強風に

より、川内浄水場の導水管に多量の枯葉等が流入し、川内地

区で 1,380 世帯、3,048 人に対し５日間にわたる断水被害をも

たらした。 

仮設設備による応急配水を行ったところ十分な取水量が得ら

れず、消防ポンプ車を追加し２系統で取水したが、水位低下

を抑えることが出来ず、配水を停止した。 

応急給水は当初６箇所に設置したが、後に協定に基づき日本

水道協会青森県支部とむつ管工事協会に要請を行い、青森

市、八戸市、十和田市、横浜町、下北管内町村、むつ管工事

協会から給水タンク等と人員の支援を受け、応急給水は７日

には 14 箇所に増設された。 

11 月８日及び９日に試験給水を行いながら導水管の復旧作業

を実施し、通水が確認できたことから９日 16 時 00 分に復旧

宣言をした。 
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年 月  日 災 害 名 気 象 及 び 災 害 の 状 況 

2015 

(平 27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 10 日 

～11 日 

 

 

３月 12 日 

 

 

 

４月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月１日 

 

 

 

暴 風 雪 

 

 

 

養殖施設被害 

（走  錨） 

 

 

地   震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津   波 

 

 

 

 

 

 

 

 

強   風 

 

 

 

急速に発達した低気圧が北海道の南を北上し、10 日から 11 日

にかけ強い風を伴い冬型の気圧配置となった。 

小川町で住家２戸に屋根トタン板剥離が発生、川内町袰川で

倒木により交通障害が発生した。 

カンボジア船籍の貨物船が荒天のため陸奥湾に緊急入域し中

野沢沖で停船した際に、西南西の風、23m/s の強風のため走錨

状態となり、コントロール不能の状態でホタテ養殖施設に侵

入し、養殖施設 11 箇所を損傷する被害が発生した。 

22 時 15 分頃にむつ市を震源とする直下型の地震が発生し、金

谷で震度４を観測した。震源は宮後地区の南側約 500ｍ、むつ

中学校の北側約 1,200ｍの山中で、震源の深さは約７ｋｍとご

く浅い場所でマグニチュードは 3.8 と推定された。 

揺れを感じた範囲が非常に狭いことが特徴的であり、震源と

推定された地域周辺では突き上げるように一瞬強く揺れた後

にすぐに治まる特異な揺れ方であった。 

この地震発生に際し、高齢者１名がベッドから起き上がり避

難しようとした際に転倒し受傷した。また、第一田名部小学

校の出入り監視用モニターが棚から落下し破損した。 

９月 17 日日本時間７時 54 分頃に南米西部チリ中部沖でマグ

ニチュード 8.3 の地震が発生し、翌 18 日 3 時 00 分に青森県

太平洋沿岸に津波注意報が発表された。 

むつ市では津波警戒対策本部を設置し、３時 05 分に大畑、む

つ地区の太平洋沿岸地域に避難勧告を発令し、避難所８箇所

を開設した。６時の時点で合計避難者数 70 名を収容した。む

つ関根浜では最大約 20cm の潮位上昇を観測したが、市内では

被害の発生は無く、18 日 16 時 40 分に津波注意報解除に伴

い、避難勧告を解除した。 

朝鮮半島付近から急速に発達しながら日本海を北東に進んだ

低気圧の影響で、海上を中心に南後に西よりの非常に強い風

が吹き、むつで２日 10 時 39 分に西南西の風、最大瞬間風速

25.2m/s を観測した。 

市内各地で強風による被害が多発し、倒木による交通障害５

箇所、屋根や壁のトタン板剥離は住家７戸、非住家８棟で発

生した。強風に煽られ男性１名が転倒し受傷した。 

2021 

(令 3) 

８月９日～ 

10 日 

豪   雨 ８月に発生した台風 19 号が温帯低気圧に変わり、それに伴い

断続的に降り続いた大雨の影響の影響により、河川・水路の

氾濫、道路の冠水、道路被害、橋の崩落、生産施設被害、店

舗・事業所被害、家屋被害など多数の被害が発生した。 

なかでも大畑地区では、小赤川橋が崩落するなど甚大な被害

が発生した。 

2022 

(令 4) 

８月３日 豪   雨 ８月３日未明から降り続いた雨により、脇野沢・川内地区を

中心に土砂崩れ４箇所、道路陥没１箇所、河川の越水による

浸水被害等、多くの被害が発生した。 
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資料７ むつ市防災会議条例 
 

 

昭和３８年１１月１５日 

条例第３１号 

 

(目的) 

第１条 この条例は、災害対策基本法(昭和 36 年法律第 223 号)第 16 条第６項の規定に基づき、むつ市防災会議

(以下「防災会議」という。)の所掌事務及び組織を定めることを目的とする。 

 

(所掌事務) 

第２条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(１) むつ市地域防災計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

(２) 市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(３) 前号の重要事項に関し、市長に意見を述べること。 

(４) 水防法(昭和 24 年法律第 193 号)第 33 条に規定する水防計画について調査審議すること。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務。 

 

(会長及び委員) 

第３条 防災会議は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長は、市長をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

５ 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

(１) 指定地方行政機関の職員のうちから市長が委嘱する者 

(２) 県の知事の部内の職員のうちから市長が委嘱する者 

(３) 県警察官のうちから市長が委嘱する者 

(４) 市長がその部内の職員のうちから指名する者 

(５) 教育長及び公営企業管理者 

(６) むつ市消防団長及びむつ市消防団員のうちから市長が委嘱する者 

(７) 下北地域広域行政事務組合事務局長及び消防長 

(８) 一部事務組合下北医療センター本部長 

(９) 指定公共機関又は指定地方公共機関の職員のうちから市長が委嘱する者 

(10) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから市長が委嘱する者 

６ 委員の定数は、30 人以内とする。 

７ 第５項第９号及び第 10 号の委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、その前任者の残任期

間とする。 

８ 前項の委員は、再任されることができる。 

 

(専門委員) 

第４条 防災会議に、専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、関係地方行政機関の職員、県の職員、市の職員、関係指定公共機関の職員、関係指定地方公共機

関の職員及び学識経験のある者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

３ 専門委員の任期は、当該専門の事項に関する調査が終了したときまでとする。 

 

(議事等) 

第５条 この条例に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の運営に関し必要な事項は、会長が防災会

議に諮って定める。 

 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和 46 年 12 月 21 日条例第 35 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和 48 年 12 月 21 日条例第 19 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 
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附 則(平成 12 年 3月 21 日条例第 6 号) 

この条例は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 13 年 3 月 19 日条例第 12 号) 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 13 年 4 月 1日から施行する。 

(むつ市水防協議会条例の廃止) 

2 むつ市水防協議会条例(昭和 56 年むつ市条例第 12 号)は、廃止する。 

(むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正) 

3 むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例(平成 6 年むつ市条例第 1 号)の一部を次

のように改正する。 

附 則(平成 17 年 3 月 11 日条例第 117 号) 

この条例は、平成 17 年 3 月 14 日から施行する。 

附 則(平成 19 年 3月 30 日条例第 3 号抄) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 22 年 3 月 24 日条例第 11 号抄) 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 22 年 4 月 1日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 25 日条例第 17 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 
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資料８ むつ市防災会議委員名簿 
 

令和５年４月１日現在 
区  分 指定機関等 職  名 連 絡 先 

会  長 市長 むつ市長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-22-1111 

１号委員 
指定地方 

行政機関 

下北森林管理署長 むつ市金曲一丁目４番６号 0175-22-1131 

むつ公共職業安定所長 むつ市若松町１０番３号 0175-22-1331 

２号委員 県知事部局 

下北地域県民局地域整備部長 むつ市中央一丁目１番８号 0175-22-1231 

下北地域県民局地域農林水産部長 むつ市中央一丁目１番８号 0175-22-3211 

下北地域県民局地域健康福祉部 

保健総室長 
むつ市中央一丁目３番３３号 0175-31-1388 

３号委員 県警察官 むつ警察署長 むつ市中央一丁目１９番１号 0175-22-1321 

４号委員 市長部局 

むつ市副市長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-22-1111 

むつ市総務部長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-22-1111 

むつ市都市整備部長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-22-1111 

むつ市川内庁舎所長 むつ市川内町川内４７７番地 0175-42-2111 

むつ市大畑庁舎所長 
むつ市大畑町中島大畑町伊勢堂 

１番 1号 
0175-34-2111 

むつ市脇野沢庁舎所長 むつ市脇野沢渡向１４番地２ 0175-44-2111 

５号委員 
教育長及び 

公営企業管理者 

むつ市教育長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-22-1111 

むつ市公営企業管理者 むつ市並川町２６番１号 0175-28-4455 

６号委員 消防団長 

むつ市消防団長 むつ市小川町二丁目１４番１号 0175-22-1680 

むつ市消防団川内消防団地区団長 むつ市川内町川内８８番地 0175-34-3215 

むつ市消防団大畑消防団地区団長 むつ市大畑町松ノ木１５０番地１ 0175-34-2233 

むつ市消防団脇野沢消防団地区団長 むつ市脇野沢渡向１４番地２ 0175-44-2020 

７号委員 
下北地域広域行

政事務組合 

下北地域広域行政事務組合事務局長 むつ市中央一丁目８番１号 0175-28-2100 

下北地域広域行政事務組合消防本部

消防長 
むつ市小川町二丁目１４番１号 0175-22-3819 

８号委員 
一部事務組合下

北医療センター 

一部事務組合下北医療センター 

本部長 

（欠員） 

むつ市小川町一丁目２番８号 0175-22-2111 

９号委員 

指定公共機関又

は指定地方公共

機関 

東北電力ネットワーク㈱ 

むつ電力センター所長 
むつ市小川町二丁目３番７号 0175-22-9158 

東日本旅客鉄道㈱青森駅長 青森市柳川一丁目 1番 1号 017-777-4115 

国立研究開発法人日本原子力研究開

発機構 

核燃料・バックエンド研究開発部門 

青森研究開発センター所長 

むつ市大字関根字北関根 400 番地 0175-25-3311 

日本郵便株式会社むつ郵便局長 むつ市新町８番１０号 0175-22-2274 

10 号委員 
自主防災組織又

は学識経験者 
（欠員）   
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資料９ むつ市災害対策本部条例 
 

 

昭和３８年１１月１５日 

条例第３２号 

 

(目的) 

第１条 この条例は、災害対策基本法(昭和３６年法律第２２３号)第２３条の２第８項の規定に基づき、むつ市災

害対策本部(以下「災害対策本部」という。)に関し必要な事項を定めるものとする。 

(組織) 

第２条 災害対策本部長(以下「本部長」という。)は、災害対策本部の事務を総括し、所部の職員を指揮監督す

る。 

２ 災害対策副本部長は、本部長を助け、本部長に事故があるときは、その職務を代理する。 

３ 災害対策本部員は、本部長の命を受け、災害対策本部の事務に従事する。 

(部) 

第３条 本部長は、必要と認めるときは、災害対策本部に部を置くことができる。 

２ 部に属すべき災害対策本部員は、本部長が指名する。 

３ 部に部長を置き、本部長の指名する災害対策本部員がこれに当たる。 

４ 部長は、部の事務を掌理する。 

(現地災害対策本部) 

第４条 現地災害対策本部に現地災害対策本部長及び現地災害対策本部員その他の職員を置き、災害対策副本部

長、災害対策本部員その他の職員のうちから本部長が指名する者をもって充てる。 

２ 現地災害対策本部長は、現地災害対策本部の事務を掌理する。 

(雑則) 

第５条 この条例に定めるもののほか、災害対策本部に関し必要な事項は、本部長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 13 年 3 月 19 日条例第 13 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 25 日条例第 17 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 
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資料 10 むつ市行政機構 
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令和5年11月13日現在

部名 課名 男 女 計 部名 課名 男 女 計

市長公室 11 3 14 管理課 7 0 7

総務課 21 7 28 市民生活課 7 4 11

情報・ＤＸ戦略課 7 2 9 管理課 3 2 5

防災安全課 6 1 7 市民生活課 5 5 10

企画調整課 9 6 15 脇野沢庁舎 総合課 8 0 8

エネルギー戦略課 4 0 4 2 4 6

ジオパーク推進課 4 1 5 4 2 6

市民連携課 3 2 5 4 0 4

財務課 9 0 9 1 3 4

管財・施設経営課 9 2 11 2 1 3

工事検査課 3 0 3 総務課 11 7 18

税務課 15 12 27 生涯学習課 2 2 4

市民課 3 11 14 地域クラブ企画推進課 5 1 6

環境政策課 9 1 10 学校教育課 6 3 9

市民スポーツ課 4 2 6 中央公民館 2 1 3

国民スポーツ大会準備室 2 0 2 川内公民館 1 0 1

福祉政策課 5 3 8 大畑公民館 1 0 1

高齢者福祉課 3 9 12 脇野沢公民館 0 0 0

地域包括支援ｾﾝﾀｰ 1 3 4 図書館 2 3 5

生活福祉課 20 3 23 経営課 10 3 13

障がい福祉課 3 5 8 水道課 12 0 12

健康づくり推進課 0 16 16 下水道課 6 0 6

国保年金課 4 7 11 329 180 509

予防医療・感染症対策課 2 4 6

子ども家庭課 2 10 12

子育て支援課 3 12 15

キッズパーク 0 3 3

観光・シティプロモーション推進課 10 5 15

産業雇用政策課 3 3 6

農林畜産業振興課 10 0 10

水産業振興課 3 0 3

都市計画課 7 2 9

住宅政策課 3 2 5

土木維持課 7 0 7

用地課 7 0 7

建築技術課 7 2 9

土木技術課 9 0 9

※部長級職員は部内の連絡調整担当課に、政策推進監のうち事務取扱がある職員は及び副理事は担当課に、

　そのほかの政策推進監等は連絡調整担当課へ算入。

　また、教育委員会事務局総務課には、小中学校等調理師を算入。

むつ市職員配置

総 務 部

川 内 庁 舎

大 畑 庁 舎

企画政策部
出 納 室

議 会 事 務 局

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

監 査 委 員 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局

教育委員会
民 生 部

福 祉 部

上下水道局

健康づくり

推 進 部
合計

子 ど も

み ら い 部

経 済 部

都市整備部

建設技術部

財 務 部
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資料 11 事務組合等職員配置 
  

 １．下北地域広域行政事務組合の職員配置    

令和５年６月１日現在 

所      属 人  員   数 備    考 

 

事務局 総務課 

はまゆり学園 

廃棄物施設課 

出納室 

消防本部 

むつ消防署 

むつ消防署川内消防分署 

むつ消防署脇野沢消防分署 

大畑消防署 

大畑消防署風間浦消防分署 

大間消防署 

大間消防署佐井消防分署 

大湊消防署 

東通消防署 

 

  ８ 

  ※ 

  ４ 

  １ 

 ２９ 

 ４６ 

 ２１ 

 １７ 

 ２７ 

 １８ 

 ２９ 

 １８ 

 ２７ 

 ４６ 

 

 

指定管理者制度へ移行 

 

 

（消防本部：外部派遣職員２名含む） 

（むつ消防署：市併任職員２名含む） 

 

 

 

 

 

 

 

（東通消防署：村併任職員 1 名、 

         再任用職員 1 名含む） 

計（臨時職員除く） ２９１  

 

   ２．一部事務組合下北医療センターの職員配置 

令和５年４月１日現在 
所      属 人  員   数 備    考 

 

 事業本部事務局 

 むつ総合病院 

 むつリハビリテーション病院  

 国民健康保険大間病院 

 国民健康保険川内病院 

 国民健康保険大畑診療所 

 佐井地区診療所 

 国民健康保険脇野沢診療所 

 国民健康保険風間浦診療所 

 東通村診療所  

 白糠診療所  

 

  ７ 

４７５ 

  ※ 

５６ 

  ９ 

  ※ 

  ４ 

  ２ 

    ※ 

    ※ 

    ※ 

 

 

 

指定管理者制度へ移行 

 

 

指定管理者制度へ移行 

 

 

指定管理者制度へ移行 

        〃 

        〃 
計（特別職・再任用短時間・会計年
度任用職員除く） ５５３  

（注）※印のついている施設は、指定管理者制度をとっているため、 

一部事務組合の職員は配置されていない。
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資料 12 消防施設等の整備状況 
 

（１）整備状況 

消防施設等の現況は、次のとおりである。 

令和５年４月１日現在 

区 分 

消

防

吏

員 

及

び 

消

防

団

員 

数 

消防ポンプ 

計 

消 
 
 
 

防 
 
 

艇 
消 

 
 
 

火 
 
 

栓 

防 
 

火 
 

水 
 

槽 

耐
震
性 

 
 

貯 

水 

槽 

計 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
車 

屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
車 

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
自
動
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車 

むつ消防署 47  1    1 2  536 74 27 637 

大湊消防署 27  1   1 1 2  230 56 3 289 

消防団本団 24   2    2      

第1分団 23 1      1      

第2分団 28 1      1      

第3分団 19 1      1      

第4分団 22 1      1      

第5分団 17 1      1      

第6分団 20 1      1      

第7分団 23 1      1      

第8分団 15 1      1      

第9分団 15 1      1      

第10分団 16 1      1      

第11分団 21   1    1      

第12分団 14   1    1      

第13分団 19   1    1      

第14分団 21 1      1      

第15分団 15 1      1      

第16分団 16   1    1      

第17分団 15   1    1      

第18分団 13 1      1      

第19分団 6   1    1      

第20分団 11   1    1      

小計 447 13 2 9  1 2 26  766 130 30 926 
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区 分 

消

防 

吏

員 

及

び 

消

防 

団

員 

数 

消防ポンプ 

計 

消 
 
 
 

防 
 
 

艇 

消 
 
 
 

火 
 
 

栓 

防 
 

火 
 

水 
 

槽 

耐
震
性 

 
 

貯 

水 

槽 

計 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
車 

屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
車 

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
自
動
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車 

川内消防分署 21  1    1 2  66 37 10 113 

消防団本部 23             

第1分団 25 1      1      

第2分団 36 1      1      

第3分団 14   1    1      

第4分団 17   1    1      

第5分団 22   1    1      

第6分団 6   1    1      

第7分団 14   1    1      

第8分団 16  1     1      

第9分団 10   1    1      

第10分団 5   1    1      

第11分団 24 1  1    1      

第12分団 11   1    1      

小計 244 3 2 9   1 15  66 37 10 113 

大畑消防署 27  2    1 2  137 33  170 

消防団本部 23             

本部付分団 17 1      1      

第1分団 19 1      1      

第2分団 11 1      1      

第3分団 14 1      1      

第4分団 6   1    1      

第5分団 12   1    1      

第6分団 8   1    1      

第7分団 8   1    1      

第9分団 11   1    1      

第10分団 14   1    1      

小計 170 4 2 6   1 12  137 33  170 

脇野沢消防分署 17  1     1  47 28 12 87 

消防団本部 25 1            

第1分団 17 1      1      

第2分団 10   1    1      

第3分団 16   1    1      

第4分団 6   1    1      

第5分団 6   2    2      

第6分団 10   1    1      

第7分団 5   1    1      

小計 112 2 1 7    10  47 28 12 87 

合計 973 22 6 31  1 3 63  1,016 228 52 1,296 

（注）脇野沢消防分署管内の一部の消火栓は150mm未満の水道管へ接続。 
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ア 消防ポンプ自動車等整備計画 

区分 

全体計画（2017年度～2021年度） 

梯
子
付
消
防
自
動
車 

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 

消
防
救
急
車 

高
規
格
救
急
自
動
車 

救
助
工
作
車 

消
防
広
報
車 

小
型
動
力
ポ
ン
プ 

資
機
材
搬
送
車 

むつ消防署 むつ消防署 1 1     1     

川内消防分署  1  1       1 

脇野沢消防分署  1     1  1   

大畑消防署    1     1   

大湊消防署  1  1        

消

防

分

団

名 

むつ 

消防団 

第９分団   1         

第10分団   1         

第14分団   1         

第15分団   1         

第18分団   1         

川内 

消防団 

第２分団   1         

第８分団   1         

大畑 

消防団 

団本部         2   

第５分団     1       

第６分団     1       

脇野沢 

消防団 

団本部           1 

第４分団     1       

第５分団     1       

計 1 4 7 2 4  2  3  2 
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イ 消防水利整備計画        ２０２３年４月１日現在 

区分 現有数 
年次計画 

全体計画      

消 火 栓 
公設 ９９１       

私設 ２５       

防火水槽 

40m3未満 １７       

40～100m3未満 ２５９       

100m3以上 ４       

その他の水利 １０       

計 １，３０６       

 

 

  



 

-58- 

 

資料 13 通信施設等の整備状況 
 

ア 青森県防災情報ネットワーク 

青森県防災情報ネットワークは、県（災害対策本部）及び防災関係機関と各市町村を接続しており、連

絡の系統図は、次のとおりである。 

＜青森県防災情報ネットワーク回線構成図＞ 
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イ 消防無線 

(ｱ) 消防無線設備（デジタル波）は、次のとおりである。 ※ 周波数は非公開 

所 属 局種別 

周波数・空中線電力 

個数 設置場所 

予
備
電
源 

備
考 電周波数区

分 

出力

（Ｗ） 

消防本部 基地局 ８波 １０ １ 
小川町二丁目 
１４番１号 

0175-22-3819 

有  

卓上型 ８波 ５ １ 有 

移動局 ８波 ５ ７ 

 可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ３ 

むつ消防署 移動局 ８波 ５ １０ 
小川町二丁目 
１４番１号 

0175-22-1680  

 

可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ９ 

川内消防分署 卓上型 ８波 ５ １ 
川内町川内 

８８番地 
0175-42-3215 

有  

移動局 ８波 ５ ８ 

 可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ４ 

脇野沢消防分署 卓上型 ８波 ５ １ 
脇野沢渡向 
１４番地２ 

0175-44-2020 

有  

移動局 ８波 ５ ５ 

 可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ５ 

大畑消防署 卓上型 ８波 ５ １ 
大畑町松ノ木 
１５０番地１ 
0175-34-2233 

有  

移動局 ８波 ５ １０ 

 可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ５ 

大湊消防署 卓上型 ８波 ５ １ 
大湊新町 
３５番２５号 
0175-24-2091 

有  

 

 

 
 

移動局 ８波 ５ ５ 

 可搬型 ８波 ５ １ 

携帯局 ８波 ２ ４ 

※ 周波数区分は、統制波１・２・３、主運用波、活動波１・２・３・４の８波である。 
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(ｲ) 消防団の移動無線設備は、次のとおりである。 

むつ市消防団むつ消防団 

無線機区分 配備分団 

デジタルＣＲ 

簡易無線局車載型 

本団×２、５分団、６分団、７分団、８分団、９分団、１０分団、１１分団、 

１２分団、１３分団、１４分団、１５分団、１６分団、１７分団、１８分団、 

１９分団、２０分団 

計１８局 

デジタルＣＲ 

簡易無線局携帯型 

本団×２、５分団、６分団、７分団、８分団、９分団、１０分団、１１分団、 

１２分団、１３分団、１４分団、１５分団、１６分団、１７分団、１８分団、 

１９分団、２０分団                      計１８局 

特定省電力 

アナログ 

トランシーバー 

副団長×４、本団、１分団、２分団、３分団、４分団、５分団、６分団、 

７分団、８分団、９分団、１０分団、１１分団、１２分団、１３分団、 

１４分団、１５分団、１６分団、１７分団、１８分団、１９分団、２０分団 

計２５台 

 

むつ市消防団川内消防団 

無線機区分 配備分団 

デジタルＣＲ 

簡易無線局車載型 

２分団、３分団、４分団、５分団、６分団、７分団、９分団、１０分団、 

１１分団、１２分団、１３分団                 計１１局 

デジタルＣＲ 

簡易無線局携帯型 

２分団、３分団、４分団、５分団、６分団、７分団、９分団、１０分団、 

１１分団、１２分団、１３分団                 計１１局 

特定省電力 

アナログ 

トランシーバー 

団本部×２、１分団、２分団、３分団、４分団、５分団、６分団、７分団、 

８分団、９分団、１０分団、１１分団、１２分団、１３分団    計２５台 

 

むつ市消防団大畑消防団 

無線機区分 配備分団 

デジタルＣＲ 

簡易無線局車載型 
３分団、４分団、５分団、６分団、７分団、９分団、１０分団 

計７局 

デジタルＣＲ 

簡易無線局携帯型 
３分団、４分団、５分団、６分団、７分団、８分団、９分団、１０分団 

計８局 

特定省電力 

アナログ 

トランシーバー 

団本部×１０ 

                         計１０台 
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むつ市消防団脇野沢消防団 

無線機区分 配備分団 

デジタルＣＲ 

簡易無線局車載型 

本団、１分団、２分団、３分団、４分団、５分団×２、６分団、７分団 

計９局 

デジタルＣＲ 

簡易無線局携帯型 

本団、１分団、２分団、３分団、４分団、５分団×２、６分団、７分団 

計９局 

特定省電力 

アナログ 

トランシーバー 

団本部×２、１分団、２分団、３分団、４分団、５分団×２、６分団、７分団 

                         計１０台 

 

ウ 水道無線 

水道無線設備は、次のとおりである。 

所属 局種別 
呼出名称 

(呼出符号) 

設(営)置場所 

電話番号 
ＭＬの所属 

む 

つ 

市 

上
下
水
道
局 

ＦＢ すいどうむつ 

 

リモコン 

すいどうむつセンター 

 

すいどうむつかわうち 

 

すいどうむつおおはた 

上下水道局 

0175-28-4455 

上水道管理センタ

ー 

0175-29-1019 

川内庁舎 

0175-42-2111 

大畑庁舎 

0175-34-2111 

 

ＭＬ すいどうむつ  ・水道課(車載) 

すいどうむつ 1,3,4,8～

10,15,21,22,25 

・水道課(携帯) 

すいどうむつ 23,24,26,27 

・経営課（車載） 

すいどうむつ 12,16 

※ ＦＢ…基地局   ＭＬ…陸上移動局 
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エ むつ市放送施設（防災行政無線放送施設） 

市役所本庁舎を親局とし、市内全域に一斉あるいは選択して放送ができ、さらには各町内会毎に単独で

も使用できるようになっている。 

また、川内庁舎、大畑庁舎、脇野沢庁舎、むつ消防署、大畑消防署、むつ消防署川内消防分署及びむつ

消防署脇野沢消防分署に通信局を設置している。 

親局 通信局（遠隔制御局） 放送施設設置地区数 

１

局 

本庁舎（市民連携課） ２

局 

むつ消防署 

関根浜漁業協同組合 

94地区（子局152基） 

１

局 

川内庁舎（管理課） １

局 

むつ消防署川内消防分署 24地区（子局36基） 

１

局 

大畑庁舎（管理課） ７

局 

大畑消防署 

正津川地区公民館 

二枚橋地区公民館 

木野部地区公民館 

湯坂下町内会館 

上野町内会館 

湊町内会館 

19地区（子局33基） 

１

局 

脇野沢庁舎（管理課） ２

局 

むつ消防署脇野沢消防分署 

脇野沢村漁業協同組合 

12地区（子局15基） 

 

現在、防災行政無線放送施設のデジタル化に着手しており、以下の内容で更新される予定である。 

親局 通信局（遠隔制御局） 放送施設設置数 

本庁舎 

むつ消防署 むつ地区 49基 

川内庁舎（管理課） 

川内地区 13基 

川内消防分署 

大畑庁舎（管理課） 

大畑地区 13基 

大畑消防署 

脇野沢庁舎（管理課） 

脇野沢地区 11基 

脇野沢消防分署 
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資料 14 水防施設等の整備状況 
 

（１）整 備 状 況 

各水防倉庫の資機材の備蓄状況は、次のとおりである。 

令和５年１月現在 

 

所在地 

(規模) 

むつ市水防倉庫 下北地域県民局 

地域整備部 

水防倉庫 

文京町 

(116㎡) 

旧大湊消防署 

敷地内 

大湊浜町 

(26㎡) 

川 内  

川内町熊ヶ平 

（16㎡） 

旧大畑高校 

付近 

兎沢 

（95㎡） 

脇野沢 

消防分署内 

脇野沢渡向 

（26㎡） 

資 
 

機 
 

材 
 

名 

ツルハシ ３丁 ３丁 ２丁 ２丁 ６丁 

スコップ ３３丁 ３０丁 １０丁 １４丁 １０７丁 

掛矢 ６丁 ４丁 ３丁 ３丁 １５丁 

たこ槌 １丁  ２丁  ３丁 

唐鍬 ４丁 ４丁 ３丁 ３丁 ５丁 

ペンチ ６丁 ３丁 ３丁 ３丁 ５丁 

斧 ４丁 ３丁  ３丁 ２丁 

ノコギリ ５丁 ４丁 ５丁 ３丁 １７丁 

鎌 １５丁 ５丁 ５丁 ６丁 ４９丁 

ハンマー   ４丁 ３丁 ６丁 

丸太 ３７本 ５本 ３０本  ３４４本 

鋼棒     ３５０本 

土のう又は 

ビニール袋 
７，０９０枚 ５，６００枚 ５，０００枚 ４，６００枚 ２０，０００枚 

塩ビパイプ     １７本 

ビニールシート ５０枚 １６枚 １０枚 ７枚 ２００枚 

縄 ２９丸    １４４丸 

鉄線 ６０ｋｇ ３０ｋｇ   ４７５ｋｇ 

ロープ ９００ｍ １８０ｍ ２００ｍ  １，４００ｍ 

小車 ２台  ２台  １８台 

照明具 １５台   ３台 １台 

オイルフェンス     ３５０ｍ 

オイルマット     ７５０枚 

その他 

チェーンソー１ 

胴付５ 

鉄線カッター２ 

   

耐候性大型土のう 

100袋 

小型発電機 １台 

 

（２）整備計画 

水防倉庫の必要な資機材等については、順次整備を進めていく。  
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資料 15 海上災害対策施設等の整備状況 
 

（１）整備状況 

流出油防除資機材 

令和５年４月１日現在 

区分 
油中和剤 

（ç） 

油吸着剤 

（㎥） 

油吸着マット 

（枚） 

オイルフェン

ス 

Ｂ型 （ｍ） 

備考 

      

むつ市 

（浜奥内漁港） 
  ４００ ２００  

むつ市 

（関 根 漁 港） 
  ７００ ２００  

むつ市役所   １５０   

むつ消防署   １５０   

川内消防分署   ４０   

脇野沢消防分署 １８ １．５ ２８   

大畑消防署 ３ ０．０２ １０４   

大湊消防署  １．２ ８８   

青森県 

（下北地域県民局

地域整備部） 

  １４，３７０ ７００  

計 ２１ ２．７２ １６，０３０ １，１００  

 

（２）整備計画 

必要な資機材等については、順次整備に努める。 
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資料 16 救助用資機材の保有状況 
 

（１）整備状況 

令和５年４月１日現在 

区分 

一般救助器具 
重量物排除用

器具 
切断用器具 破壊用器具 測定用器具 

か
ぎ
付
は
し
ご 

三
連
は
し
ご 

金
属
製
折
り
た
た
み
は
し
ご 

空
気
式
救
助
マ
ッ
ト 

救
命
索
発
射
銃 

救
命
用
縛
帯 

平
担
架 

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ 

油
圧
ス
プ
レ
ッ
タ
ー 

可
搬
ウ
イ
ン
チ 

マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ 

大
型
油
圧
ス
プ
レ
ッ
タ
ー 

油
圧
切
断
機 

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー 

ガ
ス
溶
断
機 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー 

鉄
線
カ
ッ
タ
ー 

空
気
鋸 

空
気
式
大
型
油
圧
切
断
機 

万
能
斧 

ハ
ン
マ
ー 

削
岩
機 

ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル 

可
燃
性
ガ
ス
測
定
器 

有
毒
ガ
ス
測
定
器 

酸
素
濃
度
測
定
器 

放
射
線
測
定
器 

むつ消防署 2 2 2 1 1 8  2  2 1 2  2 1 2 3 2 2 8 2 1 1 2 2 2  

 
川内消防分署 1 1    4   1 1  1 1 1 1  3  1 3 1   2 1 2  

脇野沢消防分署 1 1    4   1 1 1   1  1 1   3 5   1    

大畑消防署 2 3   1 4  1 1 1 1 2  3  4 3  2 6 2   4 4 4  

大湊消防署 2 2    6 1 1 1 1 1 1  1  2 2   4 2    2 2  

計 8 9 2 1 2 26 1 4 4 6 4 6 1 8 2 9 12 2 5 24 11 1 1 9 9 10  

 

区分 

呼吸保護用

器 具 
隊員保護用器具 水難救護用器具 山岳 

救助用

器具 

その他の救助用器具 

耐
電
手
袋 

耐
電
衣 

耐
電
ズ
ボ
ン 

耐
電
長
靴 

防
毒
衣 

耐
熱
服 

放
射
線
防
護
服 

潜
水
器
具 

救
命
衣 

水
中
投
光
器 

救
命
浮
環 

浮
標 

救
命
ボ
ー
ト 

船
外
機 

水
中
ス
ク
ー
タ
ー 

投
光
器 

携
帯
拡
声
器 

携
帯
無
線
機 

応
急
処
置
用
セ
ッ
ト 

緩
降
機 

ロ
ー
プ
登
降
機 

空
気
呼
吸
器 

酸
素
呼
吸
器 

簡
易
呼
吸
器 

送
排
風
機 

登
山
器
具 

バ
ス
ケ
ッ
ト
型
担
架 

むつ消防署 19  5 1 5 5 5 5    15 69 14 4  1 1  5 3 3 6 10 2 1 2 

 
川内消防分署 13    3 1 1 1    7 32 3 3 2     3 4 3 5 1   

脇野沢消防分署 6    4 2 2 2    8 18 7 2 1     2 3 3 6 1  1 

大畑消防署 20   2 2   2  2  6 14 5 4 3 1 1   2 2 8 6   3 

大湊消防署 14    7 1  2  2  8 36 9 4 2     3 2 5 5 3  4 

計 72  5 3 21 9 8 12  4  41 16

9
38 17 8 2 2  5 13 14 25 32 7 1 10 

 

（２）整備計画 

必要な資機材等については、順次整備に努める。 
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資料 17 災害復旧用資機材等の保有状況 
 

ア 整備状況  

令和５年３月３１日現在 

所属 

種類 

ト
ラ
ッ
ク 

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク 

ブ
ル
ド
ー
ザ 

タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ 

ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル 

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル 

シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー 

モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ 

凍
結
防
止
剤
散
布
車 

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車 

小
型
除
雪
機 

本

庁

舎 

管財・施設経営課 2           

環境政策課  1     1    1 

児童家庭課           4 

農林畜産業振興課 4 2  1 13  1    1 

土木維持課    3   1 1 1 4 6 

市民スポーツ課 1           

川

内 

庁

舎 

管理課  1  1        

市民生活課    3      1 2 

大

畑 

庁

舎 

市民生活課  1  3    1   3 

脇

野

沢 

庁

舎 

管理課(総合課)    2        

市民生活課(総合課)    3        

計 8 6 0 17 13 0 3 2 1 6 20 

 

イ 整備計画 

必要な重機類については、順次整備を進めていく。 
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資料 18 山地災害危険地区一覧 
 

ア 山地災害危険地区 

(ｱ) 山腹崩壊危険地区  

（東北森林管理局） 

番号 

位置 直 接 保 全 対 象 施 設 

備考 
字（林班） 

人家戸

数 
公 共 施 設 道路 

１ 大畑町朝比奈岳  （1039）   県道 国有林 

２ 大畑町赤滝山  （1058）   県道 国有林 

３ 大畑町赤滝山  （1058） 4 老人センター 県道 国有林 

４ 大畑町葉色山  （1172）   県道 国有林 

５ 大畑町葉色山  （1176）  孵化場 市道 国有林 

６ 大畑町朝比奈岳  （1049）   県道 国有林 

７ 大畑町朝比奈岳  （1039）   県道 国有林 

８ 大畑町大尽山  （79）   林道 国有林 

９ 川内町湯野川山  （748） 24 公民館 県道 国有林 

10 川内町田野沢山  （766）   県道 国有林 

11 川内町高野山  （717）   林道 国有林 

12 大畑町朝比奈岳  （1048）   県道 国有林 

13 大畑町朝比奈岳  （1048）   県道 国有林 
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（県農林水産部林政課） 

危険地区番号 

位置 公共施設等 

備考 
大 字 字 

人家戸

数 
公 共 施 設 道路 

208 S0001 大 平  17  市道 民有林 

208 S0002 中 野 畑沢野   市道 民有林 

208 S0003 川内町蛎崎寺ノ前 8 1 国道 民有林 

208 S0004 川内町宿野部   国道 民有林 

208 S0005 川内町川代家ノ上 4  国道 民有林 

208 S0006 川内町葛沢 15  国道 民有林 

208 S0007 川内町中道   市道 民有林 

208 S0008 川内町下小倉平 25 1 市道 民有林 

208 S0009 川内町桧川稲沢 30 1 国道 民有林 

208 S0010 川内町熊ケ平 3  市道 民有林 

208 S0011 大畑町木野部 10  国道 民有林 

208 S0012 大畑町木野部 7  国道 民有林 

208 S0013 大畑町釣屋浜 5 1 国道 民有林 

208 S0014 大畑町孫次郎間 15  市道 民有林 

208 S0015 大畑町湯坂下 15  県道 民有林 

208 S0016 大畑町小目名村 46  県道 民有林 

208 S0017 大畑町本町 80  市道 民有林 

208 S0018 大畑町兎沢 3 1 市道 民有林 

208 S0019 大畑町喜和田川平 23  県道 民有林 

208 S0020 大畑町明神平 2  県道 民有林 

208 S0021 脇野沢九艘泊 20 2 県道 民有林 

208 S0022 脇野沢蛸田 20 2 県道 民有林 

208 S0023 脇野沢寄浪 35 2 県道 民有林 

208 S0024 脇野沢新井田 30 2 県道 民有林 

208 S0025 脇野沢瀬野 3 2 県道 民有林 

208 S0026 脇野沢脇野沢  1 市道 民有林 

208 S0027 脇野沢渡向 20 2 市道 民有林 

208 S0028 脇野沢七引  1 国道 民有林 

208 S0029 脇野沢滝山 30 1 国道 民有林 

208 S0030 脇野沢田ノ頭   国道 民有林 

208 S0031 脇野沢源藤城 40  国道 民有林 

208 S0032 脇野沢芋田 50 2 市道 民有林 
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(ｲ) 崩壊土砂流出危険地区 

       （東北森林管理局） 

番号 
位置 直 接 保 全 対 象 施 設 

備考 
大字 字（林班） 人家戸数 公共施設 道路 

１ 大畑町 佐藤ヶ平 (2094～2095） 40  国道 国有林 

２ 大畑町 佐藤ヶ平 (2058～2093) 25  国道 国有林 

３ 大畑町 佐藤ヶ平 (1195・1196) 13 公民館 国道 国有林 

４ 大畑町 佐藤ヶ平 (1191～1194) 15 小学校 国道 国有林 

５ 大畑町 佐藤ヶ平 (1185～1187)   県道 国有林 

６ 大畑町 葉色山 (1182～1184)   県道 国有林 

７ 大畑町 葉色山 (1173～1178) 2 孵化場 県道 国有林 

８ 大畑町 葉色山 (1172)   県道 国有林 

９ 大畑町 葉色山 (1172)   県道 国有林 

10 大畑町 葉色山 (1167～1171)   県道 国有林 

11 大畑町 葉色山 (1164)  浄水場 林道 国有林 

12 大畑町 葉色山 (1157～1161)   林道 国有林 

13 大畑町 赤滝山 (1075)   県道 国有林 

14 大畑町 赤滝山 (1058～1073) 4  県道 国有林 

15 大畑町 朝比奈岳  (1040・1041)   県道 国有林 

16 大畑町 朝比奈岳 (1042）   県道 国有林 

17 大畑町 朝比奈岳 （1040）   県道 国有林 

18 大畑町 赤滝山 （1077）   県道 国有林 

19 城ヶ沢 掬沢山 （13～18）  浄水場  国有林 

20 大湊 釜臥山 （21）  浄水場  国有林 

21 大湊 釜臥山 (24） 70  国道 国有林 

22 大湊 釜臥山 (25） 60  国道 国有林 

23 大湊 釜臥山 (25） 45  国道 国有林 

24 大平 荒川山  （26・27・128・129） 40 浄水場 市道 国有林 

25 大平 荒川山 (28～31） 20  市道 国有林 

26 城ヶ沢 椈沢山 (1～7） 10  市道 国有林 

27 関根 南関根第一(154～156） 25   国有林 

28 田名部 

・関根 

矢立山・南関根第一 

 (38・39・41～43・150～152） 

25 
 

 国有林 

29 大湊 釜臥山 （22）   国道 国有林 

30 城ヶ沢 椈沢山 （20）   市道 国有林 

31 大畑町 大尽山 （63・64）   市道 国有林 

32 川内 湯野川山 （748） 24 公民館 県道 国有林 

33 川内 田野沢山 （785～790）   県道 国有林 

34 川内 福浦山 （805～808）   県道 国有林 
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番号 
位置 直 接 保 全 対 象 施 設 

備考 
大字 字（林班） 人家戸数 公共施設 道路 

35 川内 田野沢山 （788）   県道 国有林 

36 川内 板家戸 （872）   林道 国有林 

37 川内 曽古部山 （859）   林道 国有林 

38 脇野沢 源藤城 （981） 3  県道 国有林 

39 脇野沢 源藤城 （982） 1  県道 国有林 

40 脇野沢 源藤城 （983） 25  県道 国有林 

41 川内 金八山 （908～911）   林道 国有林 

42 大畑町 朝比奈岳 （1048）   県道 国有林 

43 脇野沢 源藤城 （961）  水道施設 国道 国有林 

44 脇野沢 源藤城 （975） 7  国道 国有林 

 

（県農林水産部林政課） 

危険地区番号 

位置 公共施設等 

備考 
大字 字 

人家戸

数 
公共施設 道路 

208 Ｈ0001 関根 新田川目 20 1 市道 民有林 

208 Ｈ0002 関根 新田川目 20 1 市道 民有林 

208 Ｈ0003 関根 高梨川目 25 1 市道 民有林 

208 Ｈ0004 関根 高梨川目 25 1 市道 民有林 

208 Ｈ0005 城ヶ沢 大川目 20 1 市道 民有林 

208 Ｈ0006 城ヶ沢 大川目 20 1 市道 民有林 

208 Ｈ0007 城ヶ沢 永下 25 1 市道 民有林 

208 Ｈ0008 大湊 宇曽利川 30 1 国道 民有林 

208 Ｈ0009 奥内 本畑 10  市道 民有林 

208 Ｈ0010 奥内 二又 10  市道 民有林 

208 Ｈ0011 奥内 奥内 60 1 国道 民有林 

208 Ｈ0012 中野沢 穴明窪 25  国道 民有林 

208 Ｈ0013 中野沢 南川代 50 1 国道 民有林 

208 Ｈ0014 中野沢 畑沢野  1 市道 民有林 

208 Ｈ0015 関根 高梨 5  市道 民有林 

208 Ｈ0016 関根 高梨 12 1 市道 民有林 

208 Ｈ0017 関根 高梨   国道 民有林 

208 Ｈ0018 田名部 落野沢 30  国道 民有林 

208 Ｈ0019 奥内 鍋谷沢 31 2 国道 民有林 

208 Ｈ0020 川内町宿野部目倉川   国道 民有林 

208 Ｈ0021 川内町休所 20 3 国道 民有林 

208 Ｈ0022 川内町下小倉平 2  県道 民有林 

208 Ｈ0023 川内町釜谷 20  県道 民有林 

208 Ｈ0024 川内町石倉沢 7  市道 民有林 
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危険地区番号 

位置 公共施設等 

備考 
大字 字 

人家戸

数 
公共施設 道路 

208 Ｈ0025 川内町川代 20 2 国道 民有林 

208 Ｈ0026 川内町銀杏木 20 2 国道 民有林 

208 Ｈ0027 川内町銀杏木 75 1 県道 民有林 

208 Ｈ0028 川内町釜谷 30 2 県道 民有林 

208 Ｈ0029 川内町獅子畑  1 市道 民有林 

208 Ｈ0030 川内町宿野部穴畑平   国道 民有林 

208 Ｈ0031 大畑町佐助川  1 国道 民有林 

208 Ｈ0032 大畑町佐助川 2  国道 民有林 

208 Ｈ0033 大畑町佐助川 5 1 国道 民有林 

208 Ｈ0034 大畑町佐助川 10  国道 民有林 

208 Ｈ0035 大畑町佐助川 5  国道 民有林 

208 Ｈ0036 大畑町佐助川 5  国道 民有林 

208 Ｈ0037 大畑町木野部 10  国道 民有林 

208 Ｈ0038 大畑町釣屋浜 5 1 国道 民有林 

208 Ｈ0039 大畑町孫次郎間 15  国道 民有林 

208 Ｈ0040 大畑町小目名村 5  県道 民有林 

208 Ｈ0041 大畑町小目名村 12  県道 民有林 

208 Ｈ0042 大畑町小目名村   県道 民有林 

208 Ｈ0043 大畑町赤坂 7  市道 民有林 

208 Ｈ0044 大畑町南町 30 1 国道 民有林 

208 Ｈ0045 大畑町関根橋 20 1 市道 民有林 

208 Ｈ0046 大畑町関根橋   市道 民有林 

208 Ｈ0047 大畑町関根橋   市道 民有林 

208 Ｈ0048 大畑町関根橋   市道 民有林 

208 Ｈ0049 脇野沢蛸田 20 1 県道 民有林 

208 Ｈ0050 脇野沢寄浪 15 2 県道 民有林 

208 Ｈ0051 脇野沢辰内  1 国道 民有林 

208 Ｈ0052 脇野沢辰内   国道 民有林 

208 Ｈ0053 脇野沢辰内   国道 民有林 

208 Ｈ0054 脇野沢辰内   国道 民有林 

208 Ｈ0055 脇野沢辰内   国道 民有林 

208 Ｈ0056 脇野沢源藤城 20  国道 民有林 

208 Ｈ0057 脇野沢口広   国道 民有林 

 

  



 

-72- 

(ｳ) 地すべり危険箇所      （東北森林管理局） 

番

号 

 

位置 
林班 地区名 

直接保全対象施設 

人家 

戸数 

公共施設  

道路 種類 数量 

1 川内町田野沢山 767 トリノ沢    県道 

 

（県農林水産部林政課） 

番号 位置 
 

地区名 

直接保全対象施 

備考 人家 

戸数 

公共施設 

種類 数量 

208-G0001 川内町大滝 大滝 1 農道 800ｍ  

208-G0002 恐山 恐山  
県道 

林道 

600ｍ 

1,100ｍ 

 

 

 

（県農林水産部農村整備課） 

番号 地区名 位置 面積 

保全対象 

備考 
人家 

(戸) 

耕地 

(ha) 

その

他 

(ha) 

主な施設等 

1 傘松 川内町川内蛎崎 28.0 0 16.0 12.0 農道  

 

（県土整備部河川砂防課） 

番

号 
区域名 位置 面積 河川名 

区域内の保全対象 

公共施設等 人家 

(戸) 

耕地 

(ha) 
公共的建物 

1 矢櫃川 川内町川内 42.3 矢櫃川   砂防ダム１  

2 上小倉平 川内町川内 65.3 川内川 81 7.0 公民館１ 
市道800ｍ 

林道1,500ｍ 

3 滝山 脇野沢 28.6 脇野沢川  2.5   

4 源藤城 脇野沢 12.5 脇野沢川 10   林道100ｍ 
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資料 19 小規模山地崩壊危険地区一覧 
 

 （県農林水産部林政課） 

危険地区番号 
位置 公共施設 

大字 字 人家戸数 道路 

208 小0001 中野沢 中野沢   

208 小0002 中野沢 畑沢野   

208 小0003 川内町熊ケ平 3 市道 

208 小0004 川内町桧川川代 5 国道 

208 小0005 脇野沢芋田 50 県道 

208 小0006 脇野沢蛸田 20 市道 

208 小0007 脇野沢新井田  県道 

208 小0008 脇野沢新井田  市道 

208 小0009 脇野沢九艘泊芋田  県道 
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資料 20 海岸侵食危険地一覧 

 

（県農林水産部林政課） 

地区名 海岸延長 防災林延長 侵 食 海 岸 延 長 

津 軽 海 峡 ５．３ｋｍ １．７ｋｍ １．７ｋｍ 

陸 奥 湾 内 ６２．６ｋｍ １５．８ｋｍ １５．８ｋｍ 
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資料 21 なだれ危険箇所一覧 
 

（東北森林管理局） 

番号 場所 

1 大畑町赤滝山国有林1058 

2 大畑町赤滝山国有林1074 

3 大畑町字朝比奈岳1049 

 

（県農林水産部林政課） 

危険地区番号 
位置 公共施設 

大字・字 人家戸数 道路 

208 な0001 大畑町小目名村 13 県道 

208 な0002 大畑町筒万坂 17 市道 

208 な0003 大畑町釣屋浜 8 国道 

208 な0004 脇野沢滝山 23 国道 

208 な0005 脇野沢蛸田 9 県道 

 

（ランクⅠ）         （県土整備部河川砂防課） 

箇所 

番号 
箇所名 位置 

所在地 
人
家
戸
数 

公共施設等 
延長 

傾 
斜 
度 

傾
斜
高
さ 

1 柳町 柳町三丁目 580 36 12 34 その他2、国道、市道 

2 赤坂 田名部下道 500 30 20 34 市道 

3 大平町 大平町 75 24 30 0 その他 

4 梨子木平 大平梨子木平 110 24 20 0 浄水場 

5 蛎崎 川内町蛎崎寺ノ前 330 42 12 17  

6 桧川2号 川内町桧川川代 340 38 13 33 国道、市道 

7 桧川1号 川内町桧川川代 230 38 20 14 公民館、市道 

8 初見1号 川内町休所 60 33 45 12 市道 

9 初見2号 川内町休所 80 32 50 7 公民館、市道 

10 新田 川内町新田 140 35 20 5 市道 

11 湯野川1号 川内町湯野川 500 30 155 21 屯所、郵便局、公民館、宿泊施設3、

県道、市道、河川、橋梁2 

12 桧川4号 川内町桧川家ノ上 130 27 20 0 旧学校 

13 獅子畑 川内町獅子畑 150 28 70 0 発電所、県道 

14 下小倉平 川内町川内下小倉

平 

300 26 90 16 市道 

15 桧川3号 川内町桧川川代 120 36 10 6 市道 

16 野平 川内町板家戸 40 50 140 0 県施設、県道、ダム 

17 本町1号 大畑町本町 310 32 33 17 市道 
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箇所 

番号 
箇所名 位置 

所在地 
人
家
戸
数 

公共施設等 
延長 

傾 
斜 
度 

傾
斜
高
さ 

18 小目名村 大畑町小目名村 330 27 40 18 屯所、公民館、市道 

19 湯坂下 大畑町湯坂下 1050 30 48 74 児童福祉、公民館、国道県道、市道、

私道 

20 孫次郎間1号 大畑町孫次郎間 260 45 16 11  

21 孫次郎間2号 大畑町孫次郎間 250 45 14 19 私道、河川 

22 二枚橋1号 大畑町二枚橋 380 52 19 26 市道 

23 二枚橋2号 大畑町二枚橋 265 36 20 23 国道 

24 釣屋浜3号 大畑町釣屋浜 110 37 47 13 私道 

25 釣屋浜1号 大畑町釣屋浜 140 53 24 4 屯所、公民館、国道、市道 

26 木野部1号 大畑町木野部 180 30 17 6 国道、河川 

27 木野部3号 大畑町木野部 370 50 19 14 国道、市道 

28 佐助川1号 大畑町佐助川 750 30 24 37 屯所、旧学校、公民館、国道、市道 

29 佐助川2号 大畑町佐助川 150 30 26 5 国道、市道、橋梁1 

30 薬研2号 大畑町薬研 70 30 90 0 宿泊施設、県道 

31 孫次郎間3号 大畑町孫次郎間 230 42 15 6 市道 

32 大赤川 大畑町大赤川 193 55 12 6 公民館、市道 

33 薬研1号 大畑町薬研 40 36 170 1 老人福祉 

34 薬研3号 大畑町薬研 100 30 95 1 宿泊施設3、県道 

35 兎沢1号 大畑町兎沢 80 42 12 8  

36 兎沢2号 大畑町兎沢 120 30 20 0 学校 

37 水木沢 大畑町水木沢 80 40 14 0 宿泊施設 

38 釣屋浜2号 大畑町釣屋浜 15 32 10 0 学校 

39 九艘泊2号 脇野沢九艘泊 180 32 40 11 県道、市道、河川、橋梁 4 

40 九艘泊3号 脇野沢九艘泊 100 32 35 0 旧学校 

41 九艘泊1号 脇野沢九艘泊 150 35 110 25 市道、河川、橋梁2 

42 芋田1号 脇野沢九艘泊 200 50 60 12 公民館、県道、市道、河川、橋梁1 

43 蛸田1号 脇野沢蛸田 150 40 23 7 県道 

44 寄浪1号 脇野沢寄浪 280 37 35 17 公民館、宿泊施設、県道、市道、河

川、橋梁2 

45 寄浪2号 脇野沢寄浪 120 40 40 9 公民館、宿泊施設、県道、市道、河

川、橋梁1 

46 寄浪3号 脇野沢寄浪 150 22 47 13 屯所 

47 新井田2号 脇野沢新井田 200 28 40 8 屯所、公民館、県道、市道 

48 脇野沢 脇野沢渡向 200 60 16 0 役場、その他 

49 小沢 脇野沢小沢 80 35 15 0 その他、河川 

50 九艘泊5号 脇野沢九艘泊 100 32 40 7 旧学校、その他、市道、河川 

51 滝山1号 脇野沢滝山 140 24 50 0 旧学校、市道 

52 九艘泊4号 脇野沢九艘泊 250 30 110 0 公民館、市道、河川、ダム1 

53 芋田2号 脇野沢九艘泊 140 42 25 7 県道、市道、河川 

54 新井田1号 脇野沢新井田 100 28 70 5 市道 
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箇所 

番号 
箇所名 位置 

所在地 
人
家
戸
数 

公共施設等 
延長 

傾 
斜 
度 

傾
斜
高
さ 

55 渡向 脇野沢渡向 100 24 60 5 市道 

56 桂沢 脇野沢桂沢 70 30 20 17 市道 

 

 

（ランクⅡ）         （県土整備部河川砂防課） 

箇所 

番号 
箇所名 位置 

所在地 
人

家

戸

数 

公共施設等 延

長 

傾 

斜 

度 

傾

斜

高

さ 

1 荒川 大平荒川 30 33 12 1 市道 

2 十二林 十二林 100 30 10 4  

3 宇曽利山 田名部字宇曽利山 80 26 13 1 その他1 

4 奥内 奥内今泉 20 32 10 1  

5 家ノ上 川内町家ノ上 60 40 12 0 国道 

6 八右エ門沢 川内町八右エ門沢 40 43 10 1 国道 

7 館山下 川内町舘山下 110 38 155 0 県道 

8 湯野川2号 川内町湯野川 20 35 50 1  

9 木野部2号 大畑町木野部 50 30 23 3  

10 薬研4号 大畑町薬研 100 44 46 1 県道 

11 赤坂 大畑町赤坂 40 35 10 1  

12 本町2号 大畑町本町 50 32 11 0 その他1 

13 谷地道 大畑町谷地道 70 43 12 0 その他1 

14 九艘泊9号 脇野沢九艘泊 100 30 85 1 その他1、県道、ダム2、橋梁 

15 寄浪4号 脇野沢寄浪 50 27 30 2 市道 

16 九艘泊10号 脇野沢九艘泊 80 30 60 2 市道 

17 九艘泊6号 脇野沢九艘泊 40 40 90 0 その他1、国道 

18 九艘泊7号 脇野沢九艘泊 30 35 40 0  

19 九艘泊8号 脇野沢九艘泊 80 24 150 0 その他1 

20 芋田3号 脇野沢九艘泊 20 43 15 1  

21 芋田4号 脇野沢九艘泊 20 38 25 1  

22 芋田5号 脇野沢九艘泊 20 55 12 1  

23 蛸田2号 脇野沢蛸田 30 40 27 2 県道 

24 蛸田3号 脇野沢蛸田 15 30 12 0  

25 蛸田4号 脇野沢蛸田 110 40 35 2  

26 蛸田5号 脇野沢蛸田 80 30 95 1 県道 

27 田ノ頭1号 脇野沢田ノ頭 40 28 85 0 国道 

28 田ノ頭2号 脇野沢田ノ頭 100 30 40 0  

29 田ノ頭3号 脇野沢田ノ頭 50 30 75 0  

30 滝山2号 脇野沢滝山 20 30 10 1 市道 

  



 

-78- 

（ランクⅢ）         （県土整備部河川砂防課） 

箇所 

番号 
箇所名 位置 

所在地 
人

家

戸

数 

 

公共施設等 延

長 

傾 

斜 

度 

傾

斜

高

さ 

1 大湊1号 大湊八森ノ内大久保 150 24 30   

2 大湊2号 大湊八森ノ内大久保 100 30 15   

3 緑ヶ丘 緑ヶ丘 110 30 10   

4 内田 田名部内田 150 25 10   

5 兎沢3号 大畑町兎沢 150 28 15   

6 湯坂下2号 大畑町湯坂下 150 28 50   

7 湯坂下3号 大畑町湯坂下 150 25 55   
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資料 22 砂防指定地一覧 
 

(ｱ) 砂防指定地 （県土整備部河川砂防課） 

 

整理 

番号 

告示年月日及び番号 級 水系名 幹川名 渓流名 位置 面積 

年号 年 月 日 省庁 番号     都市 町村 大字 字 
延長 

（ｍ） 
幅(m) 面積(ha) 

1 昭和 26 11 13 建設省 963 2 大畑川 大畑川 大畑川 むつ市 大畑町 薬研 大畑山 0.0 0.0 0.0440 

2 昭和 26 11 13 建設省 963 2 大畑川 大畑川 大畑川 むつ市 大畑町 薬研 大畑山 5,500.0 160.0 88.0000 

3 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 大畑川 大畑川 小目名沢 むつ市 大畑町 小目名 朝比奈山 2,950.0 20.0 5.9000 

4 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 大畑川 大畑川 小目名沢 むつ市 大畑町 小目名 朝比奈山 2,950.0 100.0 29.5000 

5 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 川内川 川内川 湯の川 むつ市 川内町 湯の川 田の沢山 3,350.0 30.0 10.1000 

6 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 川内川 川内川 湯の川 むつ市 川内町 湯の川 田の沢山 3,350.0 100.0 33.5000 

7 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 脇野沢川 脇野沢川 脇野沢川 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 3,000.0 15.0 4.5000 

8 昭和 28 11 10 建設省 1410 2 脇野沢川 脇野沢川 脇野沢川 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 3,000.0 100.0 30.0000 

9 昭和 30 5 10 建設省 629 2 大畑川 大畑川 ゴニ沢 むつ市 大畑町 小目名 明神平山 1,600.0 10.0 1.6000 

10 昭和 30 5 10 建設省 629 2 大畑川 大畑川 ゴニ沢 むつ市 大畑町 小目名 明神平山 1,600.0 100.0 16.0000 

11 昭和 30 5 10 建設省 629 2 脇野沢川 脇野沢川 蠣崎越沢 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 1,600.0 10.0 1.6000 

12 昭和 30 5 10 建設省 629 2 脇野沢川 脇野沢川 蠣崎越沢 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 1,600.0 80.0 12.8000 

13 昭和 31 4 16 建設省 722 2 大畑川 大畑川 鯎滝川 むつ市 大畑町 薬研 朝比奈山 850.0 40.0 3.4000 

14 昭和 31 4 16 建設省 722 2 川内川 湯の川 湯の小川 むつ市 川内町 湯の川 湯の川山 

国有林 

1,430.0 40.0 5.7200 

15 昭和 31 9 29 建設省 1534 2 川内川 川内川 川内川 むつ市 川内町 川内 福浦山 3,100.0 40.0 12.4000 

16 昭和 32 11 13 建設省 1411 2 脇野沢川 脇野沢川 脇野沢川 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城山 150.0 35.0 0.5250 

17 昭和 34 3 30 建設省 602 2 大畑川 大畑川 葉色沢 むつ市 大畑町 小目名 葉色山 440.0 40.0 1.7600 

18 昭和 34 3 30 建設省 602 2 桧川 桧川 桧川 むつ市 川内町 桧川 釜の沢山 800.0 20.0 1.6000 

19 昭和 34 10 6 建設省 1947 2 川内川 川内川 矢櫃川 むつ市 川内町 大田 会有部山 670.0 60.0 4.0200 

20 昭和 37 12 1 建設省 2959 2 大畑川 大畑川 小目名沢 むつ市 大畑町  朝比奈山 380.0 40.0 1.5200 

21 昭和 37 11 29 建設省 2956    小荒川 むつ市  大湊 大平 500.0 54.0 2.7000 

22 昭和 38 10 14 建設省 2612 2 田名部川 田名部川 二又沢 むつ市  田名部 矢立山 700.0 100.0 7.0000 

23 昭和 41 2 1 建設省 95 2 宿野部川 宿野部川 西又沢 むつ市 川内町 宿野部 狸平金八山 4,350.0 120.0 26.8100 

24 昭和 41 2 1 建設省 95    小荒川 むつ市  大湊 大平 1,585.0 16.0 2.5750 

25 昭和 42 3 31 建設省 1159 2 川内川 湯の川 湯の小川 むつ市 川内町 川内 湯の川 1,650.0 40.0 6.6000 

26 昭和 42 3 31 建設省 1159 2 大畑川 大畑川 添木沢 むつ市 大畑町 大畑 葉色山 2,250.0 80.0 18.0000 

27 昭和 42 11 30 建設省 3935 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 荒川山 2,000.0 50.0 10.0000 

28 昭和 43 12 3 建設省 3485 2 田名部川 田名部川 小川 むつ市  田名部 松山 1,000.0 60.0 6.0000 

29 昭和 45 3 5 建設省 242 他 その他 小松野 小松野沢 むつ市  大湊 荒川山 

大平山 

0.0 0.0 0.0000 

30 昭和 45 3 5 建設省 242 2 川内川 湯の川 新助川 むつ市 川内町 川内 田の沢山 1,500.0 60.0 9.0000 

31 昭和 46 2 13 建設省 160 他 その他 大川目川 大川目川 むつ市  大湊 掬ノ沢山 

国有林 

1,300.0 60.0 7.8000 

32 昭和 47 8 4 建設省 1353 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 荒川国有林 300.0 100.0 18.0000 

33 昭和 48 2 1 建設省 221 他 その他 大赤川 大赤川 むつ市 大畑町 大畑 大赤川 1,500.0 60.0 9.0000 

34 昭和 48 2 1 建設省 221 他 その他 小赤川 小赤川 むつ市 大畑町 大畑 大赤川 1,600.0 80.0 12.8000 

35 昭和 49 1 18 建設省 49 2 脇野沢川 脇野沢川 脇野沢川 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 

国有林 

1,300.0 0.0 11.7000 

36 昭和 49 1 18 建設省 49 2 男川 男川 小川平沢 むつ市 川内町  松山 

国有林 

1,200.0 0.0 8.3000 

37 昭和 49 1 18 建設省 49 他 その他 小松野沢 小松野沢 むつ市   大湊新町 0.0 0.0 0.0000 

38 昭和 49 12 5 建設省 1443 2 川内川 川内川 矢櫃川 むつ市 川内町 川内 曽古部山 

国有林 

600.0 0.0 3.0000 

39 昭和 49 12 5 建設省 1443 2 川内川 川内川 小倉平川 むつ市 川内町 川内 曽古部山 

国有林 

600.0 0.0 2.7000 

40 昭和 51 3 9 建設省 111 2 脇野沢川 脇野沢川 脇野沢川 むつ市 脇野沢 源藤城 源藤城 

国有林 

660.0 0.0 2.2000 

41 昭和 51 3 9 建設省 111 2 川内川 川内川 新助川 むつ市 川内町 川内 湯の川山 

国有林 

420.0 0.0 0.9000 

42 昭和 52 1 24 建設省 55 2 川内川 川内川 小倉平川 むつ市 川内町 川内 曽古部山 

国有林 

360.0 0.0 0.8000 

43 昭和 52 12 3 建設省 1566 他 その他 芋田沢 芋田沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 210.0 0.0 0.8800 

44 昭和 54 1 30 建設省 101 2 川内川 川内川 安部城川 むつ市 川内町 安部城 高野山 

国有林 

480.0 0.0 2.6000 

45 昭和 54 1 30 建設省 101 他 その他 下狄川 下狄川 むつ市 大畑町 大畑 釣屋浜 600.0 0.0 7.1000 

46 昭和 54 1 30 建設省 101 他 その他 小松野沢 小松野沢 むつ市  大湊 近川ノ内 

伝次渡 

280.0 0.0 1.2000 

47 昭和 55 4 23 建設省 911 他 その他 大川目川 大川目川 むつ市  城ヶ沢 掬沢屋 

国有林 

550.0 0.0 3.5400 

48 昭和 55 4 23 建設省 911 他 その他 高野川 高野川 むつ市 川内町 川内 高野山 

国有林 

900.0 0.0 6.7700 

49 昭和 55 4 23 建設省 912 他 その他 小松野沢 小松野沢 むつ市  大湊 荒川山大平

山国有林 

1,500.0 0.0 6.0500 
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整理 

番号 

告示年月日及び番号 級 水系名 幹川名 渓流名 位置 面積 

年号 年 月 日 省庁 番号     都市 町村 大字 字 
延長 

（ｍ） 
幅(m) 面積(ha) 

50 昭和 55 4 24 建設省 921 他 その他 小松野沢 小松野沢 むつ市   大湊新町 1,550.0 0.0 7.8000 

51 昭和 56 4 22 建設省 928 他 その他 芋田沢 芋田沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 210.0 0.0 0.9700 

52 昭和 56 4 22 建設省 928 2 田名部川 田名部川 小川 むつ市  田名部 田名部山 

第一国有林 

550.0 0.0 6.9500 

53 昭和 56 4 22 建設省 928 他 その他 宇曽利川 水上沢 むつ市  大湊 宇曽利 

川村 

285.0 0.0 2.5600 

54 昭和 56 4 22 建設省 928 2 脇野沢川 脇野沢川 蛎崎越沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 源藤城 

国有林 

350.0 0.0 0.5300 

55 昭和 57 8 4 建設省 1460 他 その他 宇曽利川 水上沢 むつ市  大湊 宇曽利 

川村 

106.0 0.0 0.3600 

56 昭和 57 8 4 建設省 1460 他 その他 大沢川 大沢川 むつ市  大湊 大沢 165.0 0.0 0.3800 

57 昭和 57 8 4 建設省 1460 他 その他 小荒川 小荒川 むつ市  大平 大平 

国有林 

110.0 0.0 0.1100 

58 昭和 59 1 30 建設省 97 他 その他 畑ノ沢 畑ノ沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 165.0 0.0 0.3200 

59 昭和 59 9 17 建設省 1329 他 その他 寄浪川 寄浪川 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 240.0 0.0 0.6600 

60 昭和 59 9 17 建設省 1329 他 その他 木野部沢 木野部川 むつ市 大畑町 大畑 木野部 122.0 0.0 0.2155 

61 昭和 59 9 17 建設省 1329 2 川内川 湯の川 湯の小川 むつ市 川内町 川内 湯野川山 

国有林 

330.0 0.0 0.4618 

62 昭和 59 9 17 建設省 1329 他 その他 宇曽利川 水上沢 むつ市  大湊 宇曽利 

川村 

340.0 0.0 3.4700 

63 昭和 60 6 15 建設省 933 他 その他 稲荷川 稲荷川 むつ市  大湊 近川 170.0 0.0 0.6500 

64 昭和 60 6 15 建設省 933 他 その他 寄浪川 寄浪川 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 238.0 0.0 0.5300 

65 昭和 61 7 24 建設省 1345 他 その他 小荒川 小荒川 むつ市  大平 大平 

国有林 

91.0 0.0 0.1800 

66 昭和 61 7 24 建設省 1345 他 その他 水上沢 水上沢 むつ市  大湊 宇曽利 

川村 

214.0 0.0 0.7200 

67 昭和 61 9 29 建設省 1577 他 その他 大赤川 大赤川 むつ市 大畑町 大畑 大赤川 477.0 0.0 0.5500 

68 昭和 61 9 29 建設省 1577 他 その他 宇田川 宇田川 むつ市  大湊 大川守 170.0 0.0 1.2500 

69 昭和 61 9 29 建設省 1577 他 その他 大近川 大近川 むつ市  大湊 大川守 252.0 0.0 1.2700 

70 昭和 62 10 15 建設省 1764 他 その他 蛸田沢 蛸田沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 蛸田 170.0 0.0 0.7700 

71 昭和 62 10 15 建設省 1764 他 その他 稲荷川 稲荷川 むつ市  大湊 近川 155.0 0.0 0.5000 

72 昭和 62 10 15 建設省 1764 他 その他 小近川 小近川 むつ市  大湊 大近川 90.0 0.0 0.3100 

73 昭和 62 10 15 建設省 1764 他 その他 大沢川 大沢川 むつ市   大湊上町 167.0 0.0 0.1700 

74 昭和 63 7 21 建設省 1602 他 その他 小近川 小近川 むつ市  大湊 釜臥山 410.0 0.0 1.4100 

75 平成 1 8 4 建設省 1384 他 その他 川守川 川守川 むつ市  大湊 大川守 285.0 0.0 2.3800 

76 平成 1 8 4 建設省 1384 他 その他 藤田川 藤田川 むつ市  大湊 大川守 140.0 0.0 0.7500 

77 平成 1 8 4 建設省 1384 他 その他 宇田川 宇田川 むつ市  大湊 大近川 235.0 0.0 1.5700 

78 平成 1 8 4 建設省 1547 他 その他 大近川 大近川 むつ市  大湊 釜臥山 213.0 0.0 1.3600 

79 平成 2 9 10 建設省 1547 他 その他 蛸田沢 蛸田沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 源藤城 

国有林 

170.0 0.0 0.5200 

80 平成 2 9 10 建設省 1547 他 その他 稲荷川 稲荷川 むつ市  大湊 近川ノ内 

弧穴 

99.0 0.0 0.3400 

81 平成 2 9 10 建設省 1547 他 その他 桜木沢 桜木沢 むつ市  大湊 大川守 150.0 0.0 1.1600 

82 平成 2 9 10 建設省 1547 他 その他 小近川 小近川 むつ市  大湊 釜臥山 218.0 0.0 2.0000 

83 平成 3 1 11 建設省 42 他 その他 長坂沢 長坂沢 むつ市  城ヶ沢 袖越 398.5 0.0 2.6700 

84 平成 3 1 11 建設省 42 他 その他 小近川 小近川 むつ市  大湊 大近川 197.0 0.0 0.9700 

85 平成 4 1 31 建設省 143 他 その他 領毛川 領毛川 むつ市  大湊 八森ノ内 

大久保 

0.0 0.0 5.6400 

86 平成 4 12 3 建設省 1880 他 その他 藤田川 藤田川 むつ市  大湊 大川守 284.5 0.0 2.0500 

87 平成 5 1 21 建設省 89 他 その他 瀬野川 瀬野川 むつ市 脇野沢 脇野沢 源藤城 

国有林 

398.0 0.0 2.5700 

88 平成 5 1 21 建設省 89 他 その他 下狄川 下狄川 むつ市 大畑町 大畑 二枚橋 187.0 0.0 0.7400 

89 平成 5 1 21 建設省 89 他 その他 寄浪川 寄浪川 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 127.0 0.0 0.1100 

90 平成 5 1 21 建設省 89 他 その他 小荒川 小荒川 むつ市  大平 本町浜町 

通ノ内 

マンコ畑 

781.0 0.0 2.6100 

91 平成 5 3 16 建設省 773 他 その他 小松野川 稲荷川 むつ市  大湊 近川ノ内 

孤穴 

155.0 0.0 0.5400 

92 平成 6 2 14 建設省 269 他 その他 桜木沢 桜木沢 むつ市  大湊 大川守 180.0 0.0 1.3200 

93 平成 6 2 14 建設省 269 2 宿野部川 宿野部川 金八沢 むつ市 川内町 宿野部 金八山 

国有林 

434.0 0.0 0.9600 

94 平成 7 2 13 建設省 216 他 その他 大近川 大近川 むつ市  大湊 釜臥山 165.0 0.0 0.5900 

95 平成 7 2 13 建設省 216 他 その他 宇田川 宇田川 むつ市   宇田町 230.0 0.0 1.7600 

96 平成 7 2 13 建設省 216 他 その他 蛸田沢 蛸田沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 蛸田 230.0 0.0 0.4100 

97 平成 8 2 5 建設省 156 他 その他 領毛川 領毛川 むつ市  大湊 八森ノ内 

大久保 

138.0 0.0 0.7200 

98 平成 8 3 12 建設省 546 2 川内川 安部城川 安部城川 むつ市 川内町  高野山 

国有林 

561.0 0.0 2.0500 

99 平成 8 3 12 建設省 546 他 その他 吉田川 吉田川 むつ市  大湊 大川守 133.0 0.0 0.5000 

100 平成 9 6 3 建設省 1265 他 その他 宇田川 宇田川 むつ市  大湊 大川守 277.0 0.0 1.2000 

101 平成 9 6 3 建設省 1265 他 その他 桜木沢 桜木沢 むつ市  大湊 大近川 792.0 0.0 8.7600 
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整理 

番号 

告示年月日及び番号 級 水系名 幹川名 渓流名 位置 面積 

年号 年 月 日 省庁 番号     都市 町村 大字 字 
延長 

（ｍ） 
幅(m) 面積(ha) 

102 平成 10 7 16 建設省 1467 他 その他 大近川 大近川 むつ市  大湊 釜臥山 132.5 0.0 0.3500 

103 平成 11 2 12 建設省 179 2 桧川 桧川 桧川 むつ市 川内町 桧川 釜ノ沢山 

国有林 

487.0 0.0 1.3100 

104 平成 12 1 20 建設省 95 2 桧川 桧川 桧川 むつ市 川内町 桧川 稲沢 2,050.0 0.0 84.3000 

105 平成 12 11 28 建設省 2225 他 その他 小近川 小近川 むつ市  大湊 大近川 127.0 0.0 0.4342 

106 平成 12 11 28 建設省 2225 他 その他 吉田川 吉田川 むつ市  大湊 大川守 226.0 0.0 0.7800 

107 平成 12 11 28 建設省 2225 他 その他 南領毛沢 南領毛沢 むつ市  大湊 八森ノ内 

大久保 

111.7 0.0 0.4200 

108 平成 13 3 16 国土交通省 219 他 その他 大赤川 大赤川 むつ市 大畑町 大畑 佐藤ヶ平山 

国有林 

627.0 0.0 2.7500 

109 平成 14 3 7 国土交通省 140 他 その他 南領毛沢 南領毛沢 むつ市  大湊 大沢 197.5 0.0 1.0100 

110 平成 14 5 8 国土交通省 357 2 川内川 湯の川 湯の小川 むつ市 川内町 川内 湯ノ川山 

国有林 

397.0 0.0 1.2100 

111 平成 16 3 17 国土交通省 276 他 その他 南領毛沢 南領毛沢 むつ市  大湊 八森ノ内 

大久保 

120.2 0.0 0.7899 

112 平成 16 12 2 国土交通省 1495 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 大平 

国有林 

205.0 0.0 1.3944 

113 平成 16 12 2 国土交通省 1495 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢   182 0 0.6087 

114 平成 16 12 2 国土交通省 1495 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢   85 0 0.2012 

115 平成 18 7 26 国土交通省 877 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 荒川 254 0 0.9223 

116 平成 18 10 2 国土交通省 1175 2 川内川 川内川 於法沢 むつ市 川内町  曽古部山 333 0 1.7395 

117 平成 19 9 12 国土交通省 1178 2 川内川 川内川 畑沢 むつ市 川内町  湯ノ川山 189.7 0 0.6984 

118 平成 20 1 24 国土交通省 61 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  松森町 大平 

国有林 

520 0 3.7834 

119 平成 20 4 25 国土交通省 502 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市  脇野沢 源藤城 

国有林 

195 0 0.5572 

120 平成 21 2 20 国土交通省 170 他 その他 南桜木沢 南桜木沢 むつ市  桜木町 釜臥山 278.3 0 0.9014 

121 平成 23 8 30 国土交通省 867 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢 脇野沢 源藤城 

国有林 

93.4 0 0.2138 

122 平成 24 2 6 国土交通省 140 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 荒川山 

国有林 

158.4 0 0.1587 

123 平成 24 2 6 国土交通省 140 他 その他 吉田川 吉田川 むつ市   川守町 652 0 1.6857 

124 平成 25 4 19 国土交通省 453 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 215.4 0 0.5076 

125 平成 26 6 9 国土交通省 668 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 427.7 0 1.2411 

126 平成 27 5 20 国土交通省 652 他 その他 九艘泊川 九艘泊川 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 135.1 0 0.6479 

127 平成 30 1 5 国土交通省 8 他 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 大平 

国有林 

384.7 0 3.8211 

128 平成 30 12 13 国土交通省 1325 他 脇野沢 脇野沢 脇野沢 むつ市  脇野沢 桂沢 117.0 0 0.9035 

129 平成 31 4 10 国土交通省 549 他 地蔵堂沢 地蔵堂沢 地蔵堂沢 むつ市  脇野沢 蛸田 161.4 0 0.8901 

130 令和 2 3 11 国土交通省 267 2 川内川 湯野川 北畑沢 むつ市 川内町 家ノ辺 湯ノ川山 

国有林 

424.0 0 2.8185 

131 令和 4 1 20 国土交通省 114 2 大荒川 大荒川 大荒川 むつ市  大平 大平国有林 392.8 0 2.5465 
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資料 23 土砂災害警戒区域等一覧 
 

番

号 
危険箇所番号 公示番号 指定区域名 所在地 

自然現象 

の種類 

区域の保全数 

警戒 

区域 

うち特別 

警戒区域 

戸数 有無 戸数 

1 208-I-008-1 青森県告示第 234 号 南領毛沢 大湊新町 土石流 185 無 － 

2 208-I-001 青森県告示第 233 号 恐山沢 大字田名部字宇曽利山 土石流 0 有 0 

3 208-I-002-1 青森県告示第 233 号 大荒川 大平町 土石流 0 有 0 

4 208-I-002-2 青森県告示第 233 号 大荒川 大平町 土石流 60 有 0 

5 208-I-003 青森県告示第 233 号 小荒川 並川町 土石流 16 有 2 

6 208-I-004-1 青森県告示第 233 号 小松野川 大湊新町 土石流 256 有 1 

7 208-I-004-2 青森県告示第 233 号 小松野川 大湊新町 土石流 252 有 0 

8 208-I-005 青森県告示第 233 号 近川 大湊新町 土石流 0 有 0 

9 208-I-006 青森県告示第 234 号 稲荷川 大湊新町 土石流 59 無 － 

10 208-I-007-1 青森県告示第 233 号 領毛沢 大湊新町 土石流 68 有 0 

11 208-I-007-2 青森県告示第 233 号 領毛沢 大湊新町 土石流 224 無 － 

12 208-I-008-2 青森県告示第 234 号 南領毛沢 大湊新町 土石流 241 無 － 

13 208-I-009-1 青森県告示第 233 号 大沢川 大湊新町 土石流 124 無 － 

14 208-I-009-2 青森県告示第 233 号 大沢川 大湊新町 土石流 253 有 0 

15 208-I-010 青森県告示第 234 号 南大湊上町沢 大湊新町 土石流 289 無 － 

16 208-I-011 青森県告示第 234 号 藤田川 川守町 土石流 272 無 － 

17 208-I-012 青森県告示第 234 号 川守川 川守町 土石流 93 無 － 

18 208-I-013 青森県告示第 234 号 吉田川 川守町 土石流 510 無 － 

19 208-I-014 青森県告示第 234 号 宇田町川 宇田町 土石流 352 無 － 

20 208-I-015 青森県告示第 234 号 宇田川 大湊町 土石流 84 無 － 

21 208-I-017 青森県告示第 185 号 南桜木沢 桜木町 土石流 139 無 － 

22 208-I-018 青森県告示第 234 号 大近川 桜木町 土石流 387 無 － 

23 208-I-019 青森県告示第 234 号 小近川北沢 桜木町 土石流 117 無 － 

24 208-I-020-1 青森県告示第 233 号 小近川 桜木町 土石流 84 無 － 

25 208-I-020-2 青森県告示第 233 号 小近川 桜木町 土石流 215 有 0 

26 208-I-020-3 青森県告示第 233 号 小近川 桜木町 土石流 312 有 0 

27 208-I-021 青森県告示第 233 号 袖越沢 大字城ケ沢字袖越 土石流 0 有 0 

28 208-Ⅱ-001 青森県告示第 233 号 高梨川目沢 大字関根字高梨川目 土石流 4 有 0 

29 208-Ⅱ-002 青森県告示第 233 号 高梨沢 大字関根字高梨川目 土石流 1 有 0 

30 208-Ⅱ-003 青森県告示第 233 号 中野沢沢 大字中野沢字中田道 土石流 1 有 0 

31 208-Ⅱ-004 青森県告示第 234 号 二又道沢 大字奥内字二又道 土石流 2 無 － 

32 208-Ⅱ-005 青森県告示第 234 号 二又道南沢 大字奥内字二又道 土石流 0 無 － 

33 208-Ⅲ-001 青森県告示第 233 号 高梨川目東沢 大字関根字高梨川目 土石流 0 有 0 

34 208-Ⅲ-002 青森県告示第 234 号 高梨川目西沢 大字関根字高梨川目 土石流 0 無 － 

35 208-Ⅲ-003 青森県告示第 234 号 高梨川目南沢 大字関根字高梨川目 土石流 0 無 － 

36 421-I-001 青森県告示第 185 号 上安部城沢 川内町安部城 土石流 0 有 0 

37 421-I-002 青森県告示第 88 号 畑沢 川内町家ノ辺 土石流 35 無 － 

38 421-I-003 青森県告示第 185 号 北畑沢 川内町家ノ辺 土石流 15 有 0 

39 421-I-004 青森県告示第 185 号 北畑二の沢 川内町家ノ辺 土石流 4 有 0 

40 421-I-005 青森県告示第 88 号 於法沢 川内町獅子畑 土石流 0 無 － 

41 421-I-007 青森県告示第 185 号 南下小倉平沢 川内町下小倉平 土石流 8 有 0 

42 421-I-008 青森県告示第 87 号 東葛沢沢 川内町休所 土石流 21 有 0 

43 421-I-009 青森県告示第 185 号 桧川沢 川内町桧川川代 土石流 10 有 0 

44 421-I-010 青森県告示第 185 号 殿崎川 川内町蛎崎合野 土石流 0 有 0 

45 421-Ⅱ-002 青森県告示第 185 号 川内沢 川内町高野川 土石流 0 有 0 

46 422-I-001 青森県告示第 214 号 大赤川 大畑町大赤川 土石流 19 無 － 

47 422-I-002 青森県告示第 214 号 小赤川 大畑町大赤川 土石流 16 無 － 

48 422-I-003 青森県告示第 69 号 木野部沢 大畑町木野部 土石流 14 無 － 

49 422-I-004 青森県告示第 68 号 三右衛門沢 大畑町釣屋浜 土石流 0 有 0 

50 422-I-005 青森県告示第 69 号 下狄川 大畑町釣屋浜 土石流 1 無 － 

51 422-I-006 青森県告示第 68 号 小目名沢 大畑町小目名村 土石流 5 有 0 

52 422-I-007 青森県告示第 68 号 湯の沢 
大畑町朝比奈岳山 

国有林 
土石流 0 有 0 

53 422-Ⅱ-001 青森県告示第 68 号 清水目沢 大畑町木野部 土石流 5 有 0 

54 422-Ⅱ-002 青森県告示第 68 号 鷹ノ巣沢 大畑町鍵掛 土石流 5 有 0 

55 422-Ⅱ-003-1 青森県告示第 87 号 中川目沢 大畑町釣屋浜 土石流 0 有 0 

56 422-Ⅱ-003-2 青森県告示第 87 号 中川目沢 大畑町釣屋浜 土石流 3 有 0 

57 422-Ⅲ-001 青森県告示第 68 号 谷地道三の沢 大畑町谷地道 土石流 0 有 0 

58 422-Ⅲ-002 青森県告示第 68 号 谷地道二の沢 大畑町谷地道 土石流 0 有 0 

59 422-Ⅲ-003 青森県告示第 68 号 谷地道一の沢 大畑町谷地道 土石流 0 有 0 

60 427-I-001 青森県告示第 199 号 処分場裏の沢 脇野沢源辰内 土石流 0 有 0 
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番

号 
危険箇所番号 公示番号 指定区域名 所在地 

自然現象 

の種類 

区域の保全数 

警戒 

区域 

うち特別 

警戒区域 

戸数 有無 戸数 

61 427-I-002 青森県告示第 199 号 サガレ石崎沢 脇野沢桂沢 土石流 0 有 0 

62 427-I-003 青森県告示第 199 号 東脇野沢 脇野沢桂沢 土石流 34 有 0 

63 427-I-004 青森県告示第 199 号 脇野沢 脇野沢桂沢 土石流 184 有 0 

64 427-I-005 青森県告示第 199 号 源藤城沢 脇野沢源藤城 土石流 0 有 0 

65 427-I-006 青森県告示第 199 号 新井田沢 脇野沢新井田 土石流 12 有 0 

66 427-I-007 青森県告示第 199 号 寄浪中の沢 脇野沢新井田 土石流 8 有 0 

67 427-I-008-1 青森県告示第 200 号 寄浪沢 脇野沢寄浪 土石流 9 無 － 

68 427-I-008-2 青森県告示第 199 号 寄浪沢 脇野沢寄浪 土石流 0 有 0 

69 427-I-009 青森県告示第 199 号 集会所東沢 脇野沢蛸田 土石流 9 有 0 

70 427-I-010 青森県告示第 200 号 蛸田沢 脇野沢蛸田 土石流 9 無 － 

71 427-I-011-1 青森県告示第 199 号 地蔵堂沢 脇野沢蛸田 土石流 12 有 0 

72 427-I-011-2 青森県告示第 199 号 地蔵堂沢 脇野沢蛸田 土石流 16 有 0 

73 427-I-012 青森県告示第 199 号 畑の沢 脇野沢九艘泊 土石流 4 有 2 

74 427-I-013 青森県告示第 199 号 芋田沢 脇野沢九艘泊 土石流 11 有 0 

75 427-I-014 青森県告示第 199 号 小学校東二の沢 脇野沢九艘泊 土石流 1 有 1 

76 427-I-015 青森県告示第 48 号 小学校東一の沢 脇野沢九艘泊 土石流 7 無 － 

77 427-I-016 青森県告示第 47 号 九艘泊沢 脇野沢九艘泊 土石流 3 有 2 

78 427-I-017 青森県告示第 199 号 九艘泊北沢 脇野沢九艘泊 土石流 5 有 0 

79 427-I-018 青森県告示第 199 号 九艘泊西沢 脇野沢九艘泊 土石流 29 有 0 

80 427-I-019 青森県告示第 199 号 貝崎沢 脇野沢九艘泊 土石流 1 有 0 

81 427-I-16001 青森県告示第 199 号 小学校南の沢 脇野沢九艘泊 土石流 4 有 0 

82 427-I-16002 青森県告示第 199 号 寄浪南の沢 脇野沢寄浪 土石流 8 有 0 

83 427-Ⅱ-001 青森県告示第 199 号 滝山沢 脇野沢源藤城 土石流 0 有 0 

84 427-Ⅱ-002 青森県告示第 199 号 東寄浪沢 脇野沢新井田 土石流 6 有 0 

85 427-Ⅱ-003 青森県告示第 199 号 蛸田東沢 脇野沢蛸田 土石流 1 有 0 

86 427-Ⅱ-004 青森県告示第 199 号 北蛸田沢 脇野沢蛸田 土石流 4 有 0 

87 427-Ⅱ-005 青森県告示第 47 号 大ノ崎沢 脇野沢九艘泊 土石流 1 有 0 

88 427-Ⅱ-006 青森県告示第 199 号 稲荷神社の沢 脇野沢九艘泊 土石流 7 有 1 

89 427-Ⅱ-007 青森県告示第 199 号 小学校北の沢 脇野沢九艘泊 土石流 2 有 0 

90 427-Ⅲ-16001 青森県告示第 199 号 貝崎西沢 脇野沢九艘泊 土石流 0 有 0 

91 I-0881 青森県告示第 233 号 大湊１号 
大字大湊字宇曽利川村 

ノ内大道下 
急傾斜地の崩壊 3 有 2 

92 I-0882 青森県告示第 233 号 宇田１号 宇田町 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

93 I-0883 青森県告示第 234 号 宇田２号 宇田町 急傾斜地の崩壊 7 無 － 

94 I-0884 青森県告示第 234 号 川守４号 川守町 急傾斜地の崩壊 26 無 － 

95 I-0885 青森県告示第 234 号 川守３号 川守町 急傾斜地の崩壊 4 無 － 

96 I-0886 青森県告示第 234 号 川守２号 川守町 急傾斜地の崩壊 6 無 － 

97 I-0887 青森県告示第 234 号 川守１号 川守町 急傾斜地の崩壊 35 無 － 

98 I-0888 青森県告示第 233 号 大湊上町 大湊上町 急傾斜地の崩壊 3 有 2 

99 I-0889 青森県告示第 233 号 並川町１号 並川町 急傾斜地の崩壊 8 有 0 

100 I-0893 青森県告示第 233 号 小川町 小川町二丁目 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

101 I-0894 青森県告示第 233 号 小川町３号 小川町二丁目 急傾斜地の崩壊 9 有 8 

102 I-0895 青森県告示第 234 号 小川町２号 小川町二丁目 急傾斜地の崩壊 12 無 － 

103 I-0896 青森県告示第 233 号 柳町２号 柳町二丁目 急傾斜地の崩壊 8 有 3 

104 I-0897 青森県告示第 233 号 柳町 柳町三丁目 急傾斜地の崩壊 30 有 5 

105 I-0898 青森県告示第 184 号 赤坂 大字田名部字下道 急傾斜地の崩壊 33 有 4 

106 I-0899 青森県告示第 233 号 関根１号 大字関根字北関根 急傾斜地の崩壊 7 有 4 

107 I-0900 青森県告示第 233 号 関根２号 大字関根字北関根 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

108 I-0901 青森県告示第 233 号 関根３号 
大字関根字北関根 

ノ内袖角地 
急傾斜地の崩壊 0 有 0 

109 I-0902 青森県告示第 185 号 蛎崎 川内町蛎崎寺ノ前 急傾斜地の崩壊 15 有 0 

110 I-0903 青森県告示第 185 号 榀木平 川内町宿野部榀木平 急傾斜地の崩壊 3 有 3 

111 I-0904 青森県告示第 87 号 桧川 2 号 川内町桧川川代 急傾斜地の崩壊 10 有 0 

112 I-0905 青森県告示第 185 号 桧川 3 号 川内町桧川川代 急傾斜地の崩壊 5 有 1 

113 I-0906 青森県告示第 87 号 桧川 川内町桧川川代 急傾斜地の崩壊 25 有 0 

114 I-0907 青森県告示第 186 号 高野川 川内町高野川 急傾斜地の崩壊 10 無 － 

115 I-0908 青森県告示第 213 号 田野沢 川内町田野沢 急傾斜地の崩壊 20 有 0 

116 I-0909 青森県告示第 185 号 袰川 川内町袰川 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

117 I-0910 青森県告示第 68 号 赤滝山国有林１号 大畑町赤滝山国有林 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

118 I-0911 青森県告示第 68 号 薬研国有林１号 大畑町薬研国有林 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

119 I-0912 青森県告示第 68 号 薬研２号 大畑町薬研 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

120 I-0913 青森県告示第 68 号 薬研国有林２号 大畑町薬研国有林 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

121 I-0914 青森県告示第 68 号 小目名村 大畑町小目名村 急傾斜地の崩壊 9 有 3 

122 I-0915 青森県告示第 68 号 上野１号 大畑町上野 急傾斜地の崩壊 18 有 2 

123 I-0916 青森県告示第 68 号 上野２号 大畑町上野 急傾斜地の崩壊 11 有 3 
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番
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124 I-0917 青森県告示第 87 号 八幡湯坂 大畑町湯坂下 急傾斜地の崩壊 30 有 0 

125 I-0918 青森県告示第 87 号 湯坂下 大畑町八幡湯坂 急傾斜地の崩壊 29 有 0 

126 I-0919 青森県告示第 68 号 八幡湯坂５号 大畑町八幡湯坂 急傾斜地の崩壊 5 有 0 

127 I-0920 青森県告示第 68 号 孫次郎間 大畑町孫次郎間 急傾斜地の崩壊 42 有 0 

128 I-0921 青森県告示第 68 号 茶水 大畑町孫次郎間 急傾斜地の崩壊 6 有 0 

129 I-0922 青森県告示第 87 号 二枚橋 大畑町二枚橋 急傾斜地の崩壊 33 有 2 

130 I-0923 青森県告示第 68 号 二枚橋２号 大畑町二枚橋 急傾斜地の崩壊 20 有 0 

131 I-0924 青森県告示第 87 号 釣屋浜１号 大畑町釣屋浜 急傾斜地の崩壊 4 有 0 

132 I-0925 青森県告示第 68 号 釣屋浜２号 大畑町釣屋浜 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

133 I-0926 青森県告示第 68 号 釣屋浜３号 大畑町釣屋浜 急傾斜地の崩壊 4 有 0 

134 I-0927 青森県告示第 68 号 木野部１号 大畑町木野部 急傾斜地の崩壊 7 有 0 

135 I-0928 青森県告示第 68 号 木野部２号 大畑町木野部 急傾斜地の崩壊 12 有 0 

136 I-0929 青森県告示第 87 号 木野部３号 大畑町木野部 急傾斜地の崩壊 4 有 0 

137 I-0930 青森県告示第 87 号 佐助川１号 大畑町佐助川 急傾斜地の崩壊 21 有 14 

138 I-0931 青森県告示第 68 号 佐助川２号 大畑町佐助川 急傾斜地の崩壊 3 有 1 

139 I-0932 青森県告示第 68 号 赤川 大畑町大赤川 急傾斜地の崩壊 4 有 0 

140 I-1016 青森県告示第 47 号 九艘泊 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 28 有 11 

141 I-1020 青森県告示第 199 号 芋田 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 10 有 5 

142 I-1021 青森県告示第 200 号 蛸田１号 脇野沢蛸田 急傾斜地の崩壊 7 無 － 

143 I-1022 青森県告示第 47 号 寄浪 脇野沢寄浪 急傾斜地の崩壊 32 有 4 

144 I-1024 青森県告示第 200 号 新井田 脇野沢新井田 急傾斜地の崩壊 9 無 － 

145 I-1025 青森県告示第 47 号 脇野沢 脇野沢渡向 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

146 I-1026 青森県告示第 199 号 桂沢 脇野沢桂沢 急傾斜地の崩壊 35 有 4 

147 I-1027 青森県告示第 199 号 小沢５号 脇野沢赤坂 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

148 I-1028 青森県告示第 200 号 小沢２号 脇野沢小沢 急傾斜地の崩壊 7 無 － 

149 I-1029 青森県告示第 199 号 小沢 脇野沢小沢 急傾斜地の崩壊 4 有 1 

150 I-1030 青森県告示第 200 号 小沢３号 脇野沢鹿間平 急傾斜地の崩壊 10 無 － 

151 I-1031 青森県告示第 200 号 小沢４号 脇野沢鹿間平 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

152 I-1173 青森県告示第 234 号 桜木町 桜木町 急傾斜地の崩壊 4 無 － 

153 I-16001 青森県告示第 68 号 水木沢２号 大畑町水木沢 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

154 I-16002 青森県告示第 68 号 二枚橋４号 大畑町二枚橋 急傾斜地の崩壊 6 有 3 

155 I-16003 青森県告示第 68 号 小目名村２号 大畑町小目名村 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

156 I-16004 青森県告示第 68 号 薬研４号 大畑町薬研 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

157 Ⅱ-0702 青森県告示第 233 号 桜木町３号 桜木町 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

158 Ⅱ-0703 青森県告示第 234 号 桜木町４号 桜木町 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

159 Ⅱ-0704 青森県告示第 234 号 桜木町５号 桜木町 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

160 Ⅱ-0705 青森県告示第 234 号 桜木町６号 桜木町 急傾斜地の崩壊 3 無 － 

161 Ⅱ-0707 青森県告示第 233 号 宇田３号 宇田町 急傾斜地の崩壊 2 有 1 

162 Ⅱ-0708 青森県告示第 233 号 川守５号 川守町 急傾斜地の崩壊 15 有 0 

163 Ⅱ-0709 青森県告示第 233 号 大湊新町３号 大湊新町 急傾斜地の崩壊 3 有 2 

164 Ⅱ-0710 青森県告示第 234 号 大湊新町４号 大湊新町 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

165 Ⅱ-0711 青森県告示第 234 号 並川町２号 並川町 急傾斜地の崩壊 3 無 － 

166 Ⅱ-0712 青森県告示第 234 号 並川町３号 並川町 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

167 Ⅱ-0713 青森県告示第 234 号 並川町４号 並川町 急傾斜地の崩壊 5 無 － 

168 Ⅱ-0714 青森県告示第 233 号 梨子木平４号 大字大平字梨子木平 急傾斜地の崩壊 3 有 0 

169 Ⅱ-0715 青森県告示第 234 号 文京町２号 文京町 急傾斜地の崩壊 1 無 － 

170 Ⅱ-0716 青森県告示第 234 号 文京町１号 文京町 急傾斜地の崩壊 4 無 － 

171 Ⅱ-0717 青森県告示第 233 号 荒川１号 大字大平字荒川 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

172 Ⅱ-0720 青森県告示第 234 号 松山町１号 松山町 急傾斜地の崩壊 4 無 － 

173 Ⅱ-0721 青森県告示第 233 号 女舘 大字田名部字女舘 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

174 Ⅱ-0722 青森県告示第 233 号 宮後 大字田名部字宮後 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

175 Ⅱ-0723 青森県告示第 233 号 関根４号 大字関根字北関根 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

176 Ⅱ-0724 青森県告示第 234 号 宇曽利山 大字田名部字宇曽利山 急傾斜地の崩壊 0 無 － 

177 Ⅱ-0725 青森県告示第 233 号 近川 大字奥内字近川 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

178 Ⅱ-0726 青森県告示第 234 号 中野沢 大字中野沢字大近川 急傾斜地の崩壊 1 無 － 

179 Ⅱ-0727 青森県告示第 185 号 蛎崎 2 号 川内町蛎崎半右エ門沢 急傾斜地の崩壊 2 有 2 

180 Ⅱ-0728 青森県告示第 185 号 宿野部 川内町宿野部 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

181 Ⅱ-0729 青森県告示第 185 号 桧川 5 号 川内町桧川稲沢 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

182 Ⅱ-0730 青森県告示第 185 号 桧川 6 号 川内町桧川稲沢 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

183 Ⅱ-0731 青森県告示第 87 号 家ノ上 川内町家ノ上 急傾斜地の崩壊 4 有 0 

184 Ⅱ-0732 青森県告示第 87 号 休所 川内町休所 急傾斜地の崩壊 23 有 1 

185 Ⅱ-0733 青森県告示第 185 号 熊ヶ平 2 号 川内町熊ヶ平 急傾斜地の崩壊 2 有 1 

186 Ⅱ-0734 青森県告示第 185 号 館山下 川内町館山下 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

187 Ⅱ-0735 青森県告示第 185 号 新田 川内町新田 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

188 Ⅱ-0736 青森県告示第 185 号 湯野川 1 号 川内町湯野川 急傾斜地の崩壊 1 有 0 
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189 Ⅱ-0737 青森県告示第 185 号 湯野川 2 号 川内町湯野川 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

190 Ⅱ-0738 青森県告示第 87 号 福浦山 川内町福浦山国有林 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

191 Ⅱ-0739 青森県告示第 68 号 赤滝山国有林２号 大畑町赤滝山国有林 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

192 Ⅱ-0740 青森県告示第 68 号 赤坂 大畑町赤坂 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

193 Ⅱ-0741 青森県告示第 68 号 本町２号 大畑町本町 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

194 Ⅱ-0742 青森県告示第 68 号 八幡湯坂４号 大畑町八幡湯坂 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

195 Ⅱ-0743 青森県告示第 68 号 釣屋浜５号 大畑町釣屋浜 急傾斜地の崩壊 3 有 0 

196 Ⅱ-0744 青森県告示第 68 号 釣屋浜４号 大畑町釣屋浜 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

197 Ⅱ-0745 青森県告示第 68 号 鍵掛 大畑町鍵掛 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

198 Ⅱ-0746 青森県告示第 68 号 赤川村１号 大畑町赤川村 急傾斜地の崩壊 3 有 0 

199 Ⅱ-0810 青森県告示第 199 号 九艘泊２号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

200 Ⅱ-0811 青森県告示第 199 号 九艘泊３号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

201 Ⅱ-0813 青森県告示第 199 号 芋田２号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

202 Ⅱ-0814 青森県告示第 199 号 芋田３号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

203 Ⅱ-0815 青森県告示第 199 号 芋田４号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 7 有 2 

204 Ⅱ-0816 青森県告示第 199 号 芋田５号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

205 Ⅱ-0817 青森県告示第 199 号 芋田６号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 5 有 2 

206 Ⅱ-0818 青森県告示第 199 号 蛸田２号 脇野沢蛸田 急傾斜地の崩壊 2 有 2 

207 Ⅱ-0819 青森県告示第 199 号 蛸田３号 脇野沢蛸田 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

208 Ⅱ-0820 青森県告示第 199 号 蛸田４号 脇野沢蛸田 急傾斜地の崩壊 6 有 3 

209 Ⅱ-0821 青森県告示第 199 号 寄浪２号 脇野沢新井田 急傾斜地の崩壊 3 有 1 

210 Ⅱ-0822 青森県告示第 199 号 新井田２号 脇野沢新井田 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

211 Ⅱ-0824 青森県告示第 199 号 小沢６号 脇野沢赤坂 急傾斜地の崩壊 3 有 2 

212 Ⅱ-0825 青森県告示第 47 号 小沢７号 脇野沢鹿間平 急傾斜地の崩壊 6 有 0 

213 Ⅱ-0826 青森県告示第 199 号 田ノ頭１号 脇野沢桂沢 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

214 Ⅱ-0827 青森県告示第 47 号 七引 脇野沢滝山 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

215 Ⅱ-0828 青森県告示第 199 号 滝山１号 脇野沢滝山 急傾斜地の崩壊 2 有 2 

216 Ⅱ-0829 青森県告示第 199 号 滝山２号 脇野沢滝山 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

217 Ⅱ-0830 青森県告示第 199 号 滝山３号 脇野沢滝山 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

218 Ⅱ-16007 青森県告示第 199 号 蛸田５号 脇野沢蛸田 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

219 Ⅱ-16008 青森県告示第 87 号 佐助川３号 大畑町佐助川 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

220 Ⅲ-0397 青森県告示第 233 号 川守６号 川守町 急傾斜地の崩壊 3 有 0 

221 Ⅲ-0398 青森県告示第 233 号 大湊３号 
大字大湊字八森ノ内大

久保 
急傾斜地の崩壊 0 有 0 

222 Ⅲ-0399 青森県告示第 233 号 大湊 4 号 
大字大湊字八森ノ内大

久保 
急傾斜地の崩壊 0 有 0 

223 Ⅲ-0401 青森県告示第 233 号 小川町４号 小川町一丁目 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

224 Ⅲ-0402 青森県告示第 233 号 関根５号 大字関根字北関根 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

225 Ⅲ-0403 青森県告示第 233 号 関根６号 大字関根字北関根 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

226 Ⅲ-0404 青森県告示第 233 号 関根７号 大字関根字水川目 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

227 Ⅲ-0405 青森県告示第 68 号 外山長根 大畑町外山長根 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

228 Ⅲ-0406 青森県告示第 68 号 高橋川 大畑町高橋川 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

229 Ⅲ-0407 青森県告示第 68 号 八幡湯坂３号 大畑町八幡湯坂 急傾斜地の崩壊 1 有 0 

230 Ⅲ-0408 青森県告示第 68 号 八幡湯坂２号 大畑町八幡湯坂 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

231 Ⅲ-0409 青森県告示第 68 号 孫次郎間２号 大畑町孫次郎間 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

232 Ⅲ-16003 青森県告示第 199 号 九艘泊４号 脇野沢九艘泊 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

233 人 I-0158 青森県告示第 199 号 辰内 脇野沢源藤城 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

234 人Ⅱ-0167 青森県告示第 199 号 渡向 脇野沢渡向 急傾斜地の崩壊 3 有 1 

235 人Ⅱ-0168 青森県告示第 199 号 田ノ頭２号 脇野沢渡向 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

236 人 I-0139 青森県告示第 233 号 流道 大字城ケ沢字流道 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

237 人 I-0140 青森県告示第 233 号 桜木町２号 桜木町 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

238 人 I-0141 青森県告示第 233 号 大湊２号 大字大湊字大近川 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

239 人 I-0142 青森県告示第 233 号 大湊新町１号 大湊新町 急傾斜地の崩壊 15 有 7 

240 人 I-0143 青森県告示第 233 号 大湊新町２号 大湊新町 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

241 人 I-0144 青森県告示第 233 号 大平町 大平町 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

242 人 I-0145 青森県告示第 233 号 下川 大字田名部字下川 急傾斜地の崩壊 6 有 6 

243 人 I-0146 青森県告示第 185 号 桧川 4 号 川内町家ノ上 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

244 人 I-0147 青森県告示第 186 号 熊ヶ平 1 号 川内町熊ヶ平 急傾斜地の崩壊 5 無 － 

245 人 I-0148 青森県告示第 185 号 高野山 川内町高野山 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

246 人 I-0149 青森県告示第 68 号 兎沢１号 大畑町兎沢 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

247 人 I-0150 青森県告示第 68 号 兎沢２号 大畑町兎沢 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

248 人 I-0151 青森県告示第 68 号 兎沢４号 大畑町兎沢 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

249 人 I-0152 青森県告示第 69 号 伊勢堂 大畑町伊勢堂 急傾斜地の崩壊 0 無 － 

250 人Ⅱ-0131 青森県告示第 233 号 大湊新町５号 大湊新町 急傾斜地の崩壊 2 有 1 

251 人Ⅱ-0133 青森県告示第 233 号 梨子木平５号 大字大平字梨子木平 急傾斜地の崩壊 3 有 0 
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番

号 
危険箇所番号 公示番号 指定区域名 所在地 

自然現象 

の種類 

区域の保全数 

警戒 

区域 

うち特別 

警戒区域 

戸数 有無 戸数 

252 人Ⅱ-0134 青森県告示第 233 号 荒川２号 大字大平字荒川 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

253 人Ⅱ-0135 青森県告示第 233 号 落野沢１号 大字大平字落野沢 急傾斜地の崩壊 3 有 3 

254 人Ⅱ-0136 青森県告示第 233 号 落野沢２号 大字大平字落野沢 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

255 人Ⅱ-0137 青森県告示第 184 号 十二林 十二林 急傾斜地の崩壊 5 有 5 

256 人Ⅱ-0138 青森県告示第 234 号 松山町２号 松山町 急傾斜地の崩壊 6 無 － 

257 人Ⅱ-0139 青森県告示第 234 号 松山町３号 松山町 急傾斜地の崩壊 4 無 － 

258 人Ⅱ-0140 青森県告示第 233 号 柳町３号 柳町四丁目 急傾斜地の崩壊 3 有 0 

259 人Ⅱ-0141 青森県告示第 233 号 道向 大字田名部字道向 急傾斜地の崩壊 4 有 1 

260 人Ⅱ-0142 青森県告示第 233 号 土手内 大字田名部字土手内 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

261 人Ⅱ-0143 青森県告示第 233 号 今泉 大字奥内字今泉 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

262 人Ⅱ-0144 青森県告示第 185 号 板子塚 川内町板子塚 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

263 人Ⅱ-0145 青森県告示第 185 号 隠里 川内町隠里 急傾斜地の崩壊 2 有 0 

264 人Ⅱ-0146 青森県告示第 186 号 家ノ辺 川内町家ノ辺 急傾斜地の崩壊 2 無 － 

265 人Ⅱ-0148 青森県告示第 68 号 兎沢３号 大畑町兎沢 急傾斜地の崩壊 1 有 1 

266 人Ⅱ-0149 青森県告示第 68 号 正津川戦敷 大畑町正津川戦敷 急傾斜地の崩壊 0 有 0 

267 人Ⅱ-0150 青森県告示第 69 号 赤川村２号 大畑町赤川村 急傾斜地の崩壊 1 無 － 

268 砂-48 青森県告示第 263 号 上小倉平 川内町下小倉平 地滑り 0 無 － 

269 農-23 青森県告示第 263 号 傘松 川内町蛎崎合野 地滑り 0 無 － 

270 林 421-G0001 青森県告示第 263 号 大滝 川内町曽古部山 地滑り 0 無 － 

271 林 422-G0001 青森県告示第 263 号 恐山 大字田名部字宇曽利山 地滑り 1 無 － 
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資料 24 急傾斜地崩壊危険区域一覧 
 

急傾斜地崩壊危険区域 

番

号 
告示年月日 

告示 

番号 

急傾斜地崩壊 

危険区域名 

所在地 面積 

（ha） 

人家 

戸数 

公共的 

建物 市 町・村 大字 字 

1 

S46.04.10 299 柳町 むつ市  柳町二丁目  1.220 59 1 

S57.12.28 966 柳町 むつ市  柳町  1.010 9 1 

S61.01.23 43 柳町 むつ市  柳町三丁目  0.455 4  

2 S49.02.23 105 小川町 むつ市  小川二丁目  0.366 5 2 

3 S50.05.13 388 川守町1号 むつ市  川守町  0.298 10  

4 

S50.05.13 388 川守町2号 むつ市  川守町  0.368 10  

S54.01.23 40 川守町2号 むつ市  川守町  0.088 3  

H01.03.18 180 川守町2号 むつ市  川守町  0.068 2  

H17.09.07 719 川守町2号 むつ市  川守町  0.266 5  

5 
S50.05.13 388 川守町3号 むつ市  川守町  0.186 4  

H26.03.19 208 川守町3号 むつ市  川守町  0.143 16  

6 S50.05.13 388 川守町4号 むつ市  川守町  0.773 33  

7 H04.03.27 216 小川町2号 むつ市  
小川町,栗山

町 
 0.809 10  

8 H04.03.27 216 桜木町 むつ市  桜木町  0.491 5  

9 H08.02.26 130 赤坂 むつ市  田名部 土手内,下道 0.810 14  

10 S56.02.05 87 桧川 むつ市 川内町 桧川 川代 1.550 31  

11 S62.02.21 74 桧川2号 むつ市 川内町 桧川 川代 1.339 14 1 

12 H03.03.11 144 蛎崎 むつ市 川内町 蛎崎 
蛎崎,寺ノ前,

松山 
1.915 20  

13 H12.09.20 591 高野川 むつ市 川内町 川内 高野川 0.907 14  

14 H18.12.15 909 家ノ上 むつ市 川内町  家ノ上 0.367 4 1 

15 S47.08.29 637 二枚橋 むつ市 大畑町 大畑 大畑道 3.728 27  

16 S47.08.29 637 湯坂下 むつ市 大畑町 大畑 八幡湯坂 1.050 45  

17 
S47.09.25 693 孫次郎間 むつ市 大畑町 大畑 八幡湯坂 3.281 26  

H15.03.26 199 孫次郎間 むつ市 大畑町 大畑 二枚橋、涌舘 1.047 14  

18 S54.01.23 40 二枚橋2号 むつ市 大畑町 大畑 二枚橋 1.078 17  

19 S56.12.24 1055 八幡湯坂 むつ市 大畑町 大畑 八幡湯坂 2.347 34  

20 H02.03.12 165 茶水 むつ市 大畑町 大畑 孫次郎間 0.354 8 1 

21 H05.03.19 190 赤川 むつ市 大畑町 大畑 大赤川,赤川村 0.699 5 1 

22 H27.03.20 176 釣屋浜1号 むつ市 大畑町 大畑 釣屋浜 0.698 4 2 

23 S48.03.31 218 九艘泊 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 7.520 65 2 

24 S48.03.31 218 桂沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 桂沢 2.785 70 1 

25 S51.03.18 184 新井田 むつ市 脇野沢 脇野沢 新井田 0.693 9  

26 

S51.03.18 184 寄浪 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 0.713 14 1 

H02.03.12 168 寄浪 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 2.084 5 1 

H07.03.10 158 寄浪 むつ市 脇野沢 脇野沢 寄浪 0.890 11  

27 
S54.01.23 40 脇野沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 渡向 0.940 14 2 

S62.02.21 74 脇野沢 むつ市 脇野沢 脇野沢 瀬野川目,渡向 0.360  1 

28 S56.03.17 231 小沢 むつ市 脇野沢 小沢 小沢 0.550 9  

29 S57.03.18 210 芋田 むつ市 脇野沢 脇野沢 九艘泊 0.670 8  

30 S57.03.18 210 小沢2号 むつ市 脇野沢 小沢 小沢 0.250 7 1 

31 S58.03.08 169 小沢3号 むつ市 脇野沢 小沢 鹿間平 0.667 16 1 

32 H04.03.27 216 小沢4号 むつ市 脇野沢 小沢 鹿間平 0.226 6  

33 H14.03.25 126 小沢5号 むつ市 脇野沢 小沢 稲平、小沢 0.501 12  

34 H15.03.26 198 桂沢（2） むつ市 脇野沢 脇野沢 桂沢 0.602 10  

35 H24.05.14 402 小沢7号 むつ市 脇野沢 脇野沢 鹿間平 0.227 8  
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資料 25 二級河川区域一覧 
 

（下北地域県民局地域整備部 平成31年３月３１日現在） 

水系名 河川名 区間 

区間 

延長 

（ｍ） 

指定年月日 

田名部川 田名部川 
上流端 下北郡東通村大字砂子又字黒森29番地先の林道橋 

24,063.6 S48.12.28 
下流端 海に至る場所 

田名部川 小川 
上流端 むつ市大字田名部（二又沢の合流点） 

4,000.0 S37.1.13 
下流端 田名部川への合流点 

田名部川 小川放水路 
上流端 小川からの分派点 

1,475.0 H21.5.11 
下流端 田名部川への合流点 

田名部川 金谷川 
上流端 むつ市金谷2丁目265番2地先の金谷3号橋下流端 

190.0 H21.5.11 
下流端 小川放水路への合流点 

田名部川 越葉川 
上流端 

左岸 むつ市金谷2丁目202番14地先の金谷連絡橋下流

端 

右岸 むつ市金谷2丁目115番6地先の金谷連絡橋下流端 
110.0 H21.5.11 

下流端 小川放水路への合流点 

田名部川 新田名部川 
上流端 むつ市大字田名部（田名部川からの分派点） 

2,845.0 S43.1.1 
下流端 海に至る場所 

田名部川 女舘川 
上流端 むつ市大字田名部字女舘（大石川目沢の合流点） 

2,000.0 S48.12.28 
下流端 田名部川への合流点 

今泉川 今泉川 
上流端 むつ市大字奥内字二又山1番36地先 

5,500.0 H3.6.21 
下流端 海に至る場所 

今泉川 松田川 
上流端 むつ市大字奥内字金谷沢243番5地先 

1,800.0 H3.6.21 
下流端 今泉川への合流点 

今泉川 天狗川 
上流端 むつ市大字奥内字二又山1番106地先 

800.0 H3.6.21 
下流端 今泉川への合流点 

正津川 正津川 
上流端 むつ市大字田名部町（宇曽利山湖からの流出点） 

13,850.0 S38.9.28 
下流端 海に至る場所 

正津川 宇曽利山湖 
上流端 

むつ市大字田名部町（宇曽利山湖の全面） 3,400.0 S38.9.28 
下流端 

川内川 川内川 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山1番の123地先 

27,609.1 S55.4.1 右岸 下北郡佐井村大字長後字野平297番地先 

下流端 海に至る場所 

川内川 板家戸沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山国有林112林班ろ小班地先 

750.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町福浦山国有林113林班い1小班地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 栓ノ木橋沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山国有林167林班い4小班地先 

850.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町板家戸国有林113林班い小班地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 名目床沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山国有林115林班い1小班地先 

1,020.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町福浦山国有林116林班ほ小班地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 本潟貝沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山1番の148地先 

1,150.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町福浦山1番の151地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 潟貝沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町福浦山1番の152地先 

200.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町福浦山1番の150地先 

下流端 本潟貝沢への合流点 
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水系名 河川名 区間 
区間延長 

（ｍ） 
指定年月日 

川内川 上畑尻沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町板家戸国有林169林班ち1小班地先 

650.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町板家戸国有林169林班ち2小班地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 下畑尻沢 
上流端 むつ市川内町板家戸国有林168林班い1小班地先 

450.0 S55.4.1 
下流端 上畑尻沢への合流点 

川内川 大利家戸沢 
上流端 

左岸 下北郡佐井村大字長後字野平226番地先 

2,400.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町板家戸52番地先 

下流端 川内川への合流点 

川内川 半太郎沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町板家戸国有林172林班ろ1小班地先 

720.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町板家戸国有林170林班い小班地先 

下流端 大利家戸沢への合流点 

川内川 四家戸川 
上流端 むつ市川内町板家戸国有林173林班は1小班地先 

1,150.0 S55.4.1 
下流端 大利家戸沢への合流点 

川内川 新三郎沢 
上流端 

左岸 むつ市川内町板家戸国有林183林班に小班地先 

750.0 S55.4.1 右岸 むつ市川内町板家戸国有林180林班ろ小班地先 

下流端 大利家戸沢への合流点 

戸沢川 戸沢川 
上流端 

左岸 むつ市川内町戸沢127番68地先 

2,000.0 H3.6.21 右岸 むつ市川内町川代169番2地先 

下流端 海に至る場所 

戸沢川 柳ノ沢川 
上流端 むつ市川内町川代169番192地先 

350.0 H3.6.21 
下流端 戸沢川への合流点 

大畑川 大畑川 
上流端 

左岸 むつ市大畑町小目名村（湯ノ股川の合流点） 

13,563.6 S38.5.2 右岸 むつ市大畑町赤坂（湯ノ股川の合流点） 

下流端 海に至る場所 

出戸川 出戸川 
上流端 むつ市大字関根字高梨地先の高梨頭首工 

7,000.0 S37.1.13 
下流端 海に至る場所 

脇野沢川 脇野沢川 
上流端 むつ市脇野沢（面木沢の合流点） 

6,000.0 S33.5.22 
下流端 海に至る場所 

男川 男川 
上流端 

左岸 むつ市川内町蛎崎（桧山沢の合流点） 

5,000.0 S33.5.22 右岸 むつ市川内町蛎崎（桧山沢の合流点） 

下流端 海に至る場所 

宿野部川 宿野部川 
上流端 

左岸 むつ市川内町宿野部（東股沢の合流点） 

5,500.0 S33.5.22 右岸 むつ市川内町宿野部（下木沢の合流点） 

下流端 海に至る場所 

桧川 桧川 
上流端 むつ市川内町桧川（稲沢の合流点） 

2,500.0 S33.5.22 
下流端 海に至る場所 

大荒川 大荒川 
上流端 むつ市大字大平地先の山田開拓堰頭首工 

2,000.0 S37.1.13 
下流端 海に至る場所 
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資料 26 海岸整備区間一覧 
 

区分 陸奥湾沿岸 
下北八戸沿岸 

（津軽海峡） 
計 

海岸線延長 90,407 m 24,758 m 115,165 m 

指定済延長 46,151 m 13,042 m 59,193 m 

海岸保全施設のある区域の延長 37,026 m 10,914 m 47,940 m 

国
土
交
通
省
所
管 

河
川
局 

海岸線延長 48,282 m 16,604 m 64,886 m 

指定済延長 20,661 m 6,510 m 27,171 m 

海岸保全施設のある区域の延長 18,370 m 6,349 m 24,719 m 

港
湾
局 

海岸線延長 25,651 m     25,651 m 

指定済延長 14,256 m     14,256 m 

海岸保全施設のある区域の延長 10,870 m     10,870 m 

農
林
水
産
省
所
管 

農
村
振
興
局 

海岸線延長 1,265 m     1,265 m 

指定済延長 1,265 m     1,265 m 

海岸保全施設のある区域の延長 1,265 m     1,265 m 

水
産
庁 

海岸線延長 15,209 m 8,154 m 23,363 m 

指定済延長 9,969 m 6,532 m 16,501 m 

海岸保全施設のある区域の延長 6,521 m 4,565 m 11,086 m 
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資料 27 農業用ため池一覧 
 

市内の農業用ため池         令和５年１１月１日現在 

№ 地区名 名称 所在地 総貯水量(㎥) 
老 朽 度 ／ 
 廃 止 区 分 

1 むつ 南関根溜池 むつ市大字関根字関根 127,200 現在使用していない 

2 むつ 樺山ため池 むつ市大字田名部字樺山 1,200 現在使用していない 

3 むつ 山辺沢ため池 むつ市大字田名部字内田 32,400 現在使用していない 

4 むつ カッタイため池 むつ市大字田名部字内田 25,200  

5 むつ 一里小屋ため池 東通村大字田屋 234,000 現在使用していない 

6 むつ 上近川 むつ市大字奥内字近川 69,600 使用中 

7 むつ 浅沢ため池 むつ市大字奥内字今泉 16,200 現在使用していない 

8 むつ 下の溜池 むつ市大字奥内字近川 17,280  

9 むつ 中野沢溜池 むつ市大字中野沢字申畑 122,400 使用中 

10 むつ 四谷溜池 むつ市大字関根字水川目 1,920 現在使用していない 

11 むつ 亀蔵溜池 むつ市大字関根字北関根 4,320 現在使用していない 

12 むつ 杉山溜池 むつ市大字関根字水川目 2,400  

13 むつ 山崎溜池 むつ市大字関根字水川目 5,160 現在使用していない 

14 むつ 駄賃場溜池 むつ市大字関根字水川目 3,960 現在使用していない 

15 むつ 尻釜溜池 むつ市大字田名部字尻釜 1,680 現在使用していない 

16 むつ 松橋 むつ市大字関根字北関根 960 現在使用していない 

17 むつ 早掛 むつ市大字田名部字小平舘 2,462,400 使用中 

18 むつ 二枚橋溜池 東通村大字田屋 1,478,400 現在使用していない 

19 むつ 大間沢溜池 むつ市大字奥内字大室平 108,000 現在使用していない 

20 むつ 近川溜池 むつ市大字奥内字近川 77,719 使用中 

21 むつ 水川目溜池 むつ市大字関根字水川目 34,351 現在使用していない 

22 むつ 土手内溜池 むつ市大字田名部字土手内 69,426 現在使用していない 

23 むつ 八忠溜池 むつ市大字田名部字内田 111,945 現在使用していない 

24 むつ 葛西溜池 むつ市大字田名部字内田 295,374 現在使用していない 

25 むつ 大曲 むつ市南赤川町 3,867 現在使用していない 

26 むつ 第一竹内 むつ市南赤川町 442 現在使用していない 

27 むつ 第二竹内 むつ市南赤川町 587 現在使用していない 

28 川内 初見 むつ市川内町八右ェ門沢 3,600 現在使用していない 

29 川内 八右ェ門溜池 むつ市川内町八右ェ門沢 7,038  

30 大畑 水木沢溜池 むつ市大畑町水木沢 24,000 現在使用していない 

31 大畑 大平沢溜池 むつ市大畑町大平沢 6,000 現在使用していない 

32 大畑 鳥谷場溜池 むつ市大畑町鳥谷場 0 現在使用していない 

33 大畑 堂近 むつ市大畑町堂近 0 現在使用していない 

34 脇野沢 黒岩溜池 むつ市脇野沢黒岩 1,870 現在使用していない 

※ №1、2、5、6、9、17、18、19、22、23、24、30は防災重点ため池に該当。 

※ 防災重点ため池中、№ 1、5、18、22、24 は水抜きを行い、現在は低水位管理となっている。 
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資料 28 南関根ため池ハザードマップ 
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資料 29 一里小屋ため池・大間沢溜池ハザードマップ 
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資料 30 上近川・近川溜池ハザードマップ 
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資料 31 中野沢溜池ハザードマップ 
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資料 32 早掛沼ため池ハザードマップ 
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資料 33 二枚橋溜池ハザードマップ 
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資料 34 大間沢溜池ハザードマップ 
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資料 35 土手内溜池ハザードマップ 
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資料 36 八忠溜池ハザードマップ 
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資料 37 葛西溜池ハザードマップ 
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資料 38 道路危険箇所 
 

ア 一般国道（県管理区間） 

 

  番号 路線名 所在地 点検対象項目
延長
（ｍ）

迂回路 評価ランク

1 国道279号 大畑町佐助川 落石・崩壊 15 無 要対策

2 国道279号 大畑町佐助川 落石・崩壊 10 無 要対策

3 国道279号 大畑町木野部 落石・崩壊 15 無 要対策

4 国道279号 大畑町木野部 落石・崩壊 180 無 要対策

5
国道279号
（大畑バイパス）

大畑町八幡湯坂 落石・崩壊 160 無 要対策

6 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 20 有 要対策

7 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 20 有 要対策

8 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 80 有 要対策

9 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 60 有 要対策

10 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 110 有 要対策

11 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 150 有 要対策

12 国道338号 川内町松山(国有林） 落石・崩壊 40 有 要対策

13 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 落石・崩壊 28 有 要対策

14 国道338号 脇野沢桂沢 落石・崩壊 10 有 要対策

15 国道338号 脇野沢辰内 落石・崩壊 140 有 要対策

16 国道338号 脇野沢辰内 落石・崩壊 70 有 要対策

17 国道338号 脇野沢小沢 落石・崩壊 52 有 要対策

18 国道338号 脇野沢辰内 落石・崩壊 65 有 要対策

19 国道338号 川内町松山(国有林） 岩盤崩壊 120 有 要対策

20 国道338号 脇野沢辰内 岩盤崩壊 115 有 要対策

21 国道338号 川内町板家戸(国有林） 地すべり 280 有 要対策

22 国道338号 川内町板家戸(国有林） 地すべり 170 有 要対策

23 国道279号 大畑町佐助川 盛土 20 無 要対策

24 国道279号 大畑町佐助川 盛土 50 無 要対策

25 国道279号 大畑町佐助川 盛土 10 無 要対策

26 国道279号 大畑町佐助川 盛土 30 無 要対策

27 国道279号 大畑町佐助川 盛土 30 無 要対策

28 国道279号 大畑町木野部 擁壁 70 有 要対策

29 国道338号 川内町板家戸(国有林） 擁壁 60 有 要対策

30 国道279号 大字関根字南関根 地吹雪 240 無 要対策

31 国道279号 大字関根字名子 地吹雪 300 無 要対策

32 国道279号 大字田名部字小平舘 地吹雪 740 無 要対策

33 国道279号 大字奥内字渡戸 地吹雪 500 無 要対策

34 国道338号 川内町蛎崎合野 地吹雪 430 無 要対策

35 国道338号 川内町戸沢 地吹雪 600 無 要対策

36 国道338号 川内町戸沢 地吹雪 500 無 要対策

37 国道338号 大字城ヶ沢字角違 地吹雪 520 無 要対策

38 国道338号 大字大湊桜木町 地吹雪 600 無 要対策

39 国道338号 大字田名部字斗南岡 地吹雪 560 無 要対策

40 国道338号 大字田名部字斗南岡 地吹雪 600 無 要対策

41 国道338号 脇野沢辰内 その他（護岸工） 75 有 要対策

42 国道338号 脇野沢辰内 その他（護岸工） 100 無 要対策

43 国道279号 大畑町小赤川 落石・崩壊 120 無 カルテ監視

44 国道279号 大畑町佐助川 落石・崩壊 35 無 カルテ監視

45 国道279号 大畑町佐助川 落石・崩壊 40 無 カルテ監視

46 国道279号 大畑町木野部 落石・崩壊 100 無 カルテ監視

47 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 100 有 カルテ監視

48 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 120 有 カルテ監視

49 国道338号 川内町板家戸(国有林） 落石・崩壊 225 有 カルテ監視

50 国道338号 川内町田野沢 落石・崩壊 495 無 カルテ監視
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番号 路線名 所在地 点検対象項目
延長
（ｍ）

迂回路 評価ランク

51 国道338号 川内町田野沢 落石・崩壊 90 無 カルテ監視

52 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 落石・崩壊 90 有 カルテ監視

53 国道338号 脇野沢滝山 落石・崩壊 15 有 カルテ監視

54 国道338号 脇野沢辰内 落石・崩壊 45 有 カルテ監視

55 国道338号 川内町板家戸(国有林） 岩盤崩壊 20 有 カルテ監視

56 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 岩盤崩壊 15 有 カルテ監視

57 国道338号 川内町板家戸(国有林） 地すべり 100 有 カルテ監視

58 国道338号 川内町板家戸(国有林） 盛土 42 有 カルテ監視
59 国道338号 川内町板家戸(国有林） 盛土 55 有 カルテ監視
60 国道338号 川内町板家戸(国有林） 盛土 30 有 カルテ監視
61 国道338号 川内町田野沢 盛土 120 無 カルテ監視
62 国道338号 川内町田野沢 盛土 150 無 カルテ監視
63 国道279号 中野沢 擁壁 14 無 カルテ監視
64 国道279号 大畑町鍵掛 擁壁 27 無 カルテ監視
65 国道279号 大畑町木野部 擁壁 90 有 カルテ監視
66 国道279号 大畑町二枚橋 擁壁 40 無 カルテ監視
67 国道338号 川内町板家戸(国有林） 擁壁 90 有 カルテ監視
68 国道338号 川内町板家戸(国有林） 擁壁 50 有 カルテ監視
69 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 擁壁 140 有 カルテ監視
70 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 擁壁 180 有 カルテ監視
71 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 擁壁 35 有 カルテ監視
72 国道338号 脇野沢源藤城（国有林） 擁壁 55 有 カルテ監視
73 国道338号 川内町田野沢 擁壁 55 無 カルテ監視
74 国道279号 大字奥内字金谷沢 地吹雪 510 無 カルテ監視
75 国道338号 川内町宿野部字品木平 地吹雪 680 無 カルテ監視
76 国道279号 大畑町佐助川 土石流 10 無 カルテ監視
77 国道279号 大畑町木野部 土石流 10 無 カルテ監視
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イ 主要地方道 

 

 

  

番号 路線名 所在地 点検対象項目
延長
（ｍ）

迂回路 評価ランク

1
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 5 無 要対策

2
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 125 無 要対策

3
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 70 無 要対策

4
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 90 無 要対策

5
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 40 無 要対策

6
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 150 無 要対策

7
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 55 無 要対策

8
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 20 無 要対策

9
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 30 無 要対策

10
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 15 無 要対策

11
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町小目名 落石･崩壊 130 無 要対策

12
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 100 無 要対策

13
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 30 無 要対策

14
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 260 無 要対策

15
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 80 無 要対策

16
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 55 無 要対策

17
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 35 無 要対策

18
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 70 無 要対策

19
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 50 無 要対策

20
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 30 無 要対策

21
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 200 無 要対策

22 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 80 無 要対策
23 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 10 無 要対策
24 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 205 無 要対策
25 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 245 無 要対策
26 川内佐井線 川内町前田 落石・崩壊 260 無 要対策
27 川内佐井線 川内町湯野川（国有林） 落石･崩壊 95 無 要対策
28 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 40 無 要対策

29
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 岩盤崩落 75 無 要対策

30
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 岩盤崩落 70 無 要対策

31 川内佐井線 川内町髙野山（国有林） 岩盤崩落 60 無 要対策
32 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 雪崩 169 無 要対策

33
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 25 無 要対策

34
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 25 無 要対策

35
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 5 無 要対策

36
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 15 無 要対策

37
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 10 無 要対策

38
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 20 無 要対策

39
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 130 無 要対策

40
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 土石流 210 無 要対策
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41 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 土石流 20 無 要対策
42 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 土石流 5 無 要対策

43
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 盛土 25 無 要対策

44
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大畑町国有林大尽山 盛土 210 無 要対策

45 むつ東通線 大字中野沢（川代山国有林） 盛土 40 無 要対策

46
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大字田名部（矢立山国有林） 擁壁 70 無 要対策

47
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大字田名部（矢立山国有林） 擁壁 1090 無 要対策

48
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 擁壁 100 無 要対策

49
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 擁壁 35 無 要対策

50 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 擁壁 20 無 要対策

51
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大字田名部（矢立山国有林） 落石･崩壊 65 無 カルテ監視

52
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 300 無 カルテ監視

53
むつ恐山公園大畑線
（むつ～恐山）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 70 無 カルテ監視

54
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 45 無 カルテ監視

55
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 100 無 カルテ監視

56
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 110 無 カルテ監視

57
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 70 無 カルテ監視

58
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 160 無 カルテ監視

59
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 55 無 カルテ監視

60
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 95 無 カルテ監視

61
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 90 無 カルテ監視

62
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

63
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町国有林大尽山 落石･崩壊 85 無 カルテ監視

64
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 140 無 カルテ監視

65
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 35 無 カルテ監視

66
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 75 無 カルテ監視

67
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 130 無 カルテ監視

68
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 80 無 カルテ監視

69
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 70 無 カルテ監視

70
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 20 無 カルテ監視

71
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 落石･崩壊 40 無 カルテ監視

72 川内佐井線 川内町八木沢 落石･崩壊 90 無 カルテ監視
73 川内佐井線 川内町堀川 落石･崩壊 140 無 カルテ監視
74 川内佐井線 川内町堀川 落石･崩壊 160 無 カルテ監視
75 川内佐井線 川内町仁左エ門沢 落石･崩壊 30 無 カルテ監視
76 川内佐井線 川内町髙野山（国有林） 落石･崩壊 180 無 カルテ監視
77 川内佐井線 川内町湯野川（国有林） 落石･崩壊 70 無 カルテ監視
78 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 100 無 カルテ監視
79 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 110 無 カルテ監視
80 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 60 無 カルテ監視
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81 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 100 無 カルテ監視
82 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 90 無 カルテ監視
83 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 175 無 カルテ監視
84 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 80 無 カルテ監視
85 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 80 無 カルテ監視
86 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 20 無 カルテ監視
87 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 25 無 カルテ監視
88 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 20 無 カルテ監視
89 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 265 無 カルテ監視
90 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 落石･崩壊 350 無 カルテ監視

91
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 岩盤崩壊 80 無 カルテ監視

92 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 60 無 カルテ監視
93 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 100 無 カルテ監視
94 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 90 無 カルテ監視
95 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 150 無 カルテ監視
96 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 70 無 カルテ監視
97 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 50 無 カルテ監視
98 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 地すべり 70 無 カルテ監視

99
むつ恐山公園大畑線
（薬研～大畑）

大畑町朝比奈岳国有林 雪崩 140 無 カルテ監視

100 川内佐井線 川内町湯野川（国有林） 雪崩 290 無 カルテ監視
101 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 雪崩 100 無 カルテ監視
102 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 雪崩 20 無 カルテ監視
103 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 雪崩 265 無 カルテ監視

104
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 盛土 5 無 カルテ監視

105
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 盛土 20 無 カルテ監視

106
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 盛土 20 無 カルテ監視

107 むつ東通線 大字中野沢（川代山国有林） 盛土 180 無 カルテ監視
108 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 盛土 40 無 カルテ監視

109
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 擁壁 20 無 カルテ監視

110
むつ恐山公園大畑線
（恐山～薬研）

大畑町朝比奈岳国有林 擁壁 8 無 カルテ監視

111 川内佐井線 川内町田野沢山（国有林） 擁壁 30 無 カルテ監視
112 川内佐井線 川内町仁左エ門沢 擁壁 75 無 カルテ監視
113 川内佐井線 川内町湯野川（国有林） 擁壁 90 無 カルテ監視
114 川内佐井線 川内町板丁塚 地吹雪 260 無 カルテ監視
115 川内佐井線 川内町湯野川（国有林） 地吹雪 600 無 カルテ監視
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番号 路線名 所在地 点検対象項目
延長
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迂回路 評価ランク

1 九艘泊脇野沢線 脇野沢九艘泊 落石･崩壊 100 無 要対策

2 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 70 無 要対策

3 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 160 無 要対策

4 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 60 無 要対策

5 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 60 無 要対策

6 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 250 無 要対策

7 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 60 無 要対策

8 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 135 無 要対策

9 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 80 無 要対策

10 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 落石･崩壊 260 無 要対策

11 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 落石･崩壊 265 無 要対策

12 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 15 無 要対策

13 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 5 無 要対策

14 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 5 無 要対策

15 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 10 無 要対策

16 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 50 無 要対策

17 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 13 無 要対策

18 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 24 無 要対策

19 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 14 無 要対策

20 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 20 無 要対策

21 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 10 無 要対策

22 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 10 無 要対策

23 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 岩盤崩壊 100 無 要対策

24 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 岩盤崩壊 110 無 要対策

25 長坂大湊線 大字田名部矢立国有林34林班に1小班 地すべり 30 無 要対策

26 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 盛土 20 無 要対策

27 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 擁壁 17 無 要対策

28 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 60 無 要対策

29 長後川内線 川内町大字川内字福浦山 地吹雪 130 無 要対策

30 九艘泊脇野沢線 脇野沢九艘泊 落石･崩壊 140 無 カルテ監視

31 九艘泊脇野沢線 脇野沢九艘泊 落石･崩壊 120 無 カルテ監視

32 九艘泊脇野沢線 脇野沢九艘泊 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

33 九艘泊脇野沢線 脇野沢九艘泊 落石･崩壊 30 無 カルテ監視

34 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 90 無 カルテ監視

35 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 25 無 カルテ監視

36 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 170 無 カルテ監視

37 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 130 無 カルテ監視

38 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

39 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 170 無 カルテ監視

40 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 20 無 カルテ監視

41 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 落石･崩壊 150 無 カルテ監視

42 九艘泊脇野沢線 脇野沢蛸田 落石･崩壊 200 無 カルテ監視

43 九艘泊脇野沢線 脇野沢寄波 落石･崩壊 110 無 カルテ監視

44 九艘泊脇野沢線 脇野沢寄波 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

45 九艘泊脇野沢線 脇野沢寄波 落石･崩壊 40 無 カルテ監視

46 九艘泊脇野沢線 脇野沢新井田 落石･崩壊 80 無 カルテ監視

47 九艘泊脇野沢線 脇野沢新井田 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

48 九艘泊脇野沢線 脇野沢源藤城（国有林） 落石･崩壊 20 無 カルテ監視

49 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 100 無 カルテ監視

50 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 80 無 カルテ監視
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51 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 40 無 カルテ監視

52 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 120 無 カルテ監視

53 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 40 無 カルテ監視

54 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 310 無 カルテ監視

55 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 35 無 カルテ監視

56 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

57 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 落石･崩壊 100 無 カルテ監視

58 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 落石･崩壊 180 無 カルテ監視

59 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 140 無 カルテ監視

60 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 40 無 カルテ監視

61 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 140 無 カルテ監視

62 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 60 無 カルテ監視

63 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 落石･崩壊 60 無 カルテ監視

64 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 落石･崩壊 130 無 カルテ監視

65 薬研佐井線 大畑町二階滝国有林 落石･崩壊 50 無 カルテ監視

66 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 70 無 カルテ監視

67 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 60 無 カルテ監視

68 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 30 無 カルテ監視

69 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 50 無 カルテ監視
70 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 80 無 カルテ監視
71 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 岩盤崩壊 50 無 カルテ監視
72 九艘泊脇野沢線 脇野沢蛸田 岩盤崩壊 100 無 カルテ監視
73 長後川内線 川内町福浦山 地すべり 80 無 カルテ監視
74 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 地すべり 180 無 カルテ監視
75 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 地すべり 170 無 カルテ監視
76 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 150 無 カルテ監視
77 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 100 無 カルテ監視
78 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 50 無 カルテ監視
79 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 100 無 カルテ監視
80 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 120 無 カルテ監視
81 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 120 無 カルテ監視
82 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 70 無 カルテ監視
83 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 230 無 カルテ監視
84 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 60 無 カルテ監視
85 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 60 無 カルテ監視
86 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 20 無 カルテ監視
87 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 雪崩 110 無 カルテ監視
88 薬研佐井線 大畑町赤滝山国有林 土石流 5 無 カルテ監視
89 九艘泊脇野沢線 脇野沢源籐城（国有林） 擁壁 70 無 カルテ監視
90 九艘泊脇野沢線 脇野沢蛸田 擁壁 160 無 カルテ監視
91 九艘泊脇野沢線 脇野沢蛸田 擁壁 200 無 カルテ監視
92 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 擁壁 150 無 カルテ監視
93 長後川内線 川内町福浦山（国有林） 擁壁 40 無 カルテ監視
94 九艘泊脇野沢線 脇野沢寄波 その他（路面変状） 40 無 カルテ監視
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資料 39 自主防災組織等一覧 

 

（自主防災組織一覧表）        令和５年１１月１日現在 

組織名 代表者 設立年月日 カバー世帯 地区名 

桜木町地区自主防災会 祐川 勝 平成24年2月23日 ５４６世帯 むつ地区 

奥内地区自主防災会 鍋谷 昭弥 平成24年4月1日 １０７世帯 むつ地区 

中野沢地区自主防災会 若狹 誠一 平成24年7月22日 １５４世帯 むつ地区 

大湊新町自主防災会 辻 登志雄 平成24年4月22日 ５１９世帯 むつ地区 

角違地区自主防災会 濱田 秀幸 平成24年12月20日  ５５世帯 むつ地区 

脇野沢清水町自主防災組織 川井 忠敏 平成25年9月7日  ３３世帯 脇野沢地区 

川守町自主防災会 小島 朝子 

（会長代行） 

平成25年10月31日 
３３１世帯 

むつ地区 

大湊上町地区自主防災会 加世多 壽雄 平成26年7月10日 ２０７世帯 むつ地区 

昭和町Ａ町内会自主防災会 伊藤 道郎 平成27年4月19日 １２１世帯 むつ地区 

大曲町内自主防災組織 竹林 義栄 平成27年5月1日 ５３０世帯 むつ地区 

脇野沢渡向地区自主防災組織 浜田 一之 平成27年7月25日 １２４世帯 脇野沢地区 

緑ヶ丘自主防災会 布施 昭則 平成27年10月1日 ３３６世帯 むつ地区 

新田町自主防災会 畑中 克人 平成27年12月15日   ９世帯 むつ地区 

女舘高台自主防災組織 中村 勲 平成28年1月20日 １３５世帯 むつ地区 

蛎崎地区会自主防災組織 布施 啓治 平成28年1月31日 １００世帯 川内地区 

桧川部落会自主防災組織 菊池 鉄雄 平成28年7月1日 １５４世帯 川内地区 

谷地町地区会自主防災組織 杉野 榮悦 平成28年7月1日  ４９世帯 川内地区 

椛山自主防災組織 齊藤 榮佐男 平成29年1月8日  ６０世帯 むつ地区 

宇田町町内会自主防災組織 柳谷 稔 平成29年2月19日 ２４６世帯 むつ地区 

新城ヶ沢町内会自主防災組織 石橋 忠雄 平成29年3月7日 １１３世帯 むつ地区 

中央町内会自主防災組織 幸島 逸雄 平成29年4月1日 ６１３世帯 むつ地区 

越葉沢自主防災会 平原 敏芳 平成29年4月1日  １０世帯 むつ地区 

兎沢地区自主防災組織 古谷 吉光 平成29年6月1日 １９０世帯 大畑地区 

銀杏木地区会自主防災組織 山崎 幸悦 平成30年1月28日  ６１世帯 川内地区 

新町自主防災会 新谷 泰造 平成30年8月30日 １１３３世帯 むつ地区 

松森町自主防災組織 祐川 厚美 平成31年4月8日 ３０７世帯 むつ地区 

小松ヶ丘町内会自主防災組織 對馬 文郷 平成31年4月24日 ３２２世帯 むつ地区 

脇野沢小沢地区自主防災組織 山本 敏彦 令和1年5月1日 １０７世帯 脇野沢地区 

大畑町中島自主防災組織 斉藤 克也 令和1年6月1日 １８０世帯 大畑地区 

大畑町新町町内会自主防災組織 中嶋 康夫 令和1年6月1日 １３８世帯 大畑地区 

南町町内会自主防災組織 藤本 恒雄 令和2年1月26日  ２０世帯 むつ地区 

小目名・高橋川地区自主防災組織 畑中 光政 令和3年4月11日  ５１世帯 大畑地区 

大湊浜町自主防災会 赤津 尋彦 令和4年8月8日 ２０６世帯 むつ地区 

初見地区自主防災組織 菊池 正紀 令和5年6月28日  ４３世帯 川内地区 

仲崎地区自主防災組織 川野 了 令和5年11月1日 ２２３世帯 川内地区 

３５地区   カバー世帯数合計 ７,５３６世帯 
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（婦人防火クラブ一覧表）        令和５年４月１日現在 

組織名 代表者 設立年月日 会員数 地区名 

田野沢地区婦人防火クラブ 坂野 要子 昭和５７年８月１０日  ９名 

川内地区 

谷地町地区婦人防火クラブ 杉野 登志江 昭和５７年８月１０日 １３名 

中浦町地区婦人防火クラブ 坪田 三枝子 昭和５７年８月１０日 １４名 

仲崎町地区婦人防火クラブ 熊谷 イツ 昭和５７年８月１０日 ３１名 

桧川地区婦人防火クラブ 東 真知子 昭和５７年８月１０日 １１名 

５団体    合計会員数 ７８名 
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資料 40 指定緊急避難場所一覧 

 

むつ地区 

施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

第一田名部小学校グラウンド 柳町二丁目7-1 7,935 ○ ○ ○ × 

むつ中学校グラウンド 栗山町17-2 11,016 ○ ○ ○ ○ 

柳町ひまわり保育園園庭 柳町一丁目9-13 358 ○ × × ○ 

田名部中学校グラウンド 緑町22-8 7,093 ○ × × ○ 

田名部高等学校グラウンド 海老川町6-18 10,268 ○ × × ○ 

海老川コミュニティセンター屋外 緑町3-1 1,792 ○ × × ○ 

苫生小学校グラウンド 金曲一丁目5-10 8,172 ○ × × ○ 

禄寿荘屋外 新町32-36 1,000 ○ × × ○ 

第二田名部小学校グラウンド 小川町一丁目18-10 8,890 ○ ○ ○ ○ 

小川町第２白百合保育園園庭 小川町一丁目15-13 449 ○ ○ ○ ○ 

第三田名部小学校グラウンド 赤川ノ内並木14-196 13,670 ○ × × ○ 

大曲コミュニティセンターグラウンド 大曲二丁目1-1 185 ○ × ○ ○ 

ダイナムむつ店 赤川町13-1 1,250 ○ × × ○ 

大平小学校グラウンド 大平町8-6 5,091 ○ ○ ○ ○ 

大平中学校グラウンド 並川町2-4 10,435 ○ ○ ○ × 

むつ工業高等学校グラウンド 文京町22-7 18,676 ○ ○ ○ ○ 

大湊小学校グラウンド 大湊上町43-32 6,537 ○ × ○ × 

大湊中学校グラウンド 桜木町19-1 12,477 ○ ○ ○ × 

大湊高等学校グラウンド 大湊字大近川44-84 17,597 ○ ○ ○ × 

奥内小学校グラウンド 奥内字中野40 6,993 ○ ○ ○ ○ 

近川中学校グラウンド 奥内字江豚沢1-2 13,122 ○ ○ ○ ○ 

旧中野沢小学校グラウンド 中野沢字上山道8-25 12,997 ○ ○ ○ ○ 

関根小学校グラウンド 関根字北関根100-1 3,572 ○ ○ ○ ○ 
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施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

関根浜漁民研修センター広場 関根字北関根313-61 750 ○ × ○ ○ 

上町児童公園 大湊上町5番 900 ○ ○ ○ × 

宇田児童公園 宇田町210番 1,450 ○ × ○ × 

新町児童公園 新町206番 1,150 ○ × × ○ 

柳町児童公園 柳町一丁目296番 750 ○ × × ○ 

文京児童公園 文京町224番 750 ○ ○ ○ ○ 

宇曽利川児童公園 宇曽利川村42番地 1,635 ○ ○ ○ ○ 

むつ北児童公園 柳町二丁目155番 1,250 ○ ○ ○ ○ 

横迎町児童公園 横迎町二丁目229番 1,750 ○ × × ○ 

川守町児童公園 川守町20番1 1,900 ○ ○ ○ × 

旭町児童公園 旭町243番1 950 ○ ○ ○ ○ 

水源池公園 宇田町368番 28,000 ○ ○ ○ ○ 

金谷公園 金谷一丁目330番1 20,500 ○ ○ ○ ○ 

代官山公園 小川町二丁目57番 5,500 ○ ○ ○ ○ 

むつ運動公園 山田町43番１ 71,500 ○ ○ ○ ○ 

むつ市イベント広場 柳町一丁目323番4 500 ○ × × ○ 

中央団地北緑地 中央二丁目312番の14 900 ○ ○ ○ ○ 

中央団地南緑地 中央二丁目118番の67 1,726 ○ ○ ○ ○ 

旧城ヶ沢小学校グラウンド 城ヶ沢字畑下丁塚１ 4,343 ○ × ○ ○ 

旧金谷沢小学校グラウンド 奥内字金谷沢1-28 2,647 ○ ○ ○ ○ 

旧烏沢小学校グラウンド 関根字安畑49-1 2,152 ○ × ○ ○ 
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川内地区 

施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

川内体育館グラウンド 川内町榀木153 3,625 ○ × ○ ○ 

川内中学校グラウンド 川内町休所5-1 11,217 ○ × ○ ○ 

大湊高等学校川内校舎グラウンド 川内町家ノ上48 9,719 ○ ○ ○ × 

ふれあい広場 川内町中道129 1,805 ○ × ○ ○ 

旧第一川内小学校グラウンド 川内町熊ヶ平1-3 2,970 ○ ○ ○ ○ 

旧第二川内小学校グラウンド 川内町立越4-17 3,572 ○ ○ ○ ○ 

旧畑小学校グラウンド 川内町家ノ辺100-87 3,741 ○ ○ ○ × 

旧湯野川小学校グラウンド 川内町湯野川3-3 3,637 ○ ○ ○ × 

旧桧川小学校グラウンド 川内町桧川川代225-1 4,342 ○ ○ ○ ○ 

旧宿野部小学校グラウンド 宿野部榀木平56-13 11,601 ○ ○ ○ ○ 

旧蛎崎小学校グラウンド 川内町蛎崎合野74-1 4,041 ○ ○ ○ × 

 

大畑地区 

施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

正津川小学校グラウンド 大畑町正津川平114-20 3,332 ○ × ○ ○ 

正津川地区公民館屋外 大畑町正津川平87-10 595 ○ × ○ ○ 

旧正津川児童館屋外 大畑町正津川平114-64 1,150 ○ × ○ ○ 

東町町内会館屋外 大畑町筒万坂56-7 121 ○ × × ○ 

大畑小学校グラウンド 大畑町伊勢堂1-1 4,523 ○ × × × 

大畑地区防災広場 大畑町伊勢堂1-6 925 ○ × × ○ 

大畑体育館屋外 大畑町中島108-5 6,968 ○ × × ○ 

上野町内会館屋外 大畑町上野85 340 ○ × ○ ○ 

旧中島児童館グラウンド 大畑町中島72-2 1,837 ○ × × ○ 
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施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

中島町内会館屋外 大畑町中島80-16 80 ○ × × ○ 

大畑中央保育園園庭 大畑町中島4-4 3,340 ○ × × ○ 

新町町内会館屋外 大畑町新町99-1 226 ○ × × ○ 

旧湯坂下児童館グラウンド 大畑町湯坂下9-4 1,579 ○ × × ○ 

湯坂下町内会館屋外 大畑町湯坂下9-4 147 ○ × × ○ 

本町町内会館屋外 大畑町庚申堂9-7 250 ○ × × ○ 

大畑中学校グラウンド 大畑町兎沢17-7 12,635 ○ ○ ○ × 

総合福祉センター屋外 大畑町観音堂25-1 1,932 ○ × × ○ 

孫次郎間地区公民館屋外 大畑町孫次郎間19-24 280 ○ ○ ○ ○ 

二枚橋地区公民館屋外 大畑町釣屋浜16-2 817 ○ × ○ × 

旧二枚橋小学校グラウンド 大畑町釣屋浜22-72 3,608 ○ ○ ○ × 

小目名地区公民館屋外 大畑町小目名村54 148 ○ ○ × × 

高橋川コミュニティセンター屋外 大畑町高橋川30-7 196 ○ ○ ○ × 

木野部地区公民館屋外 大畑町佐助川29-3 250 ○ × ○ × 

赤川地区公民館屋外 大畑町赤川3-4 1,085 ○ × ○ × 

下北自然の家グラウンド 大畑町佐助川399 61,216 ○ ○ ○ ○ 

関根橋地区公民館屋外 大畑町関根橋14 253 ○ ○ ○ ○ 

湊町内会館屋外 大畑町湊村159-4 188 ○ × × ○ 

旧大畑町コミュニティセンター屋外 大畑町湊村165-8 1,614 ○ × × ○ 

二枚橋区域地域防災広場 大畑町釣屋浜22-37 1,805 ○ ○ ○ ○ 

大安寺敷地内 大畑町本町80-20 375 ○ ○ ○ ○ 

大畑中央公園 大畑町涌舘地内 6,712 ○ ○ ○ ○ 

㈲渡辺水産駐車場 大畑町水木沢34-26 480 ○ × ○ ○ 

優婆寺駐車場 大畑町正津川87-2 250 ○ × ○ ○ 

薬研公共駐車場 大畑町薬研地内 1,078 ○ ○ ○ ○ 

老人福祉センター駐車場 
大畑町赤滝山国有林58林班 

へ2小班外 
1,163 ○ ○ ○ ○ 
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施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

中島児童公園 大畑町中島72-2 900 ○ × × ○ 

旧小目名小学校グラウンド 大畑町小目名家ノ下1 2,461 ○ ○ × ○ 

旧佐助川小学校グラウンド 大畑町佐助川22-2 640 ○ × ○ × 

旧関根橋小学校グラウンド 大畑町正津川大畑道31-4 1,021 ○ ○ ○ ○ 

 

脇野沢地区 

施設名 所在地 

収容 

可能 

人数 

（人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

旧脇野沢小学校グラウンド 脇野沢桂沢71-1 5,300 ○ ○ ○ × 

脇野沢中学校グラウンド 脇野沢瀬野川目85-2 4,335 ○ ○ ○ ○ 

脇野沢八幡宮境内 脇野沢桂沢18-1 100 ○ ○ ○ × 

愛宕山公園 脇野沢瀬野川目1-1 2,000 ○ ○ ○ ○ 

小沢稲平高台 脇野沢稲平無番地 100 ○ ○ ○ ○ 

小沢鹿間平高台 脇野沢鹿間平無番地 100 ○ ○ ○ ○ 

新井田高台 脇野沢新井田無番地 50 ○ ○ ○ × 

寄浪高台 脇野沢寄浪無番地 100 ○ ○ ○ × 

蛸田高台 脇野沢蛸田無番地 100 ○ ○ ○ × 

源藤城神社 脇野沢源藤城25 100 ○ ○ ○ ○ 

脇野沢総合運動場 脇野沢瀬野川目152 2,000 ○ ○ ○ ○ 

旧小沢小学校グラウンド 脇野沢小サ沢1-9 3,345 ○ ○ ○ ○ 

滝山倉庫広場 脇野沢滝山315 2,115 ○ ○ ○ ○ 

旧九艘泊小学校グラウンド 脇野沢九艘泊110 1,125 ○ ○ ○ × 
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資料 41 指定避難所一覧 
 

むつ地区         ※炊飯の○はガス・◎は電気 

収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給 

水 

炊 

飯 

本町 

田名部町 

柳町一～四丁目 

栗山町 

女舘 

尻釜 

宮後 

樺山  

上川町 

横迎町一・二丁目 

赤坂 

斗南岡 

最花 

品ノ木 

(酪農) 

和泉町 

63 

165 

2,203 

574 

312 

49 

95 

122 

881 

1,549 

258 

292 

42 

1,053 

 

52 

第一田名部小学校 

体育館 
柳町二丁目7-1 鉄骨造 270 ○ ○ ○ ○ ○ × 

むつ中学校体育館 栗山町17-2 鉄骨造 515 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

むつ来さまい館 田名部町10-1 
鉄骨造 

 
1,215 ○ ○ ○ × × ○ 

むつ下北 

観光物産館 

 

柳町一丁目10-25 
鉄筋コン 864 ○ ○ ○ × × ○ 

柳町 

ひまわり保育園 
柳町一丁目9-13 木 造 58 ○ ○ × × × ○ 

土手内 492 土手内集会所 土手内74-922 木 造 70 ○ ○ × × × ○ 

仲町  

若松町 

海老川町 

港町 

緑町 

下北町 

1,443 

733 

1,388 

2 

1,111 

871 

田名部中学校 

体育館 
緑町22-8 

鉄筋コン 
803 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

× 

 

× 

 

○ 

田名部高等学校  

第１・第２体育館 
海老川町6-18 

鉄筋コン 
804 ○ ○ ○ × × ○ 

海老川コミュニテ

ィセンター 
緑町3-1 

木 造 

 
83 ○ ○ ○ × × ○ 

新町 

苫生町一・二丁目 

金曲一丁目 

昭和町 

2,203 

1,024 

1,251 

1,262 

苫生小学校 

体育館 
金曲一丁目5-10 

鉄筋コン 
372 ○ ○ ○ × × ○ 

禄寿荘 新町32-36 木 造 63 ○ ○ ○ × × ○ 

小川町一・二丁目 

金谷一・二丁目 

中央一丁目 

岩菜 

緑ヶ丘 

松山町 

十二林 

美里町 

長坂 

山梨 

1,811 

1,592 

180 

15 

814 

738 

266 

156 

23 

25 

第二田名部小学校 

体育館 

小川町 

一丁目18-10 

鉄骨造 

349 
 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

小川町 

第２白百合保育園 

小川町 

一丁目15-13 

木 造 
42 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

下北文化会館 金谷一丁目10-1 

鉄筋コン 

651 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

  

 

       



 

-127- 

収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給 

水 

炊 
飯 

南町  

赤川町 

南赤川町 

松原町 

金曲二・三丁目 

大曲一～三丁目 

444 

330 

42 

313 

1,291 

1,294 

第三田名部小学校 

体育館 

赤川ノ内並木 

14-196 

鉄筋コン 

403 ○ ○ ○ × × ○ 

大曲コミュニティ 

センター 
大曲二丁目1-1 

木 造 

94 ○ ○ ○ × ○ ○ 

山田町 

真砂町 

文京町 

並川町 

大平町 

大湊新町 

旭町 

中央二丁目 

荒川町 

松森町 

越葉沢 

(落野沢) 

1,320 

35 

946 

1,062 

1,210 

918 

986 

924 

589 

720 

47 

大平小学校 

体育館 
大平町8-6 鉄筋コン 450 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

大平中学校 

体育館 
並川町2-4 鉄筋コン 479 ○ ○ ○ ○ ○ × 

むつ工業高等学 

第１・第２体育館 
文京町22-7 鉄筋コン 749 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

大湊浜町 

大湊上町 

川守町 

466 

475 

663 

大湊小学校 

体育館 
大湊上町43-32 鉄筋コン 438 ○ ○ ○ × ○ × 

むつ市中央公民館 

講堂 
大湊浜町13-1 鉄筋コン 140 ○ ○ ○ × ○ × 

福寿荘 川守町5-9 木造 78 ○ × × ○ ○ × 

宇田町 

桜木町 

大湊町 

宇曽利川 

521 

1,025 

1,203 

155 

大湊中学校体育館 桜木町19-1 鉄筋コン 455 ○ ○ ○ ○ ○ × 

大湊高等学校 

第１・第２体育館 

大湊字大近川 

44-84 

鉄筋コン 

 
796 ○ ○ ○ ○ ○ × 

みどりの 

さきもり館 
宇田町21-25 

鉄筋コン 

 
94 ○ × ○ ○ ○ ○ 

堺田 

城ヶ沢 

新城ヶ沢 

泉沢 

永下 

近沢 

大川目 

角違 

30 

148 

194 

83 

19 

67 

9 

99 

城ヶ沢地区集会所 
城ヶ沢字早崎 

15-3 
鉄筋コン 85 ○ ○ ○ × ○ ○ 

角違公民館 
（中央公民館分館） 

城ヶ沢字角違25 木造 97 ○ ○ ○ × ○ ○ 

大室平 

金谷沢 

 (神山) 

134 

173 
金谷沢生活 

改善センター 
金谷沢1-191 木造 81 ○ ○ × ○ ○ ○ 
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収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給 

水 

炊 
飯 

今泉 

石蕨平 

二又 

奥内 

浜奥内 

近川 

中野沢 

中野沢開拓 

50 

7 

7 

253 

123 

368 

333 

18 

奥内小学校 

体育館 
奥内字中野40 

鉄筋コン 

 
368 ○ × ○ ○ ○ ○ 

近川中学校 

体育館 
奥内字江豚沢1-2 鉄筋コン 348 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

旧中野沢小学校 

体育館 

中野沢字 

上山道8-25 
鉄骨造 255 × × ○ ○ ○ ○ 

南関根 

(名子平) 

北関根 

(美付) 

出戸 

水川目 

高梨 

388 

 

390 

 

98 

55 

55 

関根小学校体育館 
関 根 字 北 関 根

100-1 
鉄筋コン 347 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浜関根 
350 

関根浜漁民 

研修センター 

関根字 

北関根313-61 
鉄筋コン 92 ○ ○ ○ × ○ ○ 

川代 

烏沢 

新田 

(上新田) 

131 

136 

16 

 

関根浜漁民研修 

センター烏沢分館 

（烏沢集会所） 

 

関根字前浜42-27 
木造 104 ○ ○ ○ × ○ ○ 

関根浜漁民研修 

センター川代分館 

（中央公民館川代

分館） 

関根字川代30-1 木造 81 ○ ○ ○ × ○ ○ 

※ （ ）は、住民基本台帳登録上の住所名でなく、地域名であり、地区に集計される地名である。 
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川内地区         ※炊飯の○はガス・◎は電気 

収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給 
水 

炊 
飯 

(新町) 

(榀木) 

(熊ヶ平) 

(谷地町) 

(中町) 

(浦町) 

(上町) 

(浜町) 

(板子塚) 

(仲崎) 

(高野川) 

(初見) 

(葛沢) 

2,227 

新町集会所 川内町熊ヶ平1-5 木 造 25 ○ ○ × × ○ ○ 

あたご幼稚園 川内町川内87 木 造 25 ○ × ○ × ○ ○ 

川内体育館 川内町榀木153 鉄骨造 488 ○ × ○ × ○ ○ 

川内公民館 川内町榀木153 鉄筋コン 409 ○ ○ × × ○ ○ 

中浦集会所 川内町川内435-2 木 造 27 ○ ○ ○ × ○ ○ 

川内中学校 

体育館 
川内町休所5-1 鉄骨造 350 ○ ○ ○ × ○ ○ 

川内小学校 

体育館 
川内町休所5-1 鉄筋コン 306 ○ ○ ○ × ○ ○ 

エビナ保育園 
川内町休所42-

184 
木 造 110 ○ ○ × × ○ × 

初見地区公民館 
川内町休所42-

140 
木 造 25 ○ ○ ○ × ○ × 

仲崎コミュニティ 

センター 
川内町川内424 木 造 17 ○ ○ ○ × ○ ○ 

戸沢 81 戸沢地区公民館 川内町川代15-1 木 造 41 ○ ○ × × ○ ○ 

袰川 78 袰川地区公民館 
川内町袰川103-

80 
木造モル 33 ○ ○ × ○ ○ × 

田野沢 125 田野沢地区公民館 川内町田野沢126 木 造 25 ○ ○ × ○ ○ ○ 

石倉 7 石倉地区公民館 
川内町石倉沢75-

2 
木 造 24 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

小倉平 123 

上小倉平地区 

公民館 

川内町上小倉平

104-1 
木 造 25 ○ ○ × ○ ○ ○ 

下小倉平地区 

公民館 

川内町下小倉平

98 
木 造 20 ○ ○ × ○ ○ ○ 

銀杏木 125 銀杏木地区公民館 川内町銀杏木31 木 造 20 ○ ○ × ○ ○ ○ 

安部城 114 安部城地区公民館 
川内町新田290-

44 
木 造 20 ○ ○ × ○ ○ ○ 

畑 69 畑地区公民館 川内町家ノ辺97 木 造 41 ○ ○ × ○ ○ × 

湯野川 62 湯野川地区公民館 
川内町湯野川 

25-1 
木 造 41 ○ ○ × ○ ○ ○ 

桧川 385 

桧川地区公民館 
川内町桧川川代

4-1 
木 造 20 ○ ○ × × ○ × 

大湊高等学校 

川内校舎第１・ 

第２体育館 

川内町家ノ上48 鉄骨造 597 ○ ○ ○ ○ ○ × 

宿野部 297 宿野部地区公民館 
川 内 町 宿 野 部

106-1 
木 造 20 ○ ○ × × ○ ○ 

蛎崎 243 蛎崎地区公民館 
川内町蛎崎 

寺ノ前148-36 
木 造 20 ○ ○ × × ○ ○ 

※ （ ）は、住民基本台帳登録上の住所名でなく、地域名であり、地区に集計される地名である。 
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大畑地区         ※炊飯の○はガス・◎は電気 

収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給 

水 

炊 
飯 

(正津川) 

(平) 

(高待) 

856 

正津川小学校 

体育館 

大畑町正津川平 

114-20 
鉄骨造 

 

281 
○ ○ ○ × ○ ○ 

正津川地区公民館 
大畑町正津川 

87-10 
鉄骨造 169 ○ ○ × × ○ ○ 

旧正津川児童館 
大畑町正津川 

平114-64 
木 造 90 ○ ○ × × ○ ○ 

上野 

筒万坂 

東町 

庚申堂 

伊勢堂 

本門寺前 

1,409 

146 

59 

99 

73 

67 

上野町内会館 大畑町上野85 木 造 47 ○ ○ ○ × ○ ○ 

東町町内会館 
大畑町筒万坂 

56-7 
木 造 51 ○ ○ ○ × × ○ 

大畑小学校体育館 大畑町伊勢堂1-1 鉄骨造 473 ○ ○ ○ × × × 

大畑公民館 大畑町中島108-5 鉄筋コン 270 ○ ○ × × × ○ 

大畑体育館 大畑町中島108-5 鉄骨造 466 ○ × × × × ○ 

中島 

新町 

393 

316 

旧中島児童館 

体育館 
大畑町中島72-2 木 造 134 ○ × ○ × × ○ 

中島町内会館 大畑町中島80-16 木 造 25 ○ ○ ○ × × ○ 

大畑中央保育園 大畑町中島4-4 木 造 253 ○ ○ ○ × × ○ 

新町町内会館 大畑町新町99-1 木 造 39 ○ ○ × × × ○ 

湯坂下 416 
旧湯坂下児童館 

体育館 
大畑町湯坂下9-4 木 造 90 ○ × ○ × × ○ 

湯坂下町内会館 大畑町湯坂下9-4 木 造 52 ○ ○ × × × ○ 

本町 

南町 

兎沢 

関根橋 

666 

414 

427 

147 

大安寺 大畑町本町80 木 造 128 ○ ○ × ○ ○ × 

本町町内会館 大畑町庚申堂9-7 木 造 50 ○ ○ ○ × × ○ 

大畑中学校体育館 大畑町兎沢17-7 鉄骨造  714 ○ ○ ○ ○ ○ × 

総合福祉センター 
大畑町観音堂 

25-1 
鉄筋コン 84 ○ ◎ ○ × × ○ 

関根橋地区公民館 大畑町関根橋14 木 造 58 ○ ○ × ○ ○ ○ 

孫次郎間 

二枚橋 

釣屋浜 

大畑道 

138 

173 

82 

230 

孫次郎間地区 

公民館 

大畑町孫次郎 

間19-24 
木 造 61 ○ ○ × ○ ○ ○ 

二枚橋地区公民館 
大畑町釣屋浜 

16-2 
鉄骨造  163 ○ ○ × × ○ × 

旧二枚橋小学校 

体育館 

大畑町釣屋浜 

22-72 
鉄骨造  281 ○ ○ ○ ○ ○ × 

小目名 

高橋川 

105 

31 

小目名地区公民館 
大畑町小目名 

村54 
木造モル 61 ○ ○ × ○ × × 

高橋川コミュニテ

ィセンター 

大畑町高橋川 

30-7 
木 造 25 ○ ○ ○ ○ ○ × 

木野部 

(佐助川) 

赤川 

81 

 

111 

木野部地区公民館 
大畑町佐助川 

29-3 
木 造 57 ○ ○ × × ○ × 

赤川地区公民館 大畑町赤川3-4 木 造 55 ○ ○ × × ○ × 

下北自然の家 

体育館 
大畑町佐助川399 鉄筋コン 309 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

湊村 382 
湊町内会館 大畑町湊村159-4 木 造 43 ○ ○ × × × ○ 

旧大畑町コミュニ

ティセンター 
大畑町湊村165-8 鉄骨造 117 ○ ○ × × × ○ 

※ （ ）は、住民基本台帳登録上の住所名でなく、地域名であり、地区に集計される地名である。 
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脇野沢地区        ※炊飯の○はガス・◎は電気 

収容地区名 人口 施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人) 

設備の

有無 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

給
水 

炊
飯 

桂沢 

本村 

渡向 

257 

248 

215 

旧脇野沢小学校 

体育館 
脇野沢桂沢71-1 鉄筋コン 348 ○ × × ○ ○ × 

地域交流センター 

アリーナ 
脇野沢渡向107-1 鉄筋コン 231 ○ 

○ 

◎ 
○ ○ × ○ 

瀬野川目 

黒岩 

110 

64 

脇野沢中学校 

体育館 

脇野沢瀬野川目

85-2 
鉄骨造 379 ○ × ○ ○ ○ ○ 

瀬野地区コミュニ

ティセンター 

脇野沢瀬野川目

65 
木 造 164 ○ ○ × ○ ○ ○ 

赤坂 

稲平 

小サ沢 

小沢 

鹿間平 

17 

31 

49 

72 

65 

小沢地区生活福祉 

センター 

脇野沢鹿間平61-

4 
木 造 201 ○ ○ × ○ ○ × 

滝山 

(七引) 

源藤城 

132 

 

57 

滝山地区 

生活福祉 

センター 

脇野沢滝山150 木 造 191 ○ ○ × ○ ○ ○ 

九艘泊 

 (芋田) 

73 

 

九艘泊地区 

生活福祉センター 
脇野沢九艘泊167 木 造 100 ○ ○ × ○ ○ × 

新井田 27 
新井田地区生活 

改善センター 
脇野沢新井田12 木 造 

 

61 
○ ○ × × ○ × 

寄浪 93 
寄浪地区生活 

福祉センター 
脇野沢寄浪41 木 造 

 

166 
○ ○ × ○ ○ × 

蛸田 29 
蛸田地区生活 

福祉センター 
脇野沢蛸田86 木 造 161 ○ ○ ○ ○ ○ × 

※ （ ）は、住民基本台帳登録上の住所名でなく、地域名であり、地区に集計される地名である。 
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資料 42 むつ地区 指定緊急避難場所等位置図 
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資料 43 川内地区 指定緊急避難場所等位置図 
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資料 44 大畑地区 指定緊急避難場所等位置図 
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資料 45 脇野沢地区 指定緊急避難場所等位置図 
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資料 46 広域避難場所一覧 
 

広域避難場所（収容地区は市内全域） 

施設名 所在地 構造 

収容 

可能 

人数 

(人） 

災害別利用 

地
震
火
災 

津
波
災
害 

浸 

水 

土
砂
災
害 

むつ市ウェルネスパークしもきた克雪ドーム 
真砂町8-8 

鉄骨造 8,888 ○ × × ○ 

むつ市ウェルネスパークセンターハウス 鉄筋コン 1,946 ○ × × ○ 

ウェルネスはらっぱる 真砂町地内  20,000 ○ × × ○ 

むつマエダアリーナ（むつ市総合アリーナ） 真砂町９－１ 
鉄筋コン 

・鉄骨造 
 〇 × × ○ 

  



 

-137- 

 

資料 47 警戒区域内等の要配慮者施設一覧 
 

(１) 土砂災害警戒区域 

ア 社会福祉施設 

施設名 所在地 電話番号 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 桜 木 園 桜木町13-1 0175-23-1600 

特別養護老人ホームせせらぎ荘 川内町獅子畑128-4 0175-42-3103 

 

イ 教育施設 

施設名 所在地 電話番号 

第 一 田 名 部 小 学 校 柳町二丁目7-1 0175-22-1236 

大 平 中 学 校 並川町2-4 0175-24-1714 

大 湊 小 学 校 大湊上町43-32 0175-24-1810 

大 湊 中 学 校 桜木町19-1 0175-24-2138 

大 畑 小 学 校 大畑町伊勢堂1-1 0175-34-2237 

大 畑 中 学 校 大畑町兎沢17-7 0175-34-4372 

大 湊 高 等 学 校 川 内 校 舎 川内町家ノ上48 0175-42-2214 

大 湊 カ ト リ ッ ク 幼 稚 園 大湊浜町20-17 0175-24-1720 

大 湊 幼 稚 園 宇田町12-5 0175-24-2832 

脇 野 沢 保 育 園 脇野沢本村65 0175-44-2014 

 

ウ 医療施設 

施設名 所在地 電話番号 

む つ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 桜木町13-1 0175-24-1211 

海 上 自 衛 隊 大 湊 病 院 大湊町14-47 0175-24-1111 

海 上 自 衛 隊 大 湊 衛 生 隊 医 務 室 大湊町2-50  

菊 池 医 院 大湊浜町16-27 0175-24-1276 
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(２) 洪水浸水想定区域  

ア 社会福祉施設 

施設名 所在地 電話番号 

グループホーム サンライズ1号館 柳町4-11-4  

グループホーム サンライズ２号館 苫生町1-2-27  

グループホーム サンライズ３号館 苫生町1-2-27  

サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ろ ば 柳町1-8-1  

は な ま る み っ け 旭町5-18  

老 人 保 健 施 設 や げ ん 大畑町観音堂25-1  

に こ に こ た く ろ う 金曲3-5-29  

に こ に こ ハ ウ ス 金 曲 金曲3-5-29  

む ら な か デ イ ・ サ ー ビ ス 新町10-46  

デ イ サ ー ビ ス な み の こ 松原町2-2  

エ ン ジ ェ ル ス 柳町4-3-3  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 A 棟 松原町4-1  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 B 棟 松原町2-1  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 C 棟 松原町2-2  

住宅型有料老人ホームあすなろ 大畑町新町130  

シ ョ ー ト ス テ イ  季 の 恵 大畑町庚申堂23-1  

ア バ ン セ 旭町2-2  

いこいの里デイサービスセンター 脇野沢渡向73-1  

ハ ー ト ラ ン ド さ く ら 赤川町11-22  

ふれあいかんデイサービスセンター 大畑町観音堂25-1  

子ども発達支援センターりりぃ 下北町6-51  

と な み 療 護 園 横 迎 町 ホ ー ム 横迎町1-13-18  

ア ッ ク ス 工 房 金曲3-6-11  

シ ニ ア パ ン シ ョ ン む つ Ａ 横迎町2-14-23  

シ ニ ア パ ン シ ョ ン む つ Ｂ 横迎町2-14-27  

シ ル バ ー ピ ュ ア む つ 金曲1-11-16  

グ ル ー プ ホ ー ム バ ン ド ー 大 湊 真砂町7-1  

グ ル ー プ ホ ー ム バ ン ド ー 下 北 新町32-15  

ケ ア ポ ー ト  バ ン ド ー む つ 真砂町7-2  

ふ れ あ い の 家 新町32-37  

チ ョ コ む つ 新町17-4  

夢・プラザデイサービスセンター 大畑町中島60-1  

グ ル ー プ ホ ー ム さ く ら の 里 大字田名部字土手内74-237  
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イ 教育施設 

施設名 所在地 電話番号 

苫 生 小 学 校 金曲1-5-10  

第 三 田 名 部 小 学 校 赤川ノ内並木14-196  

大 畑 小 学 校 大畑町伊勢堂1-1  

田 名 部 中 学 校 緑町22-8  

田 名 部 高 等 学 校 海老川町6-18  

白 百 合 保 育 園 下北町6-22  

柳 町 ひ ま わ り 保 育 園 柳町1-9-13  

苫 生 ひ ま わ り 保 育 園 新町40-4  

よ し の 保 育 園 緑町17-8  

並 木 保 育 園 南町9-36  

あ す な ろ 保 育 園 大畑町観音堂11-3  

大 畑 中 央 保 育 園 大畑町中島4-4 0175-34-5100 

む つ ひ ま わ り 幼 稚 園 横迎町2-14-50  

こ ば と 幼 稚 園 昭和町23-25  

田 名 部 カ ト リ ッ ク 幼 稚 園 新町11-28  

ウ 医療施設 

施設名 所在地 電話番号 

大 畑 診 療 所 大畑町観音堂25-1  

北村医院むつレディスクリニック 柳町1-9-55  

た な か 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク 中央1-6-5  

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院 小川町2-4-12  

ど ん ぐ り こ ど も ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク 横迎町2-1-9  

ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック 中央1-3-36  

一部事務組合下北医療センター 

脇 野 沢 診 療 所 
脇野沢渡向29-5 0175-44-2022 

角 田 整 形 外 科 医 院  新町13-52  

三 上 医 院 柳町1-8-22  

前 田 内 科 医 院 大畑字庚申堂11-1  

村 中 内 科 ・ 心 療 内 科 医 院 新町10-46  

中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

柳谷ひ尿器科皮膚科クリニック 中央2-5-5  

槇 皮 膚 科 医 院  柳町1-8-1  
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(３) 津波浸水想定区域  

ア 社会福祉施設 

施設名 所在地 電話番号 

中 島 児 童 館 大畑町中島72-2 0175-34-3137 

正 津 川 児 童 館 大畑町正津川平114-64 0175-34-3138 

大 畑 中 央 保 育 園 大畑町中島4-4 0175-34-5100 

海 の 子 保 育 園 関根字前浜8-2 0175-25-2955 

グループホーム サンライズ２号館 苫生町1-2-27  

グループホーム サンライズ３号館 苫生町1-2-27  

サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ろ ば 柳町1-8-1  

グ ル ー プ ホ ー ム 陽 だ ま り 旭町5-18  

は な ま る み っ け 旭町5-18  

老 人 保 健 施 設 や げ ん 大畑町観音堂25-1  

に こ に こ た く ろ う 金曲3-5-29  

に こ に こ ハ ウ ス 金 曲 金曲3-5-29  

む ら な か デ イ ・ サ ー ビ ス 新町10-46  

サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅 

ア イ ラ ン ド 
大湊新町9-43  

デ イ サ ー ビ ス ア イ ラ ン ド 大湊新町9-43  

デ イ サ ー ビ ス な み の こ 松原町2-2  

コ ミ ュ ニ テ ィ 作 業 所 あ じ さ い 川内町川内47  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 A 棟 松原町4-1  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 B 棟 松原町2-1  

シ ニ ア ガ ー デ ン 松 風 の 森 C 棟 松原町2-2  

住宅型有料老人ホームあすなろ 大畑町新町130  

シ ョ ー ト ス テ イ  季 の 恵 大畑町庚申堂23-1  

ア バ ン セ 旭町2-2  

ハ ー ト ラ ン ド さ く ら 赤川町11-22  

ふれあいかんデイサービスセンター 大畑町観音堂25-1  

子ども発達支援センターりりぃ 下北町6-51  

と な み 療 護 園 横 迎 町 ホ ー ム 横迎町1-13-18  

ア ッ ク ス 工 房 金曲3-6-11  

シ ニ ア パ ン シ ョ ン む つ Ａ 横迎町2-14-23  

シ ニ ア パ ン シ ョ ン む つ Ｂ 横迎町2-14-27  

シ ル バ ー ピ ュ ア む つ 金曲1-11-16  

グ ル ー プ ホ ー ム バ ン ド ー 大 湊 真砂町7-1  

グ ル ー プ ホ ー ム バ ン ド ー 下 北 新町32-15  

ケ ア ポ ー ト  バ ン ド ー む つ 真砂町7-2  

ふ れ あ い の 家 新町32-37  

チ ョ コ む つ 新町17-4  

夢・プラザデイサービスセンター 大畑町中島60-1  

グ ル ー プ ホ ー ム さ く ら の 里 土手内74-237  
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イ 教育施設 

施設名 所在地 電話番号 

苫 生 小 学 校 金曲1-5-10  

第 三 田 名 部 小 学 校 赤川ノ内並木14-196  

大 湊 小 学 大湊上町43-32  

川 内 小 中 学 校 川内町休所5-1  

大 畑 小 学 校 大畑町伊勢堂1-1  

正 津 川 小 学 校 大畑町正津川平114-20 0175-34-2270 

田 名 部 中 学 校 緑町22-8  

田 名 部 高 等 学 校 海老川町6-18  

白 百 合 保 育 園 下北町6-22  

柳 町 ひ ま わ り 保 育 園 柳町1-9-13  

苫 生 ひ ま わ り 保 育 園 新町40-4  

よ し の 保 育 園 緑町17-8  

ゆ き の こ 保 育 園 旭町1-30  

並 木 保 育 園 南町9-36  

海 の 子 保 育 園 大字関根字前浜8-2  

エ ビ ナ 保 育 園 川内町休所42-185  

あ す な ろ 保 育 園 大畑町観音堂11-3  

希 望 の 友 保 育 園 大曲1-8-12  

大 畑 中 央 保 育 園 大畑町中島4-6  

む つ ひ ま わ り 幼 稚 園 横迎町2-14-50  

こ ば と 幼 稚 園 昭和町23-25  

田 名 部 カ ト リ ッ ク 幼 稚 園 新町11-28  

あ た ご 幼 稚 園 川内町川内87  

 

ウ 医療施設 

施設名 所在地 電話番号 

一部事務組合下北医療センター 

川 内 診 療 所 
川内町休所42-62  

大 畑 診 療 所 大畑町観音堂25-1  

海 上 自 衛 隊 大 湊 衛 生 隊 医 務 室 大湊町2-50  

北村医院むつレディスクリニック 柳町1-9-55  

た な か 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク 中央1-6-5  

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院 小川町2-4-12  

ど ん ぐ り こ ど も ク リ ニ ッ ク  中央2-5-5  

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク 横迎町2-1-9  

ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック  中央1-3-36  

一部事務組合下北医療センター 

脇 野 沢 診 療 所 
脇野沢渡向29-5  

角 田 整 形 外 科 医 院  新町13-52  

三 上 医 院 柳町1-8-22  

前 田 内 科 医 院 大畑字庚申堂11-1  

村 中 内 科 ・ 心 療 内 科 医 院  新町10-46  

中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 中央2-5-5  

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク  中央2-5-5  

柳谷ひ尿器科皮膚科クリニック  中央2-5-5  

槇 皮 膚 科 医 院  柳町1-8-1  

 

 


